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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




　小さな頃ころの写真を見返すと、懐なつかしさよりも恥はずかしさや情なさけなさが先に来る。

　特に苦手なのは小学校低学年のころのもので、ほとんどの写真で横を向いたり俯うつむいたりで無ぶ愛あい想そうにも程ほどがある。高学年にもなると少しはましになってくるが、低学年のころのものは本当にひどい。まともにカメラのほうを向いているのは、父さんが不ふ意い討うちで撮とったわずか数すう枚まいだけという有様だ。

　小学校へ転入する初日の記念写真なんかは、父さんと母さん、そして妹の琴ことちゃんと家族勢せいぞろいなのにも拘かかわらず、主役であるはずの俺おれがいかにもつまらないといった様子で、事もあろうに後ろを向いている。

　親切心からシャッターを押おした人も戸と惑まどったに違ちがいない。これで良かったのかと自問自答したに違いない。ただこの奇き妙みような集合写真については父さんが大のお気に入りで、「このお尻しりがアクセントになってるよなあ」と楽しげに語るのにかなり救われている。

　中学生くらいからは明らかに笑え顔がおの写真が増ふえていて、自分なりに気を遣つかっているのがよく分かる。意い識しきすることは減へっていても、父さんと母さん、そして妹の琴ちゃんと血の繋つながりが無いことは事実で、そのことはどうしたって変えようが無い。そんな現げん実じつがある以上、気を遣ってしまうのも仕方無いような気もする。

　家族の間でそう考えるのが正しいのかどうかは分からないけれど、少なくとも間違ってないとは思える。優やさしくされたら優しくしたい。感かん謝しやの思いを伝えたい。そう考えるのが間違ってることは無いはずだって思ってる。

　だからこそ出来るだけ実家には帰りたいと思うのだけれど、年末年始ってやつはどうにも忙いそがしいものらしく、具体的にいえば学校中を追いかけ回されるとか女子校に拉ら致ちされるとか受験を控ひかえた先せん輩ぱいの気分転てん換かんに付き合うとかいろいろと──『……つまりお兄ちゃん、別に忙しくなかったってことだよね？』そうとも言う。








　１　ディア・マイ・シスター




　噂うわさってやつには尾おひれがつきもので、場合によっては背せびれ胸むなびれ尻びれのデラックスセット、購こう入にゆう者しやには更さらにもう１セットプレゼントで送料無料！　ってな具合に、とにかく元の話が大きくなる事はよくあることで、

「転校生がやってくるぞ！　しかも美少女だ！」

　クラス委員木きの下したの発言もそうしたものだと予想される。ただクラスの連中もこうしたネタは嫌きらいではなく、「美少女転校生！　そういうのもあるのか」「よし！　当たって砕くだける！」「砕ける前ぜん提てい!?」「待て待て抜ぬけ駆がけは許ゆるさん」「ここはフェアプレイでだな」「そうこうしてる間に俺が美少女ゲット！」「それは残ざん像ぞうだ」「妄もう想そうだ」「はやく抱だき枕まくらの梱こん包ぽうに戻もどるんだ」ってな感じにやんややんやで喧けん々けん囂ごう々ごう。楽しく気軽に適てき当とうに。放課後の雑ざつ談だんなんてそんなところが本ほん質しつだろう。

　二月初しよ旬じゆん、放課後２Ｄの教室内。全国有数の進学校であるここ私し立りつ御み城しろ学園高等部において最大のイベントは大学受験であるというのはおそらく全校生徒の一いつ致ちする意見であり、二年生にとっては三年生に最も気を遣うのがこの二月である。みなが寮りよう生活を行っている以上、三年生と顔を合わせないのはなかなか困こん難なんであり、要するにこうした放課後の時間は中間管かん理り職しよく的悲ひ哀あいに満ちた二年生にとってのかすかなやすらぎの時間となっている。端たん的にいえば『まっすぐに帰ると邪じや悪あくなオーラを背負った三年生による八つ当たりアタックを受けかねん』といった想おもいから生じる雑談タイムといったところである。

「で、転校生ってどんな？」

　誰だれかが言うが、誰も本当に転校生が来るなんて信じちゃいない。二年時の二月、もう少しで三年生という中ちゆう途と半はん端ぱな時期に転校生なんてあり得ない話だろう。

「ふふん、俺は見たからな。情じよう報ほうは確たしかだ」

　クラス委員木下は誇ほこらしげな口調で、「可か憐れんという言葉の似に合あう美少女だった」「抱き締しめたいほど小こ柄がらだった」「ポケットに詰つめこんで」「そのまま連れ去りたかった」などと犯はん罪ざいめいた告白を繰くり広げる。自信満々な様子に騙だまされそうではあるが、連れ去りたい発言は時節柄あまりに危き険けんすぎるため、彼は冗じよう談だん好きな好青年である、とここで主しゆ張ちようしておきたい。何のために？　念のために。

「それなら歳とし下したじゃないのか、その子」

　不意に出てきたもっともな発言に、「まあいいじゃん。妄想だけでも」と木下はさらりと応こたえる。そもそも中等部の生徒という可か能のう性せいもあるのだが、結局のところ噂話なんてこんなものであり、「美人教きよう師しのほうがいいなあ」「オレ歳上パス」「何歳までが歳上？」「家庭教師はセーフだろう」「全然ストライクだって」「お姉さんが教えてくれるんだぞ。贅ぜい沢たく言うな」「逆ぎやくに歳下は？」「ちょっと語りにくいだろ。法ほう律りつ的に考えて」「まあ中等部までか？」「『先輩！』とか良くね？」「俺は『お兄ちゃん』に憧あこがれるね」「俺はあえて『おとーさん』に憧れるね」などといかにもどうでもいい話へとシフトを始めて止まらない。「職業だと何かある？」「最近、気象予よ報ほう士しってアリだと思う」「どういうことだ」「意味が分からん」「『私のハートの予報です』とか？」「『ダメだよそんなの、大雨警けい報ほうだよ！』とか」「『私のお弁べん当とうを持って、気をつけてお出で掛かけください』」「内容変わってないか？」「いいねえ」「いいのか？」いいのかどうかは誰も分からずそして誰もが気にしない。

　そんなところに、

「藤ふじ倉くらくーん、お客さんだよー」

　教室後ろのドアあたりから、クラスメイト女子の声が聞こえてくる。談笑するメンバーは木下を除のぞいて誰も振ふり返らない。「もうそんな時間かー」「そういや数学の課題ってどこまで？」「え、課題なんてあった？」「聞いとけよ」「うあー、帰りたくねー」と雑談は緩ゆるやかに続いている。なおこの時間帯に泉いずみちゃんが迎むかえに来るのはいつものことであり皆みなも慣なれっこの日にち常じようであり、『トーマさん！　お待たせしました！』といういつもの台詞せりふは心地ここち好よい時報のようなものになっている。

　さて泉ちゃんを待たせても悪い。カバンを用意で教科書詰めて──

「げ、現げん実じつだった！」

　何な故ぜか木下のリアクションが大きい。もともと木下のリアクションは他の誰より大きいけれど──と教室後方に目をやって気付く。

　…………あれ？

　一いつ瞬しゆんで思考がぐるぐる回る。中学校ってもう春休みなんだろうかそれとも長めの冬休みなのかいや待てよ父さん母さんに何かあったってことは無いかわざわざこっちまで来るってことはいや違ちがうそれなら電話が先だ落ち着けいったいどういうことだそれとももしくは見間違い──

　首を振ふる。見間違えるはずが無い。遠目でも間違えるはずが無い。

　そこに居いるのが誰なのか？　いわゆるＷＨＯの部分はあっさり判はん明めいしているが、ＷＨＹの部分がよく分からない。どうして彼女がそこに居るのか？　どうしてわざわざ時間をかけてこんなに遠いところまで──なんてひととおり考えたところで切り替かえる。

　考えたって仕方無い。たまたま旅行で近くまで来たのかもしれないし単に時間があって来てみたのかもしれない。『起こり得うる可能性の全すべてを考こう慮りよに入れて最も妥だ当とうな結けつ論ろんを導みちびき出すだけだよ藤倉くん？』長なが峰みねさんならそんなふうに微笑ほほえみながら言うのかもしれないけど──うん、それ無理。そもそも聞けば分かることだし。

「あ、お兄ちゃん！」

　こっちに気付いて手を挙げる伸のびやかな動作も、溌はつ剌らつとした声も記き憶おくにあるものとまったく同じで変わらない。チェック柄のスカートが少々短すぎる点を兄として注意したいところであるとか少し髪かみ型がた変えたかなとかそういった部分はひとまず置いといて。

　そこに居るのは藤倉葉は琴ごとで十四歳さい。中学生で妹だ。

　誤ご解かいから生じるクラスメイトの視し線せんが痛いたい。「お兄ちゃんって呼よばせてるのか……？」「可能性はある」「そういえば年末も、『ご主人様』って」「マニアック藤倉の本ほん領りよう発はつ揮きか……」「形から入るタイプか……」この点に関しては日ひ頃ごろの行いを自省するしかない。確たしかに《パートナー》の泉ちゃんであるとか八や千ち代よちゃんであるとか中等部の美み春はるちゃんといった歳下の女の子がここ２年Ｄ組教室まで姿すがたを見せることは多く、更さらに言えば年末年始にかけては周囲に誤解を招まねくようなイベントの連続だった。

　ただ、琴ちゃんこと藤倉葉琴は紛まぎれも無くこの俺藤倉冬とう麻まの妹であり家族であり身内であるから琴ちゃんが『お兄ちゃん』と呼ぶのは当然のことであり、それが兄さんだとか兄あに貴きだとかニイヤだとかチェキだとかに変わったところで妹は妹で変わることなくやましいことは何も無いということをわかって欲ほしい。

　カバンは置いたままで立ち上がる。見たところ私し服ふくの琴ちゃんの表ひよう情じようが明るいことに安心する。これなら父さんや母さんに何かあったということは無いだろう。まずはひと安心、と胸むねを撫なで下ろす。

　近付くにつれて、自然に口元が緩んでしまうことに気付く。正直に言ってしまえば、ひさびさに逢あえる嬉うれしさが、教室内で身内の人間に逢うという恥はずかしさを軽かろやかに跳とび越こえている。自覚は無かったけどシスコンなのかもしれない。気付かなかったけれどそういう素そ質しつがあるのかもしれない。ある日突とつ然ぜん、あなたに12人もの妹ができたらどうしますか？　それは困こまる。

「……藤倉くんの妹さん？」呼んでくれたクラスメイト女子が耳打ちで、「雰ふん囲い気き似にてるね。すぐ分かった」なんて小さく微笑む。兄妹きようだいである以上、雰囲気は似てくるのかもしれない。たとえ血の繋つながりが無かったとしても、共有した時間が長いというのはそういうことなのかもしれない。

　教室後方のドアを出てすぐのところで琴ちゃんは待っている。授じゆ業ぎようが終わって間も無い廊ろう下かは帰き宅たくを急ぐ生徒で溢あふれているが、誰も琴ちゃんのことは気にとめない。いわゆる学外者である琴ちゃんが不ふ審しんに思われないのは、ここ私し立りつ御城学園のシステムによるものが大きい。全ぜん寮りよう制せいの中高一いつ貫かん校こうである御城学園において、放課後は一度寮に戻もどって着替えてから再ふたたび学内へ、なんて生徒も多いのだ。

















「えへへ、来ちゃった」

　それはまるで遠えん距きよ離り恋れん愛あい中ちゆうでなかなか逢えない恋こい人びとのアパートに突然訪おとずれた彼女のような台詞せりふであり、よくある展てん開かいならば部屋の中から『冬麻、誰？　お客さん？』なんて声が聞こえてきてしまい、『……女の子、居るんだ』『い、いやそうじゃなくて』『勘かん違ちがいだったんだね。私、まだ彼女だって、ひとりで思ってて……』『だから誤解で──』『馬ば鹿か！』そうして泣きながら走り出す彼女にようやく踏ふみ切り手前で追いついて抱だき締しめるという感動のシーンがあるのかもしれないが、ここは学校の教室であり琴ちゃんは妹でありこの俺藤倉冬麻に今後そんな展開が起こることはありそうもないので現げん実じつに戻る。

　短めのスカートとポニーテールで雰囲気が違っては見えるものの、その笑みはよく知る琴ちゃんのもので嬉しくなる。小さな頃ころから知っているぶん変化は分かりにくいけれど、外見はかなり大人っぽくなってきているように思える。高等部の校こう舎しやに居れば小こ柄がらには見えるが、実じつ際さいの身長は中学二年生女子の平へい均きんくらいはあるはずだ。ただ、中身が外見の成長についてきていない、ということはあるのかもしれない。

　ねえねえお兄ちゃん、と琴ちゃんは楽しげな様子で、

「琴が来てびっくりした？」

　もちろん驚おどろいてはいるけれど、

「ん？　別に」

　つとめて極きわめて冷静に。余よ裕ゆうがあるのが大人の男。言わずにおくのが兄ゴコロ。

「そうなの？」

「あ、来たか、ってぐらいかな？」

「嘘うそだよ。びっくりしたって顔に書いてあるもん」

　実際はこのあたりまで織おり込こみ済ずみの会話でもある。琴ちゃんの楽しげな表情は幼おさない印象で、いたずらに成功した子こ供どものようにも見える。もっとも、高校一年生にも拘かかわらずその外見は小学生に見える泉ちゃんという例を知っている以上、人生いろいろ会社もいろいろ女の子だっていろいろだ、という結けつ論ろんに落ち着いてはいるけれど。

　ふと見れば、琴ちゃんの傍そばには大きなカバン。これを持って来るだけでも大変だったはずだ。言ってくれれば迎むかえに行ったのに。

「ひとり？　父さんや母さんは？」

「ひとりだよ。お父さん休めないもん」

　家族で旅行したついでに寄よってみた、ということでは無いらしい。

「学校は？　もう春休み？」

　首を振ふる琴ちゃんに合わせて、短めのポニーテールが揺ゆれる。

「ううん。琴がお休み」

　……要するにそれはサボりってことじゃなかろうか。いかん。いかんぞ琴ちゃんそれはいかん。そんなの兄さん許ゆるしませんよ。まったく葉琴はいつの間にそんな悪い子に──って待てよ落ち着け考え直せ。例えば何か相談したいことがあるって可か能のう性せいはないか？　そう、つまりは電話じゃ出来ない深い話。これはあり得うる話かも。悩なやみを相談されるほど頼たよりになる兄なのかは置いといて、そういう訳わけアリの可能性もある。

「……？　お兄ちゃん？」

　そう、ここはどっしりあるがままを受け入れるのが兄の役目で──

「藤倉くん、ちょっといいかね？」

　ぽん、と肩かたに置かれた手に気付く。

　振り向けばそこに居いるのはクラス委員木下で、満面の笑えみとともに、ぐい、と教室内に連れ込まれる。聞かれたくないことなのか、顔を寄せる木下の表情は真しん剣けんなもので、つられてこっちも小声になる。

「ん？　木下、何か──」

「聞いてくれ藤倉。俺おれはいまさっき怖おそろしいことを体験した」

「あのさ木下、出来れば手短に……」

「いや、体験したというよりはまったく理り解かいを超こえていた……」

　何か重大なことが起こっている雰ふん囲い気きに身み構がまえる。待たせている琴ちゃんには悪いけれども、きっと木下も緊きん急きゆうなんだろう。

「藤倉、ありのまま今起こったことを話すぜ！」

　嫌いやな予感がする。こんな予感はたいてい当たる。そう、いわばコーラを飲めばゲップが出るくらい確かく実じつに……。

「『たまたま見た美少女を転校生だと妄もう想そうしたらそれはお前の妹だった』……な、何を言ってるのか分からねーと思うが──」

「さらばだ木下」

「俺も何を言っているのか分からねえ！」

「ああもう掴つかむな！　掴むの無し！」

「なんだよこれ！　催さい眠みん術じゆつだとか超ちようスピードだとかで女の子は全すべてお前のものかよ！」

「そんな能力は無い！」

「藤倉ゾーン？　藤倉ゾーンですか？　地球をＭＥＴＳＵＢＯＵさせる気か！」

　何言ってんだ！

「グロテスク！　百錬自得！　グロテスク！　隕いん石せき落下！」

　そんな混こん沌とんとした状じよう態たいに救世主が！

「あの、クラス委員の木下さん、ですよね？」

　待っていられなかったのか、琴ちゃんが顔を出す。このあたりの行動の速さは昔から変わらない。数度しか話題に出したことの無い木下を見事に当てるのはさすが琴ちゃんといったところ。

「兄がお世話になってます。藤倉葉琴です」

　言いながら、琴ちゃんは深々と頭を下げる。小さな頃ころから、しっかりした妹さんですね、なんて言われてたことを思い出す。対する兄はといえば──うん、無いな。言われて無い。特に何にも意見が無い。良くも悪くも地味ってところ。

「やあやあ、はじめまして葉琴ちゃん。ようこそ、御城学園へ」

　木下の切り替かえも速い。穏おだやかな笑みは大人の雰囲気すら漂ただよわせる。さすがは落語研究会、表ひよう情じよう作づくりも慣なれたもの。

「木下さんのこと、頼りになるクラス委員なんだ、ってお兄ちゃんから聞いてます。転校したてのころ、すっごくお世話になったって」

　顔を上げる琴ちゃんは、箱をひとつ差し出して、

「これ、つまらないものですけど。クラスの皆みなさんで食べてください」

　うん、身内ながら、琴ちゃんはしっかりしてるよね。兄がしっかりしていないぶん、妹がしっかり育つのかもしれない。

「いやいやいやいや、こっちこそ藤倉にはお世話になってるから！」

「そうなんですか？」

　嬉うれしそうな様子の琴ちゃんに、

「うんうん。安心するといいよ。藤倉は本当にすごいやつだから」

　にこやかに頷うなずきながら木下が返す。そんなにお土産みやげのエビせんべいが嬉しかったのか、それとも『頼りになるクラス委員』という単語に食いついたのか。明らかに上じよう機き嫌げんな様子で言葉も軽かろやかになっている。

　そんな木下は腕うで組ぐみで、ひとつ大きく頷きながら、

「成せい績せき面めんでも見事なもんだし、人望もある」

「ええ!?　ホントですか？」

　なんか信じられないなあ、と琴ちゃんがこっちに視し線せんを向ける。いやそのあのねつまりはね。思わずかすかに動どう揺ようする。

　木下なりに気を遣つかってるんだろう。そりゃ俺だってひさびさに逢あった妹に対してかっこつけたい想おもいはある。そのあたりは木下に感かん謝しやするしかない。ただ、出来れば言い過すぎないことを祈いのっておこ──

「更さらには女の子にも人気がある」

「……お兄ちゃん？」

　じろり。琴ちゃんが冷たい視し線せんになる。ただ待って欲ほしい。ひとまず待って欲しいのだ。木下は嘘うそは言ってない。確たしかに成績は見事といえば見事だが、テストで毎回最下位という、マイナス面での見事さであり、人望はあくまでも主観の問題な訳わけで──

「お兄ちゃん、女の子って、ナイフの子じゃないよね？」

　そっちで来たか！　と記き憶おくを手た繰ぐる。

　どんなふうに琴ちゃんに伝えたかは思い出せないが、ナイフの子といえば巫み城しろのお嬢じよう様さまの《パートナー》、黒い和服がトレードマークの八千代ちゃんしか思いつかない。ただ別に八千代ちゃんが悪いことは無くむしろ悪いのはこっちのほうで、そもそも女の子に人気があるという前ぜん提ていからしてどうなんだという、

「あのねお兄ちゃん、お兄ちゃんがどんな子と付き合っても琴は何も言わないよ？」

　いやそのそもそも付き合ってるなんて事実は無くて、

「でもね、暴ぼう力りよくふるうような子ってどうかと思う！」

　どんな子と付き合ってもいいって言ったのに！　って重ね重ね申しますが付き合ってるなんて事実はどこにも存そん在ざいしない訳でありまして、

「だいたいナイフっておかしい！　殺人未み遂すいだよそんなの！」

　なるほどそれはごもっとも。確かにやり過ぎだよなあって思う部分はあって、

「もしお兄ちゃんが言いにくいなら琴が言ってあげるから。そういうのって弱気な態度を見せたらダメなんだよ。だから──」

「トーマさん、お待たせしました！」

　更に事態は混こん乱らんする方向へ流れる。

　二つに纏まとめた髪かみを上下にぴょこぴょこ揺ゆらしながら、とてとてとて、と泉ちゃんは走ってくる。琴ちゃんの見ている前で、いつものように泉ちゃんを抱だき止めるのはさすがにまずいかも──とは想うが覚かく悟ごを決める。

　泉ちゃんの見た目が小学生だから──なんて言い訳が通用しないのは承しよう知ちのうえだ！　誤ご解かい六階どんと来い！　満面の笑えみでやって来る泉ちゃんを受け止めないなんて選せん択たく肢しは存在しない！

「藤倉！　俺に任まかせろ！」

　フォローのつもりか木下が間に入る。「泉ちゃん！　俺だよ俺俺木下だよ！　今日こそ俺の胸むねに飛び込こんでおいで！　さあ！」

　さあさあ！　と大きく両手を広げる。こっちにおいで！　飛び込んでおいで！　そんな想いが泉ちゃんに通じているかといえば、

「…………えぅ？」

　木下の存在に気付いた泉ちゃんは、きゅ、と靴くつを鳴らして進路を変える。

　長峰泉　ＶＳ　木下健けん吾ご　!!

『あのステップは……！』『デビルバットハリケーン！』

　そんなナレーションが入ってきそうな状じよう況きよう。

「なっ！」

　木下くん、あっさりかわされた！　お前何のために出てきたんだ！　そんな突つっ込みを入れたくなる状況は、『そう何度も抜ぬかれてたまるか！』と主しゆ張ちようするガンバリゴールキーパーを思わせる。イールとはウナギのことだ！　カバヤキにするとうまいぞ！

　それはともかく巧たくみにディフェンスをすり抜けた泉ちゃんは、「トーマさん、今日も一日おつかれさまでした！」「ちょ、泉ちゃ──」「えぅ!?」走ってきた勢いきおいのまま激げき突とつ！　誰に！　俺に！　運動エネルギーってすごいよね！　そして俺の後頭部が──




　ゴッ




　音を立てて廊ろう下かに激突で、

「ああ！　トーマさん！」

　泉のせいでトーマさんが！　なんて泣き出しそうな泉ちゃんを、いやいやオッケー大だい丈じよう夫ぶ、悪いのは死角を作った木下だから──と慰なぐさめるところに、

「お兄ちゃん大丈夫!?　はやく保ほ健けん室しついかないと！」

　と琴ちゃんも混まざってくる。

「誰か！　誰か助けてください！　トーマさんが死に──」

「ええ!?　あ、あの」

　泉ちゃんの様子にはさすがの琴ちゃんも慌あわてている。「ちょっと落ち着いて、その、ひとまず頭を動かさないようにして──」

「トーマさんが、トーマさんが！」

　果たしてどちらが歳とし上うえなのか。頭上で交かわされるのはそんなやり取り。




　　　　§




「すみません葉琴さん。出で迎むかえに行くのが遅おくれてしまって……」

「そんなこと無いです！　私が勝手に入ったんですから。謝あやまらないでください」

「本当にすみません。その荷物も重かったでしょう？」

「平気です！　お兄ちゃんより力はあるくらいですから」

　むん！　と琴ちゃんが両手の拳こぶしを固める。

　そんな様子に、巫城のお嬢じよう様さまは小さく微笑ほほえんで、

「なるほど。それなら──この話はここまで、ということにしましょう」

　気品を感じさせる笑みはさすがのお嬢様といったところであり、しかもそれがわざとらしさを感じさせるものではなく、ごくごく自然に出ているあたりは育ちの良さなのだろう。ここ私し立りつ御城学園理事長令嬢であり巫城グループ会長の孫まご娘むすめ、そして容よう姿し端たん麗れい成せい績せき優ゆう秀しゆう完全無欠のお嬢様。それが第十三期《トップ３》、巫城都みやこである。

　ちなみに、琴ちゃんとお嬢様の話を纏まとめるとこんなところになる。

　突とつ然ぜんにここ御城学園に来らい訪ほうした琴ちゃんは当然のように校門で止められたが、身分証しよう明めい書しよ（生徒手て帳ちよう）の呈てい示じと個こ人じん情じよう報ほうの照合により入校を許きよ可かされることになる。ただしそれは巫城のお嬢様が校門まで迎えに来てから、という話だったのだが──琴ちゃんは単たん独どくで校内に入り、そして２年Ｄ組の教室までやって来た、ということらしい。おそらくそれは兄に早く逢あいたいという想おもいによるものではなく、単たん純じゆんに待っているのが苦手だということによるものだろう。なるほど琴ちゃんらしい行動であり、このあたりも昔と変わらない。

　さて、ここ学がく園えん寮りようＳ棟とう談話室は、琴ちゃんを迎えていつものメンバーが揃そろっている。巫城のお嬢様にその《パートナー》の八千代ちゃん。春はる太たにカンナに泉ちゃん。そして琴ちゃんと俺を加えて合計７人。ちなみに、受験直前の三年生、ってことで長峰さんとみどりさんには声をかけないでいる。あの長峰さん相手とはいえ、受験シーズンとなればさすがに気を遣つかうべきだろう。

「なあなあトマぴょん、うちなっ、友達の家族が遊びに来るとか、めっちゃ嬉うれしいタイプやねん。こういうの、なんかええなっ」

　陽気に語るのはカンナで、「トマぴょんの妹さんやったら何て呼よんだらええかなあ？　なあなあ春やんどう思う？　せやなー、せやなー」そう言ってから、不意に真しん剣けんな表ひよう情じようになると「……ふむ」と眼鏡めがねを持ち上げて、

「『げろしゃぶ』か、『琴ぴょん』……」

　ダメだ！　『げろしゃぶ』だけは絶ぜつ対たいにダメだ！

　対する春太は冷静なもので、

「ん？　まあそうだな。兄妹きようだいだからなあ」

　さすがの察しの早さを見せる。そして、『兄妹だからな』でその意図がちゃんと通じるのがこの二人、春太とカンナの関係であり、

「せやなっ！　よっしゃ！」

　カンナは春太の背せ中なかから身を乗り出すようにして。

　びし！

「トマぴょんの妹さんやから『琴ぴょん』で決まりっ！」

　楽しげな笑みを浮うかべる。どちらにしてもその呼び方はカンナしか使わない気もするが──それはひとまず置いといて。

　ソファに悠ゆう然ぜんと座すわるのが第十三期《トップ３》、秋あき月づき春太であり、その背中に体を預あずけて楽しげに腕うでを回しているのがその《パートナー》筧かけいカンナである。１９０センチオーバーの長身に端たん正せいなルックス及および優すぐれた運動神しん経けいに卓たく越えつした頭ず脳のうという要よう素そを持つパーフェクトジェントルマンな春太はここ最近下級生男子に加え女子生徒からの人気も集めているという羨うらやましすぎる存そん在ざいであるが、それでも人当たりの良さで周囲に愛されるというまさに奇き跡せきのような存在である。

　出来ればその奇跡を少しでも分けて欲ほしいと考えているのが、完全無欠のお嬢様巫城都とパーフェクトジェントルマン秋月春太という怪かい物ぶつに挟はさまれた残るもう一人の第十三期《トップ３》である藤倉冬麻──要するに誰のことでも無い自分のことであり、いかにも仰ぎよう々ぎようしい《トップ３》という名めい称しように全く見合わない現げん状じようには哀かなしくなるしかない。

　せめて身長くらいはなんとか……なりそうも無いのが現実であり、せめて成せい績せきくらいはなんとか……しようと想うと一いつ層そうの努力が必要なのがやはり現実である。がんばってるのになあ。がんばってるのになあ！　よし、もっとがんばれ！……ですよねー。まったくもってそのとおり。

「えぅ、うぅ……」

　廊ろう下かでのタックル以い降こう、泉ちゃんは明らかに落ち込んでいて、ここでも巫城のお嬢様の膝ひざに顔を埋うずめたまま頭を上げない。「……えぅ、トーマさんの妹さんの前で、泉は泉はあんな失敗を……うぅ…………えぅ」いわゆる鬱うつモードに近い現状ではあるが、お嬢様が優やさしく頭を撫なでることでなんとかおさまっている。なお、巫城のお嬢様の《パートナー》である八千代ちゃんはといえば、いつものようにいつものごとく、お嬢様のすぐ傍そばに立ったままで控ひかえている。軽く目を閉とじ、表情の変化や発する言葉が少なめなのも、いつものようにいつものごとく。身を包む真っ黒な和服のイメージに重なって、まるで主人を守るドーベルマンのようでもある。

「みなさん、いい人ばかりで安心しました」

　ソファに座る琴ちゃんは、「これからも、兄のことをよろしくお願いします」と丁てい寧ねいに頭を下げる。

　こちらこそ、と巫城のお嬢様は優しく微笑ほほえんで、

「それなら、葉琴さんは藤倉の──」

　言いかけたところで、こほん、とひとつ咳せき払ばらい。琴ちゃんも『藤倉』である以上、分かりにくいと思ったのかもしれない。とはいえ、巫城のお嬢様と俺の関係はといえば、『冬麻』『都』『おお冬麻、どうして貴方あなたは冬麻なのですか！』『そっちこそなんで都なんだよ！』なんて呼び合う仲でも無い訳わけで──

「お兄さんの様子を見に来た、といったところですか？」

「え？　あ、それもあるんですけど──」

　そんな琴ちゃんは、少し恥はずかしそうな様子。

　なるほどうんうん愛だよね。いわゆるこれが家族愛。遠く離はなれた兄を訪たずねてはるばるここまで三千里。（三千里はイメージです。）
















　それもあるんですけど、なんて淡たん白ぱくな言い回しはきっと照れ隠かくしなんだ──そんな兄としての感かん慨がいにひたっているところで、

「あの、これ見たんです！」

　言いながら、琴ちゃんがカバンから取り出したのは、ここ御城学園の紹しよう介かい用ようパンフレット。『最高の環かん境きようと最高の教育を貴方に！』表紙にはそんなキャッチフレーズが躍おどり、難なん関かん大学への合ごう格かく者しや数がずらりと並ならんでいる。

「もう三年生になるんで、ちょっと見学してみたいな、って思って。あ！　その、もちろん、試験が難むずかしいってことは知ってるんですけど……」

　なるほどうんうん受験だよね。琴ちゃんもうすぐ三年生。遠く離れた兄を訪ねてはるばるここまで学校見学。……べ、別に期待してた訳じゃないんだからね！　いやいや、そもそもここに来たってことは、ある程てい度ど頼たよりにされてるってことでもある。ならば兄として出来るだけの協力をせねば！　うんうん。

　なるほど、と巫城のお嬢様は頷うなずいて、

「学園見学ですね。私としても、出来る限かぎりのことは協力します」

　はいはーい！　とカンナは手を挙げて、

「筧カンナ、もちろん協力します！　もちろん春やんも協力するやろ？」

　そんな言葉に、「そりゃもちろん。トーマスの妹さんだからな」と春太も大きく頷く。動きが小さく分かりにくいけど、八千代ちゃんも確たしかに頷いている。「泉もお手伝いします！」ぴょん、と勢いきおいよくソファから立ち上がる泉ちゃんは、力強く右手を挙げている。ここでさっきの失敗を取り返したい、ということなのかもしれない。そんなに気にしなくてもいいのに、とは思うけれど、このあたりが泉ちゃんらしいとも言える。

「お世話になります！」

　琴ちゃんは嬉うれしそうに微笑んで、「あの、ひとつ訊ききたいことがあるんですけど、いいですか？」

「ええ。構かまいませ──」言いかけるお嬢様に、「なんでも訊いてな。うち、琴ぴょんのためならたとえ火の中水の中！　そして学園システムの中！」カンナが割わり込こんでくる。「カンナ、お前が言うと生々しいだろ……」「ん？　春やん何のこと？」「学園システム」「閲えつ覧らんのみやったら問題無いやろ？　別に改かい竄ざんしようなんて思うてないし」「そりゃ分かってるけどな。まあそれでも──」「春やん、うちのこと信じてないんや」「そんなこと言ってねえって」「嘘うそや。春やんうちのことハッカーでクラッカーで」「そんなことな──」「そのうえショッカーやと思っとるんや……」「…………」「リアクション弱っ！　感じ悪っ！」「無理言うなっての」「無理やない！　トマぴょんやったらそこは、イー！　って返してくれるとこやのに！」「……なんとか言ってくれトーマス」「イー！」とりあえず言ってみた。けらけらと笑うカンナがまぶしい。そしてこっちは恥はずかしい。

「……三人とも、葉琴さんが質しつ問もんできないでしょう？」

　……そんなに喋しやべってないのに混まぜられてしまった。ただ、ここは巫城のお嬢様の言うとおり。琴ちゃんがきょとんとしている理由が兄の奇き怪かいなショッカー声によるもので無いことを祈いのりたい。

　あの、と琴ちゃんはまっすぐ前を向いて、

「《トップ３》って何ですか？」

　そんな、ストレートな質問を投げかけてくる。

　御城学園《トップ３》制せい度ど。そりゃもちろん俺おれは知っていて、ここにいる皆みなもその内ない容ようは知っている。ただ説明するにはなかなかデリケートな部分が絡からんでくるうえ、琴ちゃんに心配をかけてしまう可か能のう性せいもある。これはまずいぞどうしたものか──と周囲を見み渡わたすと、皆とりたてて動どう揺ようした様子も無く、

「学年で三名優すぐれた人間を選ぶ制度、っちゅーことやな。読んで字の如ごとく！」

　真っ先に応こたえるのはカンナで、

「少し補ほ足そくが必要ですね。優れている、といっても、成せい績せき上位三名が選ばれる、ということではありません。あくまでも総そう合ごう的に判はん断だんしたうえで決定します。また、《トップ３》それぞれには、《パートナー》と呼よばれる人間が一名ずつ、補ほ佐さ役やくとしてつけられることになります」

　巫城のお嬢様の答は、まるで用意していたもののようで、

「《トップ３》制度について、少し奇き異いに思われるかもしれませんが──こうした制度があることで、生徒個こ々このモチベーション向上につながった、ということもあるようです。新しん設せつながら、ここ御城学園が進学校として成功した理由の一つなのかもしれません」

　なんだかすごいですね、と琴ちゃんは感心した様子で頷いている。

　お嬢様は嘘は言っていない。ただそれが《トップ３》制度の全すべてかということになれば、答はノーだ。おそらく《トップ３》制度について、外部用の説明があるんだろう。一いつ般ぱん生徒のほとんどもこんな理り解かいのはずだ。

　琴ちゃんに全てを語る訳わけにはいかない、ということは理解できる。たとえそれが自分にとって身内であり家族だとしても。

「でも、お兄ちゃんが《トップ３》って……」

　琴ちゃんが更さらに疑ぎ問もんを重ねる。このあたりの説明もきっと用意してるんだろう。それでは巫城のお嬢様お願いします！　さあ！

　……

　…………

　……………………………………あれ？

「……あの、それは、つまり…………ですね」

　巫城のお嬢様は真っ赤になって口ごもってしまう。

　言うことが無いとか……そういう？　いかん。いかんぞここはなんとかせねば。なんとか自分でフォローを入れよう。そう、この俺藤倉冬麻が《トップ３》である理由とは、理由とは──うん、無いな。無い。まったくさっぱり何も無い。適てき当とうな言葉だって思いつかないこの現げん状じよう。お嬢様だってそりゃ困こまる。

「トーマさんがいちばんなんです！」

　泉ちゃんがフォローを入れてくれるが、あまりに漠ばく然ぜんかつ曖あい昧まい。ごめんねうんうんありがとね。ここは頼たよれる親友秋月春太を──「んあ？」琴ちゃんが持ってきたカステラを頬ほお張ばっている。なるほど正直すまんかった。カンナはカンナで真っ赤になっているお嬢様の様子を楽しげに眺ながめていて、八千代ちゃんは動く気配すら見せずもはや人形のようでもある。ここはいったいどうしたら──




「説明しよう！」




　ばん！

　高らかな声とともに、談話室のドアが勢いきおい良く開かれ、まばゆい光が差し込んでくる。そして、そこには誰だれかが立っていて──

「長峰亮りよう平へい！　先せん輩ぱいやってますヨロシク！」

　びし！　と決めポーズ。……何があったんですか、長峰さん。

　長峰さんの後ろでは、《パートナー》のみどりさんが大きな懐かい中ちゆう電でん灯とうを照らしつつ、「ぱらりらぱらりら～」と柔やわらかな笑えみを浮うかべている。言い出したのはきっと長峰さんなんだろう。おつかれさまですみどりさん──とは思うけれども、みどりさんはみどりさんで楽しんでいるようにも見える。

「やあ、はじめまして葉琴さん」

　名前を知っているのは、おそらくドアの向こうで話を聞いていたからだろう。そして出てくるタイミングを計っていたに違ちがいない。そんなところも長峰さんらしい。

「あ、は、はじめまして！」

　琴ちゃんが慌あわてて立ち上がる。しばらく呆ぼう然ぜんとしていたのはおそらく、何が起こったのか分からなかったからだろう。こっちだって長峰さんが何のつもりか分からない。実じつ際さい、たいした意味は無いのかもしれない。やってみたかっただけだよ藤倉くん。そんなふうに答えそうな気もする。

「座すわってくれていいよ。気にしないで」

　長峰さんの穏おだやかな笑みには、どこか独どく特とくの雰ふん囲い気きがある。全すべてを許ゆるされているような、全てを認みとめられているような、そんな感じ。

「僕は長峰亮平。藤倉くんにとっては先輩で、ここ御城学園においては兄のような存そん在ざいでもある。となれば僕ぼくのことも『お兄ちゃん』と呼んで欲ほしいところだね。師し匠しようの師匠は師も同然。その考えでいくと、お兄ちゃんのお兄ちゃんはお兄ちゃんってことにならないかな？　うん、それはまあどうでもいいんだけどね」

　第十二期《トップ３》長峰亮平。左目の眼がん帯たいがひときわ目立つけれど、整った顔立ちはいわゆる美形のそれといえる。手足が長いせいか、全体的に細身の印象がある。冗じよう談だんなのか本気なのか分からない言葉はいつもどおりであり、ここ最近はそこに適当さが加わって何がなんだか分からなくなっているが、「深く考えると疲つかれるよ？」なんてのが長峰さんのスタンスをよくあらわしている。

　泉ちゃんにとっては最愛の兄であり、俺にとっては頼れる先輩と言い切れるのが長峰さん。だからこそ三月で卒業という現げん実じつはかなり寂さびしく、このまま学園に残る、なんて想そう像ぞうしてしまうこともある。もっとも、そんなことはあり得ないけど。

















　近付いてくる長峰さんは、すぐ傍そばで姿し勢せいを低くして、

「藤倉くん、僕に教えてくれないのはどうなのかな。かなかな？」

「いやその、受験で忙いそがしいと思って……」

　こっちも小声で応こたえる。あえて語ご尾びには突つっ込まない。

　長峰さんは少し寂しげな表ひよう情じようを浮かべて、

「僕は藤倉くんとドライブを楽しむために、免めん許きよ取得を考えているぐらいなのに……」

「え!?　自動車学校とか通ってるんですか？」

「いや、考えてるだけ」

　……き、期待なんかしてないんだからね！　それはともかくこの受験シーズンに免許取得というのはさすがの長峰さんでも無理だろう。おそらくそれは今後の話。ただ、こんな話が出来るってのは幸せなことだって思える。卒業後も、長峰さんに逢あえなくなるなんてことはない。そんな当たり前のことを思い出させてくれる。

「僕としても、来年くらいは免許が欲しいと思うんだ」

　それならちょっとありそうかも。大学生が自動車免許を取得。そういうことはよく聞く話で、きっとあり得うる未来の話。

「藤倉くんのために、席は空あけておくから」

「じゃ、後部座席とっといてください」

　そう言って、小さく微笑ほほえむ。きっと助手席はみどりさんの指定席なんだろう。長峰さんが運転する姿を想像すると──うん、なかなか似に合あってる気がする。カーナビの言うこと聞きそうに無いけど。

「合ごう格かく発表を見に行くときは、僕に連れん絡らくしてくれるといいよ」

「あ、乗せてってくれるんですね？」

　長峰さんは楽しげな表情で、

「もちろん。僕はどこに居いても藤倉くんを迎むかえに行くよ。そのときは、ブレーキランプを五回点てん滅めつさせるから」

　これ、どっかで聞いたことあるような……。それは言うのも恥はずかしいけど、

「…………あ、愛してるのサイン？」

　いいや、と長峰さんは首を振ふって、

「フ・ゴ・ウ・カ・クのサイン」

　それ嫌いやだなあ！

　長峰さんは、そんなこっちの反はん応のうをひととおり楽しんでから、

「年末年始は妹キャラで、今度はリアル妹の登場。藤倉くんもなかなか忙しいね。下半身の休まる暇ひまが無いんじゃないかな？」

「リアルっていうか、義ぎ理りの妹ではあるんですけど……」

　あえて後半には突っ込まない。話が本題に戻もどったので良しとする。

　長峰さんは、あれ？　と不思議そうな表情で、

「義理の妹？」

「まあ、一応……」

「ソフ倫りん的な問題で？」

「……え？　あの、ソフ？」

　……話、本題に戻ってるんだろうか。

　長峰さんは穏おだやかに微笑んで、

「よし分かった。じゃあ、後は任まかせてもらおうかな」

　そう言ってから姿し勢せいを元に戻す。ひそひそ話はこれにて終しゆう了りよう。いったい何が分かったのか。それはおそらく謎なぞのまま、まず語られることもない。

　長峰さんは皆みなに聞こえるように、

「結局のところ、環かん境きようが人を作るって部分は大きいよね。要するに、《トップ３》なんて大おお仰ぎような名めい称しようをつけられたことで、本人がそうあるべく努力する、ってところかな」

　そう言って、左目の眼帯に触ふれながら、「そうなると、伸のびしろのある人間が《トップ３》に選ばれる、とも解かい釈しやくできるよね。具体例があったほうがいいかな。センター試験の結果も出てるから。さて藤倉くん？」

　長峰さんが何を考えてるかは分からないが──こんなふうに言われるってことは、何かあるってことだ。そしてそれは、きっと悪いことじゃない。

「少し、妹さんを借りてもいいかな？　せっかくだからＳ棟とうも案内しておくよ」

「あ、えーと……」

　ちらり、と巫城のお嬢じよう様さまに視し線せんを送る。お嬢様としても特に問題は無いらしく、小さくこくりと頷うなずいている。よし、こちらも了解済ずみ。

「琴ちゃんはそれでいい？」

「…………お兄ちゃんは？」

　少し不安げな様子は、一いつ緒しよに来て、ということだろう。人見知りする性せい格かくでは無いはずだけど、長峰さんの怪あやしげな登場シーンが利きいているのかもしれない。変な人がやってきた。そんな印象を持っても仕方無い。

「あれ？　嫌きらわれちゃったかな……」

　哀かなしげな表ひよう情じようを浮うかべる長峰さん。長峰さんのことを知ってもう一年。それだけ経たてば、これが演えん技ぎだとは分かるけど──

「そ、そんなことないです！」

　琴ちゃんは慌あわてて立ち上がる。

　うんうん、と頷く長峰さんは、先回りでドアを開けて、

「それじゃ行こうか、葉琴さん」

「はい！　よろしくお願いします」

　琴ちゃんが深々と頭を下げる。

　みどりさんが、ちょいちょい、と肩かたを叩たたいてきて、

「葉琴さん、冬麻くんに似にてますね」

　そんなふうに囁ささやいて、柔やわらかな笑えみを向けてくる。

　こっちも小声で、

「……騙だまされやすいってことですか？」

「優やさしいってことですよ」

「そう言ってもらえると嬉うれしいですけど……」

「すぐ分かりますよー。兄妹きようだいだって」

　ふと、教室でもそんなふうに言われたことを思い出す。やっぱり何かあるのかな。たとえ、血が繋つながってなかったとしても。

　長峰さんとみどりさん。そして琴ちゃんが談話室から出ようとしたところで、

「あのさ、琴ちゃん！」

　声をあげて呼よび止める。

　せっかく琴ちゃんが来てるんだ。それなら──

「夕飯、何が食べたいとかある？」

　琴ちゃんは、ぷっと噴ふき出して、

「……お兄ちゃんが作ってくれるんだ？」

「え!?　いや、それはその、作れるものだったら作るし、そうじゃなかったら買ってくるし、とにかくどういうのがいいかなって──」

「ダメだからね。お兄ちゃんが作らなきゃ」

　くるり。振ふり向く琴ちゃんは楽しげな笑えみで、

「じゃあ肉じゃが！　他の人が作ってもダメだよ。琴にはすぐ分かるんだから」

　よし、それなら作れる！　……って、作れるもの選んだんだろうね、きっと。
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「長峰はん、うちらのために時間作ってくれたんかな？」

　おそらくカンナの言うとおりなんだろう。琴ちゃんの来らい訪ほうは突とつ然ぜんで、そのぶん準じゆん備び不足が多すぎる。

　はぁ、と大きく息を吐はくのは巫城のお嬢様で、

「……あの、私、葉琴さんに変なこと言ってないですよね？」

　緊きん張ちようしていたのか、少し頬ほおのあたりが赤くなっている。ああいった場面は慣なれていそうに見えるだけに、なんだかちょっと意外に思える。

「トマぴょんはどうやったと思う？」

　不意にカンナが話を振ってくる。

　さて、どうだったかと言われると──

「無ぶ難なんな説明だと思った。あと、俺おれについての部分は言いにくいだろうなって。何か《トップ３》っぽいことがあればいいんだけ──」

　びし！　とオデコに何かが飛んでくる。虫か？　虫なのか？　とは思うがどうにもそんな気配は無い。となれば疑うたがわしいのは──

「都様、飲み物を入れ直してきます」

　そんな八千代ちゃんに、「泉も手伝います！」と泉ちゃんが続く。

　……あれ？　八千代ちゃんじゃないのかな。となれば気のせいなのかもしれない。遠えん隔かく攻こう撃げきといえば八千代ちゃん、なんてすぐに疑うのは良くないよね。いわゆるひとつの冤えん罪ざいで、それでも八千代はやってな──びし！　再ふたたびオデコに何かが激げき突とつ。あの八千代さん、いったい何に怒おこってるんですか……？

「《トップ３》については、そういうもんだ、ってことでいいんじゃね？」

　春太は、親指をぺろりと舐なめながら、「俺もトーマスと同じで、都ちゃんの説明、無難だと思ったけどな」

「くぁっ！　これやから男連中は！」

　カンナは芝しば居い掛がかった様子で頭を抱かかえて、「女心がここまで理り解かいできんっちゅーのは致ち命めい的やな。まったく困こまったもんや……」

「んなこと言われてもな」

　何を言っているのか分からない。春太はそんな調子で返す。

　はぁ、とカンナは溜ため息いきを吐ついて、

「もうトマぴょんと春やんで『女心がさっぱりわかりま選せん手しゆ権けん』に出たらええねん。だいたい春やんかてなかなかうちのじーさまに逢あおうとせんかったくせにいざ逢うとなるとグチグチグチグチ言うとったくせにこれが他の人になるとさっぱり分からんちゅーのは想そう像ぞう力りよくの欠けつ如じよとしか考えられへんな！　何やねんこのゲーム脳のう！」

「ゲームは関係ないだろ？」

「うっさいアホ春！　休日くらいゲームせずにうちと遊べ！」

　本気で怒っているようには見えないが、休日に春太とゲームに興きようじることが多い自分としては、小さくなるしか無い訳わけで……。

「そうそうトーマス、肉じゃが作るんだろ？」

「うちの話を聞けー！」

「手伝うからな。何でも言ってくれ」

　慣れている春太はさらりと受け流す。さわやかな笑えみはスポーツドリンクあたりのＣＭに出てきそうでもある。ただカンナのほうも、「トマぴょん、うちも手伝うから何でも言ってな」と切り替かえは早い。このあたりは似に合あいのカップルといえる。

　カンナは、ふと何かに気付いたように、

「せやせやトマぴょん、実家に連れん絡らくせんでええの？」

　なるほどそうか忘わすれてた。さすがに、琴ちゃんが父さんや母さんに何も言わずに出てきたとは思わないけど──

「一いち応おう、確かく認にんはとっておきました。無む断だんで出てきた、ということは無いようです。ただ、藤倉からも連絡はあったほうがいいでしょうね」

　言いながら、巫城のお嬢様が小さく微笑ほほえむ。このあたり、さすがに段だん取どりが早いと思う。気付かない自分もちょっとどうかと思うけど。

「そうなん？　みやちゃん仕事早いなあ」

　巫城のお嬢様は、小さな苦く笑しようを浮うかべて、

「そのせいで、葉琴さんを迎むかえに行くのが遅おくれてしまった、ということはありますね」

「そっちは緊張せえへんかったん？」

「？　どっちのことですか？」

「トマぴょんのご両親に電話のほう」

「それは──」

　巫城のお嬢様は、頬のあたりに手をやって、「……緊張しますよ。仕方無いでしょう？」どこか拗すねたような視し線せんをカンナに向ける。

　そんな様子を眺ながめるカンナはやたらに楽しげで、「ほどほどにしとけよ」と春太にたしなめられている。ただ、カンナの興味は猫ねこのように移うつろいやすく、「しっかし可愛かわいい妹さんやなー。トマぴょん、兄としても鼻が高いやろ？」「歓かん迎げいパーティーやらなあかんな！」「んー、メインが肉じゃがやったら何が合うんやろ……」話題は常つねに変化を続ける。

　そんなところで、話を本題を戻もどしてくれるのは──

「《トップ３》と《パートナー》の説明については、あのくらいでいいでしょう。実じつ際さいのところ、一いつ般ぱん生徒の理り解かいもあの程てい度どのものですから」

　もちろん巫城のお嬢じよう様さま。ここＳ棟とうの寮りよう長ちようでもある。

　総そう合ごう的に優ゆう秀しゆうな人間が三名選ばれる制せい度ど。それによって、他の生徒のモチベーション向上にも繋つながっている──巫城のお嬢様はそんな説明だったはずだ。

　同意を示しめすように、春太も大きく頷うなずいて、カンナもこくこくと頷いている。もちろん俺だって異い論ろんがあるはずもない。

「ただ問題はトマぴょんやな。琴ぴょんが納なつ得とくいくような説明……」

「それは大だい丈じよう夫ぶでしょう。長峰がうまくやってくれるはずですから」

「そうなん？　長峰はんまた適てき当とうなコト言っとるなー、としか思わへんかったけど」

「おそらく問題ないでしょう」

　おそらく、とは言いながら、巫城のお嬢様には確信があるらしく、「ちらりと触ふれていましたが、将しよう来らい性せい、といったところで論理を構こう成せいするつもりなのでしょう。藤倉の成せい績せきについても、伸のびでいえばそれだけのものがありますから」

　伸びてても最下位なんだけどね！　なんてことは言いっこなし。ひとまず琴ちゃんが納得してくれればオッケーなのだ。

　んー、とカンナは腕うで組ぐみで、

「それやったら、後は──」

「ま、明日のことだな」

　春太の発言に、巫城のお嬢様が頷いて、

「秋月の言うとおりです。藤倉が対たい応おうすることを基き本ほんに置いても、明日は平日ですから。さすがに授じゆ業ぎようを見学、という訳わけにもいきませんし」

　なるほど確たしかに明日は平日。ただ、せっかく琴ちゃんが来てるなら、

「それなら俺が一日休んで──」

「それは許ゆるしません」

　ぴしゃり、と巫城のお嬢様は言い切る。その表ひよう情じようは凜りんとしたもので、

「自分の成績がどの程度のところにあるのか、藤倉は自覚すべきです。もちろん、妹である葉琴さんのことを大切に思っていることは理解できますが──だからといって、授業を休むのは感心しません」

　ひさびさに逢あったのに！　とは思うけど、成績が悪いのは確かな現げん実じつとして存そん在ざいする。更さらにいえば、年末年始に帰らないことを決めたのは他ほかならぬ自分自身であり、もとはといえば自分が悪い。自じ業ごう自得で百錬自得。なるほどまったくそのとおり。

　そこで、八千代ちゃんが紅こう茶ちやを持ってやってくる。ほぼ無言でティーカップを並ならべる八千代ちゃんに対し、「お待たせしました！」と声をあげるのは泉ちゃん。更にいえば、泉ちゃんのほうは、がちゃがちゃと音を立てながらの進行。礼れい儀ぎ正しいのは間ま違ちがい無く八千代ちゃんのほうだけど──泉ちゃんは泉ちゃんで、可愛らしいので全すべて良し。

「トーマさん、ふーふーしてから飲んでください！」

　よしがんばったがんばった！　泉ちゃんの頭をぽんぽんと撫なでる。はじめてのおつかいを見守る親のような気分でもある。泉ちゃんはそのままソファにおさまって、「葉琴さん、はやく戻ってきて欲ほしいですね」と笑えみを浮うかべる。このあたりは、兄である長峰さんを大切に思っている泉ちゃんらしい。「でも、にーさまの話って長いんですよね……」そして長峰さんのことをよく知っている泉ちゃんらしい。

「そんなら、うちと春やんで対応しよか？　うちらなら成績面でも問題ないやろ？」

　巫城のお嬢様は少し考えてから、

「そうですね。秋月とカンナなら──葉琴さんもそれほど気を遣つかわないでしょう。藤倉はどう思いますか？」

　他に、と考えても思いつかない。長峰さんとみどりさんなら引き受けてはくれるだろうけど、受験前はさすがに悪い。巫城のお嬢様と八千代ちゃん、ということでもいいかもしれないけど、さすがに学内で目立ちすぎる。学園のカリスマ巫城都と和わ服ふく姿すがたの八千代ちゃん。周囲の反はん応のうに琴ちゃんも戸と惑まどうかもしれない。

「春太とカンナがいいなら──」

「そんなんええに決まっとるやろ！」

　カンナは満面の笑みを浮かべて、「他人行ぎよう儀ぎなことは言いっこなし！　トマぴょんの妹さんなら当然ＶＩＰ待たい遇ぐうやな。な、春やんもそう思うやろ？」

　春太が顔を上げて、

「ほひほふ──」

「食いながら喋しやべるなアホ春！」

　すぱーん！　と春太は叩たたかれるが、それでもカステラを口に運ぶことはやめない。このあたりはもはやお約束のやり取りでもある。

「どこ案内するんがええんかなあ？　学食は押おさえるとして……」「泉、音楽室もいいと思います！」「うんうん、別館もええなっ。校こう舎しや綺き麗れいやし」「各寮にも協力してもらうのがいいかもしれませんね。全ぜん寮りよう制せい、というのもここの特とく徴ちようですから」「おお、みやちゃんええこと言うなー。ならＡ棟とうあたりに協力してもらって──」「……ぇぅ、し、静しず香かさんのトコ、ですか……？」「せやでー。観念せいエビしっぽ！」「ひゃぅ！」「……カンナさん、泉をあまりいじめないように──」「お、やっちんひさびさの発言やな！」「……なんですか。喋るのが悪いみたいに」「えぅ、その、えと……」

　続いていくのはいつもの雰ふん囲い気き。これで全すべての問題は解かい決けつ──なのかな？　なんだか忘わすれてることがありそうな気もする。とはいえ、巫城のお嬢じよう様さまは優ゆう雅がにティーカップを口に運び、春太もお土産みやげのカステラを全て食べつくしそうな勢いきおい。この二人が特に何も感じていないなら、特に問題は無いのかもしれない。

「でもなー、やっぱせっかく来たんやったら、琴ぴょんにもいいイメージ持って帰って欲ほしいと思わへん？　なんて言うたらええんかな」

　んー、とカンナは考えているが、なかなかうまい言葉が出てこないらしく、「こう、『お兄ちゃんかっこいい！』みたいな印象持ってもらうとか──なんかこう、トマぴょんのかっこええトコ見せるように出来たらええなって」

　それに応こたえるのは巫城のお嬢様で、

「そこまでする必要はないと思いますが──」

「何で？　トマぴょんかっこええやん。な、いずみんもそう思うやろ？」

　そんなカンナに、

「はいです！　トーマさんはかっこいいです！」

　泉ちゃんがすぐに反応。過か大だい評ひよう価かと分かっていても、嬉うれしくなるのは真実で。

「ほらいずみんもこう言うとるやろ？　せやからな、うまくこう、トマぴょんの良さがアピール出来るような場を設せつ定ていして──」

「過か剰じような演えん出しゆつは不要。単にそういうことです」

　巫城のお嬢様はきっぱりと言い切って「カンナは都合よく泉の言葉を切り取らないように。演出に協力する、という趣しゆ旨しでは無いでしょう？　付け加えておきますが、私だって藤倉の良さは理り解かいしています。だからこそ──」

　その言葉が終わる前に、カンナは別の標的を探さがしている。

「なあなあ、やっちんはどう思う？」

「…………何がですか」

　巻まき込まれたくないのか、不ふ機き嫌げんそうな八千代ちゃん。視し線せんは軽く閉とじたまま、声もなんだか小さめで。ただ、そんな様子をカンナが気にするはずもなく、

「『かっこいいお兄ちゃん』に憧あこがれたりせーへん？」

「……どうして私に振ふるんですか。知りませんよそんなこと」

「やっちん、お兄ちゃんおったやろ？　真ま霜しも時とき彦ひこ」

「別に、時彦は義ぎ理りの兄ですから──」

　言いかけたところで、しまった、という表ひよう情じようになる八千代ちゃん。義理の兄。そのフレーズに引っ掛かかったのかもしれない。悪いことを言ってしまった。そんなふうに思ったのかもしれない。別に気にしなくていいのに──とは思うけど、八千代ちゃん自身の問題にも絡からむぶん、なかなか難むずかしいのかもしれない。

「ん？　トマぴょんとこもそやろ？　義理義理じんじんじーん♪」

　このあたりはカンナの明るさに救われる。気楽なくらいがちょうどいい。義理の兄妹きようだい。そんな言葉がまるで別もののように聞こえてくる。

「食費がいーつも、ギリギリだっ♪」

　……別ものだ！

「にっぽん春やん連合会、どんぶり食いまくる♪」

　あー！　ちょっとこれ大だい丈じよう夫ぶですか！

　……ともかく、硬かたかった八千代ちゃんの表情が和やわらいでいるのは大きな成果。結果良ければ全て良し。

　ちらり、と八千代ちゃんが視線を向けてくる。もちろんこっちも大丈夫。問題なんてある訳わけない。

「……参考になるかは分かりませんが」

　八千代ちゃんはそんな前置きで、「いい加か減げんなところを直して欲しいとは思っていました。あと、無理に馬ば鹿かなことをやって笑わせようとするところとか。『かっこいい兄』に対する憧れは──あまり無かったですね。かっこよくなって欲しい、というより、恥はずかしいことはしないで欲しい。そんなところでした」

　その言葉に、思わず泉ちゃんを見てしまう。いったい泉ちゃんは最近の長峰さんの行動をどう思っているのか──

「……どうしたんですか？」

　そのあたりはよく分からない。

　カンナは、物足りない、といった表情を浮かべて、

「そんなら、恥ずかしいことするトマぴょんを、うちが止める……」

　……なんだか違ちがう解かい釈しやくをされてしまいそうな発言でもある。

「普ふ通つうにやってりゃいいと思うけどな。別にトーマスだって、かっこ悪いところをあえて見せたいとは思わないだろうし」

　春太のまとめに、巫城のお嬢じよう様さまもこくりと頷うなずいている。

「トーマさんは、そのままでかっこいいです！」

　泉ちゃんの言葉はおおげさだとしても、結けつ論ろんとしてはこんなところだろう。「うち、もっとトマぴょんに協力したいのに……」とカンナは寂さびしげに呟つぶやくが仕方無い。そりゃ俺おれだって、妹の琴ちゃんにかっこいいとは思われたいけど、かといって普ふ段だんと違うことをやろうとは思わない。どうやったって、実力以上のものが出る訳もない以上、今までどおりにやるしかない。

「葉琴さんもきっと、普段の藤倉を見たいのだと思いますよ」

　巫城のお嬢様は小さく微笑ほほえんで、「ありのままの姿すがたを見せればそれで充じゆう分ぶんでしょう。もちろん私も、そのままの藤倉が──」




「談話室よ！　私は帰ってきた！」




　ばん！

　高らかな声とともに、談話室のドアが勢いきおい良く開かれ、まばゆい光が差し込んでくる。そこに立っているのは長峰さんで、なんだかリプレイを見ているような気分になる。

　ただ、「帰ってきましたよ～」と微笑むみどりさんに加えて、琴ちゃんも少し恥ずかしそうに大きな懐かい中ちゆう電でん灯とうを振っている。断ことわれなかったんだね琴ちゃん……。なんだかこんなところにも兄妹を感じて感かん慨がい深ぶかい。

「どうぞ葉琴さん、中に入るといいよ」

　微笑む長峰さんに促うながされて、琴ちゃんは再ふたたびソファに座すわる。さっそくとばかりに八千代ちゃんは動いて、新しい飲み物を用意している。このあたりの早さはさすがといったところ。

「あぅ、泉も手伝い──」

　よしよし泉ちゃん、ここは八千代ちゃんに任まかせとこう。紅こう茶ちやをひとつ用意するのに、さすがに二人はいらないからね。

「長峰の説明で、理解できましたか？」

　巫城のお嬢様がそんなふうに尋たずねて、

「あ、はい！　すっごく分かりやすかったです」

　琴ちゃんがすぐに応こたえる。「お兄ちゃんの成せい績せき、これからぐんぐん伸のびるって聞いて──そういうのが《トップ３》なんだって」

　……なるほど予想された説明ではある。主に成績面からの将しよう来らい性せいアピール。数字が出てると理り解かいしやすい。しかしこうなるといっそうの努力が必要となる訳わけで──いや、ここからだここからだ！　かくさしゃかいにまけないよ！

　巫城のお嬢様は満足そうに、大きくひとつ頷いて、

「本当に藤倉はよくやっていますから。葉琴さんも安心してください」

「はい、ありがとうございます」

　よしよしこれで全て解かい決けつ──とはどうもいかないらしく、「あ、でも……」と琴ちゃんが不意に呟く。少し恥はずかしそうに、頬ほおのあたりを指で触ふれて、

「女の子に人気があるのは、ちょっと心配かもですけど……」

　……

　…………？

　みなの視し線せんが長峰さんに集まる。『あれ、どうしたのかな？』浮うかべるのはそんな余よ裕ゆうの表ひよう情じよう。その微笑みは、どこかたくらみに満ちたものに見える。

「あ、でもその、人気があるのが嫌いやなんじゃなくて！」

　ぶんぶん、と琴ちゃんは顔の前で手を振ふって、

「その、お兄ちゃんって流されやすいから、それでいろんな人に迷めい惑わくかけてるんじゃないかって、そういうことで！」そんなふうに、慌あわてて付け加える。

　ふと見れば、カンナが小さく拳こぶしを固めている。それは『面おも白しろくなってきた！』ということなのか、『うちに任まかせてな！』ということなのか、あるいはその両方か。

　静かに近ちか寄よってくるのは長峰さんで、

「嘘うそは言ってないはずだよ、藤倉くん？」

　そんなふうに囁ささやいて、実に楽しげな笑みを浮かべる。

　それは『面白くなってきた！』ということなのか、『僕ぼくに任せるといいよ藤倉くん』ということなのか──ごめんなさい長峰さん。明らかに前者な気がします。








　２　ようこそ御城学園へ！




　肉じゃがを作るうえで最も注意しなければならない点は、牛肉ジャガイモ玉ねぎニンジンを炒いためている際さいに『あれ？　カレーでも良くね？』と考えないようにするということであり、『カレーだったら失敗少ないよな……』『っていうかカレーっておいしいよね！』『ゆっくりしていってね！』となってしまうともはやそこにあるのはカレーでしかあり得なくなってしまうのであるが、

「お兄ちゃん、部屋きれいにしてるんだね。ちょっと意外かも」

　誰だれかのために料理を作り、そしてその料理をリクエストした本人がすぐ傍そばにいるとなるとまた状じよう況きようは変わってくる。がんばれ自分めざすは肉じゃがおいしいゴハンを作るのだ。

「掃そう除じって、泉いずみさんが手伝ってくれるの？」

　琴ことちゃんの声は背せ中なか越ごしに聞こえてくる。

「んー、いつもじゃないけど、時間が空あいたときは、かな」

「《パートナー》っていうの、なんか体育会系けいの部活みたいだよね。一年は部室の掃除！　みたいな感じで。伝でん統とうなのかもしれないけど、ちょっとかわいそう」

「あれ？　琴ちゃんって今は──」

「部活？　吹すい奏そう楽がく部だよ」

「ファゴットだっけ？」

「違ちがう！　コルネット！　また言ったら怒おこるからね」

　葉は琴ごととファゴット。似にているせいでつい言ってしまうのは昔から。

「体育会系の話は？」

「シンちゃんからバスケ部の話きいてたから。なんかね、一年生のころはボールにも触さわれなかったんだって。そういうのに似てるな、って思って」

　シンちゃん。はたしてそれは男の子なのか女の子なのか──なんてことは気になってても聞けない訳わけで。もう琴ちゃんも中学二年生なんだよな……。ついついそんな感かん慨がいにひたってしまう。日々の流れは早すぎる。そう、琴ちゃんだっていつかはお嫁よめさんで、雪のような花嫁衣い裳しようを……ってそれはさすがに考えすぎか。

「ねえお兄ちゃん、ここにあるジャージ借りていい？」

「あ、ゴメン寒かった？　暖だん房ぼうの設せつ定ていなら、ドアの近くに──」

「コタツで大だい丈じよう夫ぶだよ。スカート落ち着かないから、着き替がえようと思って」

　談話室では緊きん張ちようしていたのか、なんだか元気が出てきたようにも思える。

「おしゃれして来たんだ？」

「別にお兄ちゃんに見せようと思ってたんじゃないもん」

　琴ちゃんは、べー、という擬ぎ音おんまで聞こえてきそうな声で応こたえる。似合ってる、って言ったほうが良かったのかな……。うぅ、乙女おとめ心ごころは難むずかしい。

「お兄ちゃん、これ、ちゃんと洗あらってあるよね？」

「畳たたんであるやつ取った？」

「そうだよ。紺こん色いろの。黄色のラインが入ってるの」

「なら大丈夫。ちゃんと洗ってるから」

「洗せん濯たくも泉さん？」

「いや、それは自分でしてる」

「そっか。まあそうだよね」

　掃除くらいは手伝ってもらうにしても、さすがに洗濯までは。いつもなら余よ裕ゆうで一週間は洗濯物が溜たまってるけど、今回はちょうどおととい洗濯したところ。ある意味運が良かったところ。

「お兄ちゃん、これ──」

「ん、何かあった？」

「あの女のニオイがする！」

　ちょっと待ったちょっと待った！

　振ふり向いたところで、えへへー、と琴ちゃんは微笑ほほえんで、

「冗じよう談だんだよお兄ちゃん。ほらほら向こうむく！　今から着替えるんだから」

「……あのですね葉琴さん？」

「なんだい冬とう麻まくん？」

　このあたりはさすが兄妹きようだいの呼こ吸きゆう。

「あんまりその、変なことを言わないように」

　あの女のニオイがする！　なんて台詞せりふ琴ちゃんどこで憶おぼえたんですかお兄ちゃんちょっと心配ですよ。あの女呼よばわりもひどいよね。せめて名前で──ってそんな問題でも無いような気もするけれど。

「えへへー、ごめんねお兄ちゃん。なんかね、そういうのが流は行やってるんだって。ヤンデル？　そうそうヤンデル。女の子に刺さされてボートで拉ら致ちされるんだって」

　……異い人じんさんに刺されて逝いっちゃうようなもの？　そんな流行りはちょっとなあ。

「だからお兄ちゃん、ぜったいナイフの子はダメなんだよ。いつヤンデルされるか分からないんだから。どの子か教えてくれたら、琴がちゃんと言ってあげるんだからね。ね、聞いてるお兄ちゃん？」

「聞いてる聞いてる」

「もう！　ぜったい聞いてない！」

　ヤンデルされてからじゃ遅おそいんだよ！　と琴ちゃんが付け加える。

　ここで分かったことがひとつ。琴ちゃんの中では、『八や千ち代よちゃん』と『ナイフの子』がイコールで繋つながってない。きっとそこまで言わなかったんだろう。過か去この自分に感かん謝しやするとともに、未来の自分に注意を喚かん起き。出来ればことは穏おん便びんに。

　ちゃんと聞いてるって、と前置きで、

「大だい丈じよう夫ぶ。もうナイフ出されることも無いから」

「……ホントに？　その子、お兄ちゃんに近付いたりしてない？」

「どっちかというと避さけられてるぐらいだし」

　実じつ際さいのところここは本当。親しくなったようで親しくなっていないのが八千代ちゃんとの現げん実じつ。ここ最近、会話をしようとするときに生じる微び妙みように気まずい雰ふん囲い気きが何によるものなのかはまったくさっぱり分からない。

「そうなの？」

　くす、と小さな笑い声が聞こえて、「お兄ちゃん、飽あきられちゃったんだ」なんて楽しげな雰囲気。実際のところ、八千代ちゃんにナイフを出されることは今後もありそうだけど──ここではあえて隠かくしておこう。出来れば未来を平穏に。

「もういいよー、お兄ちゃん」

　振ふり向く用事は無いけれど──言われてしまえば当然反はん応のう。

　立っている琴ちゃんは、くるりと回ってスカートひらり。それからぴたり、止まってスカート持ち上げて、

「残念！　下はジャージでした！」

　楽しげに言いながら、「見たかった？」なんて付け加える。

「ジャージおっきくない？」

「あー、無む視しした！」

「……詐さ欺ぎだ！　ぱんつぱんつ詐欺だ！」

「つまんないそれ」

　琴ちゃんはばっさりと切り捨すてて、「ほらほらお兄ちゃん、肉じゃが大だい丈じよう夫ぶ？」

　……がんばったのになあ。がんばったのになあ！　ぱんつぱんつ詐欺ってネーミングも即そつ興きようにしてはなかなかなのに。トゥルルル。ガチャ。『もしもし』『どちらさまですか？』『ぱんつぱんつ』『２０００万振ふり込こみます！』『……その言葉が聞きたかった』つまりはたぶんこんな感じ（どんな感じだ）。

　さて、夕飯の準じゆん備びは順調に進んでいて、

「肉じゃがはもうちょっとかな。琴ちゃんお腹なかすいた？」

「大丈夫だよ。他ほかにも作るんだよね？　琴も手伝ったほうがいい？」

「あ、他のオカズは春はる太たとカンナが持ってきてくれるってさ」

　そうなんだ、と琴ちゃんは言ってから、

「おっきい人と、メガネの人だよね？」

「そうそう、その二人」

　おっきい人とメガネの人。それで伝わるあたりもすごい。

「ねえねえお兄ちゃん。あの二人って、付き合ってる？」

　……なるほど。琴ちゃんもそういうことに興きよう味みを持つ年とし頃ごろなのか。中学二年生。思い出してみればあの頃の自分も──うーん、そういう路線からは無む縁えんだった気もする。このあたりは男女差なのかも。

「まあ、公こう認にんカップルってところかな」

「《トップ３》と《パートナー》だから親しくなったのかな？」

「……どうなんだろ。ここに来る前から知り合いだったって聞いてるけど」

「亮りよう平へいさんとみどりさんも恋こい人びと同士なんだよね？」

「そうそう。そっちも学園公認」

「《トップ３》と《パートナー》って、やっぱりそういうふうになるのかなあ」

「まあ、一いつ緒しよにいる時間が長いから、ってことはあるかも」

《トップ３》と《パートナー》。精せい神しん的に支ささえ合う関係。家族のような、恋人のような距きよ離りにいる二人。過すごす時間とともに、きっと関係も深くなっていくんだろう。

「じゃあ、お兄ちゃんと泉さんも？」

「え？　あ、それは──」

　そっか。自分も《トップ３》だってことをつい忘わすれそうになる。御み城しろ学園に来たころ、支えになってくれたのは《パートナー》の泉ちゃんだった。

「ねえお兄ちゃん、実はもう付き合ってるとか？」

「そんなふうに見える？」

「見えないけど、そうなのかなって」

　例えば琴ちゃんと泉ちゃんを比くらべてみれば、琴ちゃんのほうが歳とし上うえに見える。それは琴ちゃんが大人っぽいというよりも、泉ちゃんが幼おさないってことに尽つきる。小学生くらいにしか見えないのが泉ちゃんであり、どこかで成長が止まっているようにも思えてしまう。

　確たしかに、《トップ３》と《パートナー》ってことで一緒に居いる時間は多いけど、泉ちゃんに対しては、付き合うとか恋人とかそういったことは考えにくい。もちろん、泉ちゃんの存そん在ざいが自分の中で大切なものだ、ってことはあるけれど。

「泉ちゃんは可愛かわいい後こう輩はいみたいな感じかな」

　いつもは『妹みたいな』なんて言うんだけど──ここは琴ちゃんが居るからね。

「……そっか」

「安心した？」

「ううん。その逆ぎやく」

　ってことは、がっかりしたってことなのかな。クラスメイト木きの下したや長なが峰みねさんが『女の子に人気がある』なんて言ったときは心配してた感じだったのに。このあたりの移うつろいやすさもいわゆるひとつの男女差かもね。女心と秋の空。

「じゃ、お兄ちゃん、今は付き合ってる人っていないんだ」

「まあ、そういうことになるかなあ……」

　今も昔もいないけどね！　なんて哀かなしい現げん実じつは置いといて。今はひたすらアク取り作業。がんばれ自分めざすは肉じゃがおいしいゴハンを作るのだ。……けっして現実逃とう避ひなんかじゃないんだ！　これは大切な作業なんだから！　ほらアク出てきた！　こっちもこっちもアクアクアク！　けっこう楽しいよねこういうの。単たん純じゆん作業は得意です。

「じゃあお兄ちゃん、好きな人は？」

　琴ちゃんの攻こう撃げきはまだ続いている。ならば──

「……じゃあ琴ちゃん、好きな人は？」

「質しつ問もんで返すのは無しだよ」

　やっぱりダメかそうだよね。疑問文には疑問文で答えろなんてことは学校で教えたりはしないのだ。

「好きな人かあ……」

「気になる人でもいいよ」

　少しハードルが下がってきた。気になる人、気になる人……。うーん、長峰さんの受験が気になるとかそういうことじゃないだろうし、昼食にどんぶり三杯ばい食べてもなお菓か子しパンを食べたりする春太の胃い袋ぶくろが気になるとかそういう路線でもないだろうし、かといって誰かと付き合ってデートして手を繋つないで、ってことは今のところ憧あこがれる程てい度どのもので具体的に誰となんてことは考えたこともなく、そんな未来の予想も無くて……

「分かったお兄ちゃん！　こう訊きいたらいいんだ」

　待つのが苦手な琴ちゃんらしく、そんなふうに言ってから、




「ね、お兄ちゃん。都みやこさんと八千代さんと泉さん。このなかだったら誰が好き？」




　がこん！　と思わず鍋なべを鳴らしてしまう。

　振ふり向いて見れば、琴ちゃんは楽しげな笑えみを浮うかべている。くぅ、我わが妹ながらいいパンチ持ってるじゃないか……！

「付き合うんだったら、彼女にするんだったら誰がいい？」

　琴ちゃんはそんなふうに付け加える。

「……もったいないよ三人とも。俺おれなんかに」

　すぐに出るのはそんな言葉。一番に思いついたってことは、これが正直な想おもいなんだろう。厳きびしく見えて本当は誰より優やさしい巫み城しろのお嬢じよう様さまに、家事が完かん璧ぺきにこなせて周囲に細かい気き遣づかいの出来る八千代ちゃん。それから居るだけで周りを明るくしてくれる泉ちゃん。三人とも、出で来き損そこないの俺にはもったいないって思える。

　十年前の事じ件けん。湖こ陵りよう銀行。赤い記き憶おく。悲鳴。銃じゆう声せい。消えることのない過か去こは自分で背せ負おっていくしかない。だから、ここ御城学園での生活は、ひとりで歩いていく前の、ささやかな休息場所なんだろう。

「……お兄ちゃん、なんでそんなふうに言うの？」

　琴ちゃんの声は少し寂さびしげで、「お兄ちゃんのばか！」

　ごふ！

　背中にマクラが投げつけられる。

「ちょ、ちょっと待った琴ちゃ──」

　振り向けば、琴ちゃんは目覚まし時計を手に持っている。危あぶない！　危ないよ琴ちゃんそれは危険！　これがヤンデル？　っていうかあってる？

「あのね琴ちゃんちょっと待った！　その、選ぶっていってもその向こうにはかなり失礼な話で、世間ではミスコンも中止の流れで水着審しん査さも廃はい止しの方向でそれって個こ人じん的にはどうかなって思うんだけど、こうやっぱり勝手に選ぶってのは無しかなって思う訳わけでそうそれ！　向こうがこう、選んでくれ！　赤のコードか青のコードか！　みたいな話だったら覚かく悟ごを決めることもあると思うんだけど──」

「お兄ちゃんのばか！」

　目覚まし時計は飛んでこない。琴ちゃんは、手にしていた目覚まし時計をテーブルに、ごん！　と置いて、

「だから琴は転校なんて反対だったんだよ！　お兄ちゃんにはまだ琴がいなきゃダメなんだから。これからは三日に一回は連れん絡らくすること！　分かった？」

「わ、分かりました……」

　そういえば、と考えると、実家に連絡してたのは二週間に一回ぐらい。ただこれは電話したくなかったとか電話しにくかったとかそういう訳じゃなくて、使ってる携けい帯たい電話が学園から借りてるものだからってところ。料金も持ってもらってる以上、出来るだけメールは短めに、そして通話も少なめに、なんて思ってるんだけど──公こう衆しゆう電話ってまだあるのかな。いわゆる硬こう貨かの入るやつ。

「じゃあ許ゆるしてあげるけど──」

　琴ちゃんは、ふっと表ひよう情じようを緩ゆるめて、

「もう、『俺なんか』なんて言っちゃ嫌いやだからね」

　琴ちゃんが何に怒おこっているのか。そんなことに今いま更さら気付く。ふと口にした言葉。その裏うらにある感情。小さい頃ころの俺を知る琴ちゃんには、全すべてお見通しなんだろう。暗い感情から救い出してくれるのは、決まって琴ちゃんだったことを思い出す。

　こっちの反はん応のうを確たしかめながら、琴ちゃんは綺き麗れいに微笑ほほえんで、

「お兄ちゃん、もっと自信持たなきゃダメだよ？」

　──お兄ちゃんは、琴のお兄ちゃんなんだから。

　そんな言葉からは、心配してくれてるのが伝わってくる。俺が七歳さいで、琴ちゃんが五歳。家族になったのはそんなころで、琴ちゃんがいたから今の自分があるって思える。琴ちゃんのあたたかさや優しさに触ふれられたから、きっと自分はここにいる。もし、あのころひとりだったら──

　そこで、こんこん、とノックの音。

　琴ちゃんが立ち上がりながら、

「お兄ちゃん、琴が出よっか？」

　肉じゃがはほぼ完成に近付いている。別に鍋から離はなれても問題は無いけど、ここは琴ちゃんに任まかせるとしよう。

「たぶん、春太とカンナだとは思うけど──」

「あ！」

　何か思い出したように、琴ちゃんが声をあげる。「ちょ、ちょっと待っててもらっても大だい丈じよう夫ぶかな？　この格かつ好こうはあんまりだよね……」

「琴ちゃんストップ！」

　振り向けば、ジャージを脱ぬぎかけていた琴ちゃんはしゃがみ込んで、

「ちょ、お兄ちゃんこっち向いちゃダメだよ！」

「いやその、そんなことしてる間に──」

　ばん！　とドアが開いて、

「へいお待ち！　カンナ食堂からやってきました！」

　お盆ぼん片かた手てにカンナの登場で、「本日和食でブリ照りおひたし、そしてどどんと唐から揚あげ山やま盛もり！　あ、唐揚げはちと和食から逸それとるけど、春やんのリクエスト、っちゅーことで。んで、オマケにシジミのお味み噌そ汁しる！　二日酔よいもこれで安心！」

「二日酔いは無いだろ……」

　その後ろには、鍋なべを抱かかえた春太が立っている。

　カンナは部屋を見み渡わたして、

「……あれ？　琴ぴょん、どっか出とるん？　ああ！　ひょっとしてもう食べ終わってしもたとか？　どうしよトマぴょん、うち、手て際ぎわ悪かったかも──」

「あは、こ、ここです……」

　琴ちゃんが、ぴょこん、とコタツから顔だけを出す。

「トーマス、葉琴ちゃん寒いんじゃないのか？　暖だん房ぼう入れるぞ？」

　全すべての事情を把は握あくするのは、さすがの春太も無理らしい。
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「「「「ごちそうさまでした！」」」」

　テーブル上のお皿には見事に何も無くなっている。特盛りってレベルじゃねーぞ！　な唐揚げの９割わりを春太がたいらげたとはいえ、こっちもかなり満まん腹ぷく状じよう態たい。作った肉じゃがもそれなりに好こう評ひようで、気持ち的にも満たされたところ。琴ちゃんの笑え顔がおも嬉うれしいよね。

「いっぱい食べてくれると幸せやなー」

　と上じよう機き嫌げんで片かたづけを始めるカンナに、

「あ、手伝います！」

　と琴ちゃんが腰こしをあげる。

「ええってええって。琴ぴょんはお客さまなんやから」

「でも──」

「それにうち、こーゆーの好きなんよ。せやから気にせんでな？」

　カンナが微笑んで、琴ちゃんが腰を下ろす。

　ちらり、と視し線せんを向けてくる琴ちゃんに、大だい丈じよう夫ぶだから、と口パクで返答。

「でもやっぱり──」

　再ふたたび立ち上がろうとする琴ちゃんをなんとかとどめる。落ち着かない様子ではあるけど、ここはひとまず座すわってもらおう。

「カンナさん、本当に、いろいろすみません……」

「謝あやまるのナシ！　あんま言うたらうちも怒おこるで？」

「えと、それならその──」

　琴ちゃんはぺこりと頭を下げて、「ありがとうございます！」

「せやな、そっちのほうがええなっ」

　カンナの表ひよう情じようは楽しげで、琴ちゃんが居いることを本当に喜んでいるように見える。

　そういえば、と琴ちゃんは不意に気付いたように、

「お兄ちゃん、泉さんとは一いつ緒しよに食べたりしないの？」

　ここ御城学園において、《トップ３》と《パートナー》は共にあるのが原げん則そく。琴ちゃんがそれを知っているのかは分からないけど──

「泉ちゃん、夜は長峰さん──えと、お兄さんと一緒に食べてるから」

「ってことは、朝と昼は一緒？」

　せやなー、と話に割わり込こんでくるのはカンナで、

「《パートナー》は生活管理も行うようになっとるんよ。《トップ３》が遅ち刻こく常じよう習しゆう者しや、ちゅーのは格かつ好こうつかんやろ？　せやから少なくとも朝食は一緒にとるのが原則やな」

　ふむふむ、と頷うなずく琴ちゃんに、

「昼は別に決まっとる訳わけやないけど、まあ学食やからな。一緒になることも多いんよ」

「学食、すっごく広いんですよね！　パンフレットで見ました」

　目を輝かがやかせる琴ちゃんに、カンナは嬉しそうな表情で、

「明日は案内するから楽しみにしとってな」

　会話をしながらでも、あっという間にお皿は片付いている。見み慣なれた光景ではあるけれど、改めてカンナの手て際ぎわの良さに感服。

「トマぴょん、使った鍋とかお皿とか、まとめてうちの部屋で洗あらってもええ？　すぐには使わんやろ？」

　そして人の良さにも感服。なんだかホントに助かります。

「……お兄ちゃん、甘あまえすぎるのってよくないと思う」

　ちくり、と言うのは琴ちゃんで、

「あ、ごめんカンナ、やっぱり自分で──」

「いいってことよ～」

　鼻歌まじりで上機嫌。片付けるカンナの手が止まる様子は無い。エプロン着用でキッチンに向かう様子は若わか奥おくさまを思わせる。

　琴ちゃんは、小さく頭を下げて、

「すみません、兄がいろいろ迷めい惑わくをかけてるみたいで……」

「ん、そんなこと無えって」

　どっしり座すわる春太は包ほう容よう力りよくを感じさせる笑えみで、「迷惑ならこっちのほうがかけてるからな。そうだろトーマス？」

　特にアイツがな。なんて春太は付け加える。

「春やん聞こえとるからな！」

　とカンナの声が飛んでくる。長年連れ添そった夫ふう婦ふのようなやり取りには、思わず表情が緩ゆるんでしまう。こんなところがよくある夕食の雰ふん囲い気きであり、出来れば琴ちゃんも安心して欲ほしい。甘えられる関係ってやつは、きっと良いものだと思うのだ。

　そこで、こんこん、とノックの音で、

「お、来たかな」

　と春太が立ち上がる。

　誰だれが来るのかあらかじめ知っている。そんな雰囲気。

「春太、何かあった？」

「あれ、言ってなかったか。デザートが来ることになってる」

　ドアを開けたところに立っているのは八千代ちゃんで、

「失礼します」

　ぺこり、小さく会え釈しやくする。手に持っているのは真っ白なケーキ。着ている黒い和服との対たい比ひでかなり目立って見える。

「すみません葉琴さん、お邪じや魔ましますね」

　続いて巫城のお嬢じよう様さま。この二人が揃そろうと、部屋の空気まで変わる気がする。思わず背せ筋すじも伸のびてくる。緊きん張ちようしなくていいなんて、分かっているけどなんとなく。

　ただ、そんな空気を一気に柔やわらかくしてくれるのは、

「春やん、みどりはんに連れん絡らくな！　よっしゃ、これで紅こう茶ちやセットが揃うとして──先に始めとこか！」

　ちょん、と座ってカンナが右手を上げる。

　巫城のお嬢様が微笑ほほえんで、八千代ちゃんがケーキの準じゆん備び。正せい座ざの琴ちゃんは目をぱちぱちさせている。

　これから何が始まるのか。それはある程てい度ど予想のついていることで──

「それでは！　『琴ぴょんいらっしゃいませパーティ』開始っ！」
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　ショートケーキとアップルティーというアイテムから逆ぎやく算さんして考えると、そこで繰くり広げられるのは午後の優ゆう雅がなお茶会といった雰囲気の何がしかであるはずであり、たとえそれが『いらっしゃいませパーティ』と銘めい打うっていたとしてもたかだかネーミングでそれほど内実が変わるとは思えない。そう、いわゆるいつものパターンならば、泉ちゃんはちょこんと傍そばに座り、カンナは陽気に盛もり上げて、春太は黙もく々もくと食べ続け、巫城のお嬢様は穏おだやかに微笑ほほえんで、八千代ちゃんは無む表ひよう情じようでお嬢様の傍に控ひかえている──なんてところになるはずであるが、目の前で繰り広げられている光景はといえば、

「だからですね、もっとお兄ちゃんには自信を持って欲しいんでふ！」「ええ分かりますとも葉琴さん。兄というものはまったく妹の想おもいが分からない生物れ──」「よっしゃ！　ここでいずみんの意見はどやろ？」「泉のにーさまはせかいいちですよ～」「葉琴さん私は思うのです。兄というものは時に厳げん格かくな父であり、時に優やさしい母であるという」「心配しててもお兄ちゃんはちっとも分かってくれにゃい！　だからこうしてわざわざ──」「そう！　へらへらするだけが兄では無い！」「にーさまも、へらへらですよ～」「ちょっと待った！　いま琴ぴょんがええこと言った！　だからわざわざ？」「べ、別にお兄ちゃんが心配だから来た訳わけじゃないれふけど、でも、やっぱり心配なんでふ！」

　司会をカンナが担たん当とうで、妹トークが盛り上がっている。

　藤ふじ倉くら葉琴に真ま霜しも八千代、そしてそれから長峰泉。兄のいる三人それぞれがそれぞれに兄のことを語り、時に不満をぶつけあっている。カンナに兄妹きようだいは──居いたかな？　そのあたりはよく分からない。都と春太はひとりっこ、ってことは知ってる。カンナの情じよう報ほうだけがぽっかり抜ぬけ落ちてる気もするけど、ただ聞いてないだけかもしれない。

　それはともかく現げん実じつへ。白熱する妹論ろん議ぎにおいて、呂ろ律れつの回ってないのが二名で、既すでに眠ねむそうなのが一名。明らかに八時台のテンションでは無い事じ態たいには、どうしてこんなことに……と呟つぶやくしかない。

「…………長峰ですね」

　壁かべに背せ中なかを預あずける巫城のお嬢様は、紅茶をわずかに口に含ふくんで、

「紅茶にブランデーを仕込んでいたのでしょう。長峰が考えそうなことです」

　そんな長峰さんはといえば『受験がもうすぐだからね』と部屋に戻もどっている。去り際ぎわの笑みが思わせぶりだったのはそういう意味なのかもしれない。もちろん、みどりさんは長峰さんと一いつ緒しよに戻っている。犯はん人にんは事じ件けんの発覚を怖おそれたのかもしれない。

「なるほど、言われてみれば……」

　カップに残る紅茶を口に含む。確たしかに味に特とく徴ちようがある。酔よっ払ぱらうほどの量でも無い気はするけど──

「カンナは平気みたいですね。ただ、他の三人が少し心配です」

　眠ねむそうなのは泉ちゃんで、呂律の回らないのが琴ちゃんと八千代ちゃん。それぞれ体が小さいぶん、アルコールが回るのが早いのかもしれない。特に八千代ちゃんはといえば、いまいち会話がかみ合ってないようにも見える。

「藤倉は平気ですか？」

　壁にもたれて二人の会話。テーブルを囲む輪から離はなれているせいか、いつものように『藤倉』とお嬢様は呼よびかける。

「まあ、今のところはね」

「そうですか。私は──少し、回ってきたかもしれません」

　ふぅ、と小さく息を吐はく。その艶つやっぽい笑みにどきりとする。お嬢様の透すき通るような白い肌はだは、かすかに朱しゆがさしていて、瞳ひとみもどこか潤うるんで見える。綺き麗れいな黒くろ髪かみはさらりと流れて、床ゆかに届とどいたところでかすかに乱みだれている。

「あのさ、お嬢──」

「……都と呼ぶように。何度もそう言っているでしょう？」

　そう呼ぶの嫌いやですか？　そんな声は、どこか甘あまえるような印象。

　いかん、いかんぞ藤倉冬麻。ここはつとめて冷静に──

「いやその、春太遅おそいなって、思って……」

　そう、ついさっきまでは御城学園第十三期《トップ３》会議が壁かべ際ぎわで行われていたはずだったのだ。会議といってもただの雑ざつ談だん──なんてことは置いといて、『ちょっと食器片かた付づけてくる』と春太が部屋を出て行ったのが五分前。春太の部屋もカンナの部屋も、ここと同じ五階にある。ただ食器を置くだけなら、すぐに戻って来られるはずだけど──

　巫城のお嬢じよう様さまは、ふぅ、と大きく息を吐いて、

「……なるほど分かりました。藤倉は、私と二人なのが嫌いやなんですね」

「い、いやそのそうじゃなくて！　ただ何かあったのかなって！」

　そもそもここ、二人きりって訳でもないし！　と心の中で突つっ込んでおく。すぐ目の前にはテーブル囲んで約四名。お嬢様がそんな状じよう況きようを忘わすれているとも思わないけど──

「秋あき月づきはきっと、洗あらい物してるんですよ」

「あ、なるほど……」

　こんなところはさすがの春太。そして気の利きかない自分が情なさけなくなる。やっぱり、ついて行けば良かったかな……なんて後こう悔かいするのもいつものことで。大だい丈じよう夫ぶだから来ないでいいとは言われたけれど、そこで一ひと押おしだったかも。

「だから、すぐに帰ってくるはずです」

　ひっく、と巫城のお嬢様はしゃっくりで、「分かりました。分かってます。藤倉は秋月と話したいんですよね。さっきもずっと……」なんてどこか拗すねた口調。きっとお酒が回っているんだろう。なんだかちょっと心配になる。

　とりあえず──話題は変えていこう。そうしている間に落ち着くかもしれない。

「そういえばさ、さっきのケーキおいしかった」

「ですね。私もそう思いました」

「あれってさ、近くで売ってるやつ？」

「近くは近くですよ」

　くす、と巫城のお嬢様は小さく微笑ほほえんで、「Ａ棟とうですよ。飯いい塚づか若わか菜な。困こまったときのＡ棟頼だのみです」

　Ａ棟に居るケーキの達人。そんな噂うわさは聞いたことがある。

「どんな人？」

「飯塚ですか？　そうですね──」

　お嬢様の笑えみは楽しげで、「『居い眠ねむり姫ひめ』なんて呼ばれることもあるようですね」

「居眠り姫……」

　単に『眠り姫』で無いあたり、何やら思わせぶりでもある。

「ケーキといえばですね、その、藤倉は──」

　巫城のお嬢様は、そこでひとつ息を吐いてから、「甘いものは平気でしたか？」

「あ、今日のぐらい甘くても大丈夫。都は？」

「え？　あ、私は、その、甘いものは好きですけど……」

　なんだか戸と惑まどったような雰ふん囲い気き。会話の流れ、変じゃなかったとは思うけど……。

　こほん、と巫城のお嬢様は咳せき払ばらいで、

「ふ、藤倉は、そのっ」

　声が裏うら返がえっている。顔が耳のあたりまで赤くなっているのは、お酒の影えい響きようなのかもしれない。

「……あのさ、都、大丈夫？」

「大丈夫です！」

　お嬢様は、ぺし、と自分の頬ほおを叩たたいてから、はぁ、と深く息を吐いて、

「藤倉はその、こ、好みとかありますか？　たっ、例えばその、ちょっと苦いほうがいいとか、白いのがいいとか……あ、あとそのっ、柔やわらかいほうがいいとかっ、その……つまりはそういう、こと……なんですけど」

　苦いのと……白いの？

　これはいったいどういうことか。いまいち意味が掴つかめない。

　にがい、しろい、にがい、しろい……。『白いの出たね♡えへ、ちょっと苦いかも……』違ちがう！　これは絶ぜつ対たいに違う違う違う！『かたかったのに、柔らかくなっちゃうんだね♡』違う！　違うったら違う！

「…………藤倉？」

　心配そうに巫城のお嬢様が顔を覗のぞきこんでくる。ついついその桜さくら色いろの唇くちびるに視し線せんがいってしまう。いかんいかんいかん！　煩ぼん悩のうを振ふり払はらえ！

「えと、つまりその──」

　ごくり、と唾つばを飲み込こんで、「苦いのは、ちょっと苦手かも、かなあ？」

　変な声になっていないことを祈いのろう。うん、苦いものが苦手ってうまいこと言った気もする。あってるよね？　あってるよね？　ゴーヤとかそういう話だよね？

「分かりました。それなら──」

　うんうん、とお嬢様は頷うなずいて、「これで、ひとあんしん……」とろん、とした笑みを浮うかべる。よし、間違ってなかった！　こっちもひとまずひと安心。

「ひゅじくらさま！」

　おおぅ！　こんなところで八千代ちゃん。

　ちょこんと正せい座ざで目の前で、

「葉琴さん、いい方ですねぇ……とてもとてもいい方れす！　分かっているのれすかひゅじくらはま！」

　こくこく、と大きく頷いて応こたえる。そんなこちらはひゅじくらさま。大だい丈じよう夫ぶなのか八千代ちゃん。言葉がかなりふらふらだ。

　とはいえ、琴ちゃんのことが良く言われるのは嬉うれしいことで。このあたりは、打ち解とける雰囲気を結果的に作った長峰さんに感かん謝しやしておこう。

「れすから、葉琴さんの言うことはちゃんと聞かないといけないのれす！」

「そ、そう思いますはい……」

　目が据すわっている八千代ちゃんはなかなかの迫はく力りよくで、べしべしべし！　と膝ひざのあたりを叩いてくる。

「……八千代、大丈夫ですか？」

　お嬢じよう様さまも心配そうな表ひよう情じようを浮かべるが、

「都様！　もひろんっ、大丈夫であります！」

　なんだかほんのり軍隊風味。お酒弱いんだね、八千代ちゃん……。

「みやっちゃーんっ♪」

　そして今度はカンナの登場。テンションはいつも高めなだけに、それがお酒のせいなのかどうかはよく分からない。

「ほらほら琴ぴょん、みやちゃんと、ごたーいめーん♪」

　ぐい、とカンナは琴ちゃんの手を引く。「ふぇ？　ちょ、ちょっとその──」

「えぅ、泉もっ、泉もっ……」

　最後に泉ちゃんもやってくる。まるでペンギンのように、ちょこちょこと歩いてから、ぼふ、と胸むねに飛び込んできて、

「えへへ、トーマさん……」

　ぐりぐり、と頭を押し付けてくる。

　部屋の壁かべ際ぎわに合計６人。狭せまくはなるが仕方無い。

「琴ぴょん、みやちゃんに言いたいことあるんやろ？」

　カンナのそんな切り出しに、

「都さん、はじめまひて……」

「え、あ──はじめまして、葉琴さん」

















　二人は正座で三つ指ついて。巫城のお嬢様がつきあうことで、何がなんだか分からないシチュエーションになっている。「あ、あのそのっ、どうですかお兄ちゃん！」「ええ!?　あ、その、とてもかっこいい……ですよ？」いかん、お世せ辞じだとはいえこっちも恥はずかしくなってくる。

　ただ、こっちはこっちで目の前に──

「聞いているのれすかひゅじくらさま！」

　聞いてませんでしたすみません！

「つまりはですね、ひゅじくらさまにはもっとしっかりしていただきたく！　葉琴さんも言ってました！」分かってます。それは分かっていますとも。「分かってない！」一いつ蹴しゆうされた！「ひゅじくらさまは何も分かってないんです！　メール短い！　電話短い！」びしびしびし！　と膝を叩たたかれる。

「ごめん八千代ちゃん、今度からは──」

「私じゃないれす勘かん違ちがいしないでください！　葉琴さんにもっと優やさしくするんです！」

　いや別に勘違いしてないんだけど……ねぇ泉ちゃん、どうしたらいいかな？

「えへへトーマさん、きょうだいって、いいですねぇ……」

　そうだよね。それはまったくその通り。きっと八千代ちゃんも時とき彦ひこさんや雪ゆき姫ひめさんを思い出して──

「ひゅじくらさまは出来る子なんれす！」

　……えへ、誉ほめられちった。

「どうしてすぐにへらへらするんれすかもう！」

　……うぅ、ごめんね八千代ちゃん。なかなかどうにも忙いそがしい。実じつ際さいのところ怒おこられるのがいつものことで、そっちのほうが落ち着くという現げん実じつがあったり無かったり。どっちだごめんねよく分からない。

「都さん、お兄ちゃんと付き合ってみませんか！」

　向こうもなんだか忙しい！

「ええ!?　そ、その……」

　巫城のお嬢様は真っ赤になっている。

「ひゅじくらさまいいですか、兄というものはですね、時に厳げん格かくな父であり、時に優しい母であるという──」こっちはこっちでさっき聞いた台詞せりふが流れている。いわゆるひとつの演えん説ぜつリプレイ。「聞いているのれすかひゅじくらさま！　へらへらしないでくらはい！」はい！　聞いてます聞いてます！

　ちらり、と視し線せんを向けるとお嬢じよう様さまと目が合う。どうしようどうしようと困こまったような今にも泣き出しそうな表ひよう情じようは小さな子こ供どもみたいで可愛かわいらしい──ってそうじゃなくて！　とはいえ解かい決けつ策さくも思いつかない。いったいこれはどうしたら──

「おーいトーマス、葉琴ちゃんの部屋どうしたらいい？」

　ドアを開けて春太の登場で、「空き部屋使うなら用意してくるぞー」

　助かった！　そんな言葉がまず浮うかぶ。

「ああもう！　春やんタイミング悪すぎる！」

　カンナが声を上げるが、こっちとしては最高のタイミングといえる。会話はいったんストップで──

「琴ちゃん部屋どうする？　隣となりの５０４が空あいてるから、俺としてはそこがいいと思うんだけど──」

「気にしないでください春太さん！」

　琴ちゃんは立ち上がって、

「お兄ちゃんの部屋で寝ねますから、大だい丈じよう夫ぶです！」

　そんなふうに胸を張はる。兄の言葉はあまり聞こえてないらしい。

「ん？　トーマスもそれでいいか？　それならまあ楽ではあるけど」

「春太さんにご迷めい惑わくはおかけしませんです！」

　丁てい寧ねいに頭を下げたところで、琴ちゃんはふらりとよろける。

　……これは早めに休んだほうがいいのかもしれない。

　春太に右手で合図を送る。別に、琴ちゃんがここで寝るのは問題ないけど、さすがに布ふ団とんはもうひとつ要いる。確たしか突つき当たりの部屋に──

「あ、あの、葉琴さん、その──」

　巫城のお嬢様は慌あわてた様子で、「空き部屋はありますから、別にここで無くても、その、いいと思うのですが……」

「心配しないでくらさい。あと、明日のお兄ちゃんの朝ゴハンは琴が作ります！　泉さんも安心してください！」

　琴ちゃんは勇ましく拳こぶしを固める。

　ふぅ、とひとつ息を吐はくお嬢様は、仕方無い、といったふうな表情で、

「分かりました。部屋の準じゆん備びは手伝いますから、何でも言ってください。八千代も──」

　ちらり、と視線を向けるが、

「時に厳格な父であり、時に優やさしい母であるということがですねひゅじくらはま──」

　やり取りが聞こえていないのか、八千代ちゃんの話は三周めに入っている。

「仕方無いですね」

　ふぅ、とお嬢様が息を吐いて、

「ん？　都ちゃん、俺がやるから問題無いって」

　春太が笑えみを向けて、「ま、盛もり上がれるってのはいいことだからな」

　そして泉ちゃんはといえば、

「トーマさん、トーマさん……きょうだいで、しあわせ……」

　ころん、と体を任まかせている。

　さて、寝ている泉ちゃんに朝のことをどうやって伝えるか──そいつは後で考えよう。今日はみなさんお疲つかれさまで、明日も一日がんばりましょう。








　３　ランチタイムに恋の華




　同じ部屋で眠ねむっただとそれはどういうことだけしからん──ってお前、しかも妹だとう！　許ゆるせん！　そんなことが許されると思っているのか！　これはもう背はい徳とくの好こう奇き心しんでめくるめくアバンチュールは元気ですかストラッシュ！　二発ほどストラッシュ！　などと木きの下したあたりが言いそうではあるが、現げん実じつのところ妹は妹なのであり同じ部屋で眠ったからといってどうということもなく、ベッドを琴ちゃんが使ってこっちは床ゆかに布団でおやすみなさいという別べつ段だん語るほどのことも無い時間だった訳わけであり、

「朝だよお兄ちゃん！　朝だよー！」

　カンカンカン！　とフライパンの音で起こされるといういつもと違ちがうシチュエーションがあえて語るべきところかもしれない。

「…………あ、琴ことちゃん早いんだ」

「朝ゴハンも出来てるからね」

　昨日のお酒もなんのその。琴ちゃんはにこやかに胸むねを張はる。右手にあるのはフライパンで、左手にはオタマが握にぎられている。

「……琴ちゃん、そういう起こし方やってみたかったとか？」

「えへへー、そうなんだ。でもちゃんと目は覚めたよね？」

　体を起こして立ち上がる。目覚めは確たしかに悪くない。ぐるりと首を回してから、とんとん、と軽く肩かたを叩たたく。

「……お兄ちゃん、そういうのおじさんっぽいよ」

「いや、動かさないとなかなか頭が起きないから……」

　おじさんっぽいと言われるのはなかなかせつない。まだ17歳さいなんですよ琴ちゃん。そして３つ歳とし下したという年ねん齢れい差さは今後も変わらないところであり、こっちがおじさんになったら琴ちゃんはおばさんな訳で派は手でな水着も無理になったりならなかったりで──うむ、自分でも何を言っているのか分からないのが寝起きのテンションローテンション。

「ねえお兄ちゃん、泉いずみさんはいつもどうしてるの？」

　いつもの朝を思い出す。『トーマさん！　起きてください朝ですよー！』……泉ちゃんが馬乗りでボディブロー連発、とはさすがに言えない言えやしない。誤ご解かいはされないかもしれないが、それでも絵的にまずいだろう。

　ここはひとまず無ぶ難なんなところで、

「まあ、似にたような感じかな」

「そうなんだ」

　琴ちゃんは特に疑うたがう様子も無く、「フライパンって、思ったよりいい音するよね」カンカンカン！　と鳴らして楽しげな様子。よしよしひとまず乗り越こえた。

　テーブルを見れば、そこに並ならぶはトースト紅こう茶ちやにハムエッグ。なんとも綺き麗れいな盛もり付けで、いかにも朝食といった雰ふん囲い気き。

「…………焦こげてない」

　思わず出てくるそんなひとこと。

「む！　失礼だよお兄ちゃん。琴だって、これくらいは作れるんだから」

　む！　泉ちゃんだって、消し炭は作れるんだから！

　そんな事実は言わずにおこう。最近炭化率りつが減げん少しよう傾けい向こうでもあることだし。

「琴ちゃん、料理とかしてる？」

「……お兄ちゃん、それ嫌いや味み？」

　いいよねお兄ちゃんはいろいろ作れて。そんなふうに言ってから、ぷー、と琴ちゃんが頬ほおをふくらませる。

「いやそうじゃなくて。ちょっと心配だから」

「……心配なんてしてないくせに」

　琴ちゃんは厳きびしめの視し線せんを向けてから、「これでもちょっとずつ憶おぼえてるんだよ。お父さんもお母さんも忙いそがしいから、少しでも助けられたらって」

「そっか。なら安心した」

　思わず表ひよう情じようが緩ゆるんでしまう。妹の琴ちゃんに重ねてしまうのはどうしても小さい頃ころの印象で、その成長に嬉うれしくなる。

「琴ね、今になって思うんだ。お兄ちゃんって偉えらかったんだなって。だってお兄ちゃん、小学生のころからいろいろお手伝いしてたよね。掃そう除じも洗せん濯たくも、それから料理も」

　小学生のころから──だったかなあ。もしそうだとしても、単にやることが無かっただけな気もする。いわゆるひとつのインドア派は。言葉を変えれば引きこもり。ただそのおかげで、ここでの寮りよう生活に困こまらない、ってことはあるのかもしれない。

「すぐ何でも出来るようになるよ。琴ちゃんなら」

「なんか子こ供ども扱あつかいされてる気がする……」

「そう？　ごめん琴ちゃん」

　言いながら、琴ちゃんに小さな笑えみを返す。少しぐらいの子供扱いは、出来れば許して欲ほしいって思う。もちろん、琴ちゃんは不満に想おもうだろうけど──あの頃の想い出は何より大切なもので、その関かん係けい性せいが今もあったら、なんて思ってしまう。

「そうそうお兄ちゃん、時間って大だい丈じよう夫ぶ？　急いだりしなくていい？」

「大丈夫。学校そこだから」

「あ、そっか。そうだよね」

　全ぜん寮りよう制せいの御み城しろ学園。徒歩数分なのもいいところ。ただ、そんなふうに油ゆ断だんしてると遅ち刻こくギリギリの登校に──ってこれはいわゆる自分の問題。

「んじゃ、いただきます」

　テーブルに座すわって朝食開始。トースト紅こう茶ちやにハムエッグ。ゆっくりゆったり朝の風景。差し込こむ朝日も気持ちいい。

　琴ちゃんもすぐ前に座ってきて、

「朝ってパンで良かったよね？」

「んー、まあどっちでもいいかな。そんなにこだわりは無いかも」

「相変わらず自分の意見が無いなあ……」

　琴ちゃんは呆あきれたように溜ため息いきを吐つく。ただ実じつ際さいのところどっちでもいいものはどっちでもいいとしか答えようがない。そもそも『パン派ゴハン派で骨こつ肉にくの争いなんです……どうしたらいいんでしょう……』『別れちゃいなさいよ』なんてやり取りも聞いたことがない。朝はゆったりどちらでも。優やさしいココロを伝えます。

「そうそうお兄ちゃん」

　パンを片かた手てに、琴ちゃんは身を乗り出すようにして、「都みやこさんとかタイプ？」

「……急にくるね」

「急にじゃないよ。昨日から聞こうと思ってたもん」

　昨日はすぐに寝ねちゃったけど。そう言って、琴ちゃんは少し恥はずかしそうに微笑ほほえむ。そんな話題が好きなのは、この年代の宿命なのかもしれない。

「そりゃ綺麗だし、タイプといえばタイプだけど……」

　立てば芍しやく薬やく、座れば牡ぼ丹たん、歩く姿すがたは百ゆ合りの花。そんな完全無欠のお嬢じよう様さま、巫み城しろ都に憧あこがれる男子生徒は数知れない。タイプじゃない、なんてやつもなかなか居いないだろう。とっつきにくそうで苦手、ってことはあるかもしれないけど。

「……はっきりしないなあ。じゃ、都さんのことはどう思う？」

「え？　いやその、きつそうに見えるけど実際優しいし、まあ可愛かわいいところも──」

　そうじゃなくて！　と琴ちゃんは言葉を遮さえぎって、

「好きとか嫌きらいとか！」

　ごふ！　と紅茶を噴ふき出して、「ちょっとお兄ちゃん！」と怒おこられてしまう。好きとか嫌いとか最初に言い出したのは誰だれだ！　うぅ、喉のどのあたりがちょっと痛いたい……。

「もう、こっちまで飛んでるし……」

「分かった琴ちゃん！」

　立ち上がる。言うべきときが来たのだ！　男には立ち上がらねばならないときがある！

「授じゆ業ぎようの準じゆん備びは出来ている！」

『はいですトーマさん！　辞書もノートもばっちりです！』（脳のう内ない補ほ完かん）

「制せい服ふくは大丈夫だ！」

『はいですっ！　アイロンがけ万ばん全ぜんです』（さらに脳内補完）

「よし！　いざ行かん俺おれたちの戦場へ！」

『はいですっ！　泉はどこまでもお供ともしますっ！』（やっぱり脳内補完）

　……ってな訳わけで、学校に行くのはどうですか？

「お兄ちゃん！　馬ば鹿かなことやってないでテーブル拭ふくの手伝う！」

　……そりゃそうだよねそうだよね。噴いたら拭くのが当たり前。ごめんね琴ちゃんすいません。藤ふじ倉くら冬とう麻ま反省してます……。

　琴ちゃんは、はぁ、とテーブルを拭きながら溜息ひとつで、

「…………むずかしいのかなあ」なんて、独ひとり言のような呟つぶやきをこぼす。
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「おはようございます」「おはようございます！」

　さわやかな朝の挨あい拶さつが、澄すみ切った青空にこだまする。

　そんな様子には、『あれ？　ここってカトリック系けいの学校だったっけ……？』なんて想おもうところではあるが校内にマリア像ぞうがある訳ではなく、ゆっくり歩くのがここでのたしなみという訳でもなく、日々ロザリオ争そう奪だつ戦せんに血で血を洗あらう戦せん闘とうが繰くり広げられている訳でもない。『レイちゃんのばか！』『言ったな！　南なん斗と水すい鳥ちよう拳けん！』まったく違ちがう。

　さて、名前も知らない下級生に挨拶されるというこの状じよう況きようは、おそらく隣となりを歩く第十三期《トップ３》、秋あき月づき春はる太たの威い光こうによるものだろう。まぶしさ全開秋月春太。キラキラして見えるのは才気がカンパツしているからに違いない。そしておそらく、そのすぐ隣にもう一人第十三期《トップ３》が居るなんてことは意い識しきされてもいないのだろう。

　ただ、それでも念のため──

「春太、さっきの子って知り合い？」

「ん？　カンナの知り合いだろ？」

　本人にあまり自覚は無いらしい。ただ、カンナはといえば、「おっはよー！」「今日もいい天気やな！」「一日がんばっていこな！」と軽けい快かいに手を振ふって応こたえているため、知り合いであるという可か能のう性せいも捨すてきれない。

「お兄ちゃん、有名なんだ……」

　琴ちゃんの呟きには現げん実じつとの齟そ齬ごがあるが、あえて修しゆう正せいしないでおこう。みんなに慕したわれる《トップ３》なんて解かい釈しやくは、御城学園《トップ３》制せい度どについては無ぶ難なんなもので、変なことを言って突つっ込まれるよりはよっぽどいい。

「ですよ。だってトーマさんはトーマさんなんですから」

　そんな訳で、泉ちゃんの言葉にも何も言わないでおくとする。

　少し早めの登校は、春太とカンナが一いつ緒しよだから、ってところが大きい。始業時間ぎりぎりの登校に比べれば、こんなゆったりした朝も悪くないって思える。

「葉は琴ごとさんの制服、すっごく似に合あってます」

　二つに纏まとめた髪かみを楽しげに揺ゆらして、「トーマさんもそう思いますよね？」と泉ちゃんは嬉うれしそうに微笑ほほえむ。泉ちゃんが喜んでくれるならこれからも──とは思うけど、琴ちゃんの予定では今日まで泊とまって明日帰るってことになってる。しかも明日は土曜日で、残念ながらこれは今日だけのイベント。

　ありがとうございます、と琴ちゃんはぺこりと一礼で。

　そのままくるりと一回転。

　カンナの用意した制服は、サイズもばっちり合っていて、的てき確かくな見立てには感心するしかない。その眼がん力りきはあらゆる女子生徒のスリーサイズを見み抜ぬくらしく、『インサイトここに極きわめり！』なんて台詞せりふも言いかねない。

「えへへー。どうお兄ちゃん。似合ってる？」

「うむ。さすがは我わが妹」

　そんな軽い切り出しに、

「はは。ありがたき幸せ」

　琴ちゃんもうまく乗ってきてくれる。

「おお！　さすが兄妹きようだい、息もぴったりやな！　なんかええなー、そういうの」

　カンナの言葉に、春太はうんうんと頷うなずいて、

「仲良きことは──」「美しきことやな！」

　ぱしん！　と二人が手を合わせる。こっちもさすがに息はぴったり。「負けへんからなっ！」いやいやそういうことでも無いけれど。

「教室には入れへんけどええかな？　その格かつ好こうやったら、授じゆ業ぎよう中でもなんとかなりそな気もするけど──」

　そんなカンナに、

「え、その、授業はちょっと……」

　琴ちゃんは照れくさそうに応える。

「せやったら初めはどこがええかなあ？　図書室か情じよう報ほう処しよ理り室か──」「寮りようめぐりもいいかもな。聞いとくか？」「はい！　泉、中等部もオススメですよ」「……いずみん、琴ぴょんは、さすがに四月から入学っちゅーことはあらへんよ？」「ぅ、えぅ……」「でもあれだろ？　映えい像ぞう系けいは中等部のほうが凄すごいとか」「そ、そういうことです！　あとお菓か子しもいっぱい売ってあります！」「なるほど。そういう方向性もありやな……なら、ちとミハちんの意見も聞いて……」

　その名を呼よべば現あらわれる──ということなのかどうなのか、

「おはようございます！　おはようございます藤倉さんっ！」

　だだだだ！　と、おかっぱ髪をばさばさ揺らしながらの登場で、

「じゃん！　杉すぎ下した美み春はるです！　杉下美春でした！」

　たん！　と踵かかとを揃そろえて立ち止まる。綺き麗れいな笑みが朝にまぶしい。そんな美春ちゃんはＡ棟副寮長。ここ御城学園中等部の三年生。小さな体に溢あふれるパワー。活いき活きとした表情は周りをぱっと明るくしてくれる。

「美春ちゃんひさしぶり。元気だった？」

「はい！　おかげさまで一時期の危き機きは乗り越こえました！　藤倉さんのおかげです」

　受験直前で先せん輩ぱいたちがピリピリしている、と相談を受けたのが数週前。この表情なら、きっとうまくいったんだろう。

「藤倉さんには、またお礼しますから！　期待しててくださいね」

「あ、そういうのは気にしなくても──」

　ずざ、と美春ちゃんはおおげさに一歩後ずさりで、

「どどっ、どうしてそんなことを!?　どうしてそんな他人行ぎよう儀ぎなことをおっしゃるんですか!?　愛する藤倉センパイのためなら、この杉下美春、身も心もささげて──」

　ちょっと待った美春ちゃん！　どこか芝しば居い掛がかった雰ふん囲い気きがいつもの美春ちゃんで言ってることが冗じよう談だんなのは分かってるけど、今日だけはちょっと控ひかえめに──『……お兄ちゃん、どういうこと？』すぐ横から突つき刺ささるのはそんな視し線せん。

「お、ミハちん今日も元気やなっ！」

　カンナが身を乗り出してきて、「トマぴょんのことが好きなのは分かっとるけど、うちらのことも忘わすれんでな？」

「ああ！　し、失礼しました！」

　気付いてなかった、ということが本当にありそうなのが美春ちゃんでもある。ぺこぺこと慌あわてて頭を下げながら、

「ご挨あい拶さつが遅おくれました！　おはようございます、秋月さん、カンナさん、泉さん──」

　と、そこで言葉が止まる。

　残るもう一人。それは美春ちゃんの知らない人物で、「えと、その──」と視線を泳がせている。尋たずねていいのかどうなのか。そんなところを悩なやんでいるのかもしれない。

「あの、えと……」

　美春ちゃんは『藤倉さん、助けてください……名前忘わすれちゃいました……』そんな縋すがるような視線を向けてくる。いや違ちがう。忘れてないよ美春ちゃん。単に知らないだけだから。ここではもちろん助けが必要。

「美春ちゃん、こっちは──」

　そう促うながしたところで、

「藤倉葉琴です」

　ぺこり、と琴ちゃんが頭を下げる。

　ひとあんしん、といったふうに、美春ちゃんの顔が明るいものになって、

「おはようございます。藤倉さ──」

　言いかけたところで、『あれ？』といった表情に変わる。そして、俺と琴ちゃんの間で、視線を二度三度往おう復ふくさせてから──

「ああ！」

　今度は、分かりました！　といった表情になる。

　さて藤倉冬麻と藤倉葉琴。そこから導みちびかれる答はもちろん──

「ご結けつ婚こん！」

「違う！」

　すぱーん！　と美春ちゃんを叩たたくのは、

「よう、しばらくだな。そっちは藤倉の妹だろ？　都から聞いてるよ。はじめまして、葉琴さん」

　御城学園高等部三年、Ａ棟とう寮長桐きり村むら静しず香か。誰に対しても厳きびしい、通つう称しよう『鉄のＡ棟寮長』。短めの髪かみに高めの身長。良くいえばモデル体型であり、下級生女じよ性せいのファンも多いらしいが──実じつ際さいＡ棟に入ってしまえば、そんな憧しよう憬けいも畏い怖ふに変わってしまうとか。以前Ａ棟に住んでいた泉ちゃんはそんな静香さんのことが苦手らしく、今回も素す早ばやく春太の陰かげにかくれている。

「はじめまして、藤倉葉琴です」

　静香さんの迫はく力りよくを感じるのか、琴ちゃんのお辞じ儀ぎもより丁てい寧ねいなものになっている。

　うんうん、と静香さんは満足そうに頷うなずいて、

「ここの見学に来てるんだってな。ならＡ棟のことは好きに見てくれ。あたしが許きよ可かするから」

　妹さんでしたか！　美春ちゃんの立ち直りは早いもので、

「歓かん迎げいします大歓迎です！　そりゃもういろいろ好きにしちゃって──」

「うるさい美春！」

　すぱーん！　再ふたたび美春ちゃんは頭を叩かれている。

「……うぅ、寮りよう長ちようひどいですよ」

　美春ちゃんは、涙なみだ目めで静香さんを見上げながら、「歓迎の想おもいを伝えたって……伝えたっていいじゃないですか」

「だいたいな、藤倉の妹が来てるってことはお前にも言ってあるだろ？　それを──」

「え？　ええ？　あ、も、もちろん？」

「……なるほど分かった。あとで説教」

「そんな！　そんな待ってください！　うぅ、やだぁ、やだぁ～～～～」

　びぇびぇ、と縋りつく美春ちゃんの頭に手を置きながら、

「寮には推すい薦せんで決まった連中が居るから、そいつらに案内してもらえばいい」「うぅ、やだやだ、やだぁ～～」「別に変わったところもないが、まぁ参考くらいにはなるだろ。ここは基き本ほん的に寮生活だからな」

「助かります」

　春太が応こたえて、こっちも慌てて頭を下げる。この迫力にまったく動じてないあたりはさすがの春太。頼たよれる味方だ秋月春太。

「あと、それから──」

　静香さんは言いかけたところで、「うぅ、やだやだやだ！　や──もががががっ！」美春ちゃんの口を塞ふさぐ。「……黙だまれ」静香さんは殺し屋の目つき。大だい丈じよう夫ぶなのかこれは。「…………」そして美春ちゃんがおとなしくなる。死んでないのかこれは。

「おい、そっちに隠かくれてるやつ」

「……ぇ、えぅ……？」

「見えてるぞ泉。出て来い」

　春太の袖そでを掴つかんだままで泉ちゃんは顔を出す。

「な、なんでしょう……？」

　明らかに怯おびえた様子は、ヘビを前にしたウサギのようでもある。

















　やれやれ、といった調子で静香さんはひとつ息を吐はいて、

「峰みねは元気でやってるか？」

「あ、長なが峰みねさんなら──」

「藤倉には聞いてない」

　ギロリ、と睨にらみつけられる。俺おれのフォローはあっさり終しゆう了りよう。もはやまったく出る幕まくなし。火に油を注いでないことを祈いのりたい。

　元気にしてます、と泉ちゃんは頷いて、

「受験が近いから、忙いそがしいみたいですけど……」

「……そっか」

　静香さんは、ふぅ、とひとつ息を吐く。その表ひよう情じようが少し和やわらいだ気がする。安心した。そんな表情にも見える。ずっと長峰さんのことを心配していたのかもしれない。ふと、そんなふうに思う。

「14日にはチョコレート持っていくよ。恒こう例れいだからな。峰にそう言っといてくれ」

　そこで、「……ぷはぁ！」と美春ちゃんも拘こう束そくから逃のがれて、

「私も持っていきますから！　バレンタインに愛のチョコ！　寮長からも愛のチョ──もがががが！」

「……美春、そういうのじゃないって言ってんだろ？」

　こくこくこく、美春ちゃんの小さな頭が上下する。そしてようやく解かい放ほうへ。

　そういえば、と思い出すのは14日のバレンタイン。さすがにまだ二月の上旬で意い識しきすることも少ないけれど、言われてみれば大きなイベント。女の子が男の子に想いを伝える日であるとともに、渡わたる世間の義ぎ理り人情が飛び交かう日でもある──と考えると、鉄の寮長と呼よばれる静香さんにも似に合あいそうな気がする。

「ひどいですよ寮長……暴ぼう力りよく反対……」

「何か言ったか？」

　ギロリ。なかなかやり取りがせわしない。

　静香さんは、とんとん、と自分の肩かたを叩たたきながら、

「ま、そんなとこだ。Ａ棟とうは全面的に協力するから、何でも言ってくれ」

「そうなのです！　我がＡ棟はＳ棟の良き友人として、そして良き伴はん侶りよとして──」

「じゃあな。また何かあったら」

「ああ！　決め台詞ぜりふなのに！　すみません藤倉さん失礼します！　春太さんとカンナさんも！　泉さん、お互たがい苦労しますけどがんばりましょう！　葉琴さん、ゆっくりしていってください！　寮長！　寮長待っ──」

　静香さんに追いついた美春ちゃんは、べし！　と頭を叩かれている。

　それでも仲の良さが伝わってくるあたり、きっといいコンビなんだろう。美春ちゃんが、静香さんの卒業を寂さびしがっていたのがよく分かる。静香さんは厳きびしいけれど、基き本ほん的には優やさしい人だ。ただそれでも、静香さんが目の前に居いると緊きん張ちようしてしまうのは仕方の無いところで──

　…………はぁ。

　誰だれからともなく息が漏もれる。

「すごかったねお兄ちゃん……」

　すごかった。簡かん潔けつに言ってしまえばそんなところなのかもしれないが、そこにはいろんな意味が含ふくまれている。

　ただカンナは全く気にした様子も無く、

「せやせや、14日はバレンタインなんやな。うち、トマぴょんにももちろん用意するから、楽しみにしといてなっ」

「トーマさん、泉も……い、泉もがんばり……ますっ！」

　テンションの変わらないカンナに対し、泉ちゃんはまだショックが抜ぬけていない様子。二つに纏まとめたその髪かみも、なんだかまだまだしょんぼり風味。

　ちなみに静香さんが居るとき、ほとんどカンナは反はん応のうしていないうえに発言も少ない。受け流すのが得とく策さく。そんなスタンスなのかもしれない。

「うち、トマぴょんのためなら手作り決定やからな！」

「も、もちろん泉も手作りです！」

「じゃあトーマスのために、俺も作ってみるかな……」

　突とつ然ぜん何を言い出すんだ春太──という突つっ込こみはともかくとして、となれば残るひとり琴ちゃんにも反応が……!?

「……良かったねお兄ちゃん。いっぱいもらえるみたいで」

　琴ちゃんはにこやかな笑えみを向けてくる。

　妹として兄に人気があるのは嬉うれしい。そういうことなのかもしれない。

　そ、それで琴ちゃんは……？　なんて催さい促そくみたいで言えやしない。貰もらえなかったらショックかなあ……なんて今いま更さらながらにふと思う。家族からのチョコレートを欲ほしがるなよ！　って言われそうではあるけれど、こればっかりは仕方無い。今まで貰ってたものが突然無くなるってのはなかなかちょっと寂しいところで。

「うんうん、トマぴょんはモテモテやからな！」

『藤倉冬麻は女の子に人気がある』

　それはクラスメイト木下が切り出し、長峰さんが展てん開かいさせ、ついさっきカンナが補ほ足そくしたものであり、ここまで続くといろいろ考えてしまう。

　実はモテモテだったのか……？　自分のことながら、そんなふうにも思えてくる。知らないだけで、しずかな藤倉ブームが起こっているのかもしれない。『しずかなブームってさ、流は行やってないってことだよね』そんなフレーズが長峰さんの声で再さい生せいされるがそこには耳を塞ふさぎたい。

「うちもトマぴょんのこと好きやで！　もちろん春やんの次やけどなっ」

　言いながら、カンナは春太の腕うでにしがみつく。

「俺もトーマスのことが好きだぞ？」

　こんな台詞せりふをさらりと言うのが春太であり、慣なれてはいるが恥はずかしい。美春ちゃんが居なくて良かった。あらぬ想そう像ぞうをされるのも恥ずかしい。

「いっ、泉もっ……」

　きゅ、と袖そでのあたりが掴つかまれる。よしよし泉ちゃんありがとね。しかし、静香さん登場のショックは大きいらしく、まだかすかに震ふるえている。ぽんぽん、と小さな頭に手を置いて、どうか落ち着きますようにと願っておく。

　やっぱり女の子に人気があるんだ……。琴ちゃんはそんなふうに呟つぶやいて。

　それから、何か思いついたように、

「お兄ちゃん！」

　びし！　琴ちゃんは不意に、人差し指をつきつけてきて、

「断ことわるときはちゃんと断る！　それを忘わすれないこと！　人気があるのはいいけど、流されてふらふらしないこと！　分かった？」

「わ、分かりまし──」

　応こたえたところで、「ナイフの子なんて、ぜったい認みとめないんだからね！」と琴ちゃんは付け加える。ここで再ふたたびナイフの子。話を出したときのことがあるのか、よっぽど琴ちゃんの印象に残っているらしい。

　その言葉に、ん？　と反応するのはカンナで、

「……ナイフの子？　それって、やっち──もがが！」

「トーマス、そろそろ教室行ったほうがいいな。葉琴ちゃんのことは任まかせてくれ」

「もがっ、もがががが！」

「そ、それではトーマさんいざ戦場へ！　泉がお供ともしますですですよ！」

　春太のフォローに慌あわてて泉ちゃんが加わる。

　それではみなさんまた昼食に。朝もいろいろおつかれさまです。
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　全国的に昼時の食堂というものは混こみ合うものであり、ここ私し立りつ御城学園もそうした例に漏もれることなく多くの生徒で賑にぎわっているのだが、決して何かを言った訳でも無いのにその存そん在ざい感ひとつで人の波を真っ二つに割わっていく存在がここ御城学園理事長令れい嬢じようおよび第十三期《トップ３》の巫城都である。

　その神こう々ごうしい姿すがたは旧きゆう約やく聖せい書しよにおいて海を割ったとされるモーゼを思わせるもので、彼女が『食堂よ、あれ！』といったことでこの食堂が出来たというのは誰も知らないとおりついさっき思いついた嘘うそなのであるが、この尋じん常じようならざる食堂の雰ふん囲い気きを見ると奇き跡せきのひとつやふたつ起こせそうな気もしてくる。そして同じく《トップ３》という地位にある自分も何らかの奇跡が起こせそうな気がしてくるのだ。『すうどんよ、あれ！』なるほど食しよつ券けんが出てくるのはお金を入れたからですね。わかります。

「琴ちゃんは何がいい？」

　ここはおごるから、ってのがせめてもの兄ゴコロ。

「じゃ、お兄ちゃんと同じの」

　……さすがにすうどんは無いよな。

　資し金きん的に余よ裕ゆうが無いからってせっかく来てる妹にすうどんしかご馳ち走そうできないってのは情なさけない。「はい」と差し出すのは天ぷらうどんの食券。……そんなに高くないってことは言いっこ無しでお願いしたい。

「向こうに並ならべばいい？」

「そうそう。一緒に行こっか？」

　うん！　と琴ちゃんは素す直なおに頷うなずいてくれる。

　実じつ際さいのところ、うどんのコーナーは同じ場所で、別々に行く必要も無い。兄を慕したっているというより当然の判はん断だんといったところ。

　ふと見ればランチのエリアでは再ふたたびモーゼ現げん象しようが起きていて、どこに誰が居いるか分かりやすい。春太は春太で頭ひとつ他の生徒より高く、三つ目のどんぶりをトレーに載のせているのがここからでも分かる。天てん丼どんカツ丼親子丼。その三つをひとりでたいらげるのが春太であるが、今日はどういう訳わけか加えてランチのエリアへ進もうとしている。食べ盛ざかりの伸のび盛りは更さらなるカロリーを欲ほつしているのかもしれない。秋月春太は更なる成長を目指して……！　ご愛読ありがとうございました！

「ね、お兄ちゃん。席とか大だい丈じよう夫ぶかな？」

　琴ちゃんの言葉で現げん実じつに戻る。この喧けん騒そうの中で確たしかに声が聞き取れるという、人間の生まれ持った感覚には感心するしかない。選せん択たく的聴ちよう取しゆなんて言葉は聞いたことがあるけど、その意味をこんなときに実感する。

「あ、それはたぶん大丈夫──」

　食堂の賑やかさからすれば琴ちゃんの不安は当然のものだが、くるりと見み渡わたせば黒い和服に身を包んだ八や千ち代よちゃんがすぐに発見できる。『ここはよろしいですか？』『よろしいですね』『よろしいに決まっています』『さっさとどいてください』そんな言葉を告げたかどうかは分からないが、きっちりと人数分のスペースは確かく保ほしているように見える。もっとも巫城のお嬢じよう様さまが動けば簡かん単たんに席は空あくのだろうけど、事前に取っておくのが八千代ちゃんの八千代ちゃんらしいところであり、巫城のお嬢様への想おもいが強いことがありありと分かる。

　ほら向こうに、と八千代ちゃんの居るほうを示しめすと、

「あ、そっか」

　なるほど、と琴ちゃんが頷うなずいて、「お花見の場所取りみたいな感じ？」

「ま、そんなとこかな」

「なら、八千代さんのぶんは他の誰かが買う、ってことになってるんだ。うんうん、そのほうが効こう率りつ良さそうだね」

　……八千代ちゃんはいつも食べずにお嬢様の傍そばに控ひかえてるんだよ。まるで要人を警けい護ごするＳＰみたいなんだよ。ＰＳＰは携けい帯たいゲーム機なんだよ。そんなことを言ってはたして分かってもらえるのかどうか。そして数分後に起こるであろう現実に琴ちゃんがどんな反はん応のうを見せるのか。それは誰にも分からない。







　八千代ちゃんのところに一番にたどり着いたのは完成までが比ひ較かく的早いうどんを選んだ俺と琴ちゃんで、続いてスパゲティを選んだ泉ちゃんとカンナが現あらわれる。

　そして最後の登場は巫城のお嬢様と秋月春太で、

「お待たせしました。八千代はＢランチでしたね」

　春太がテーブルにＢランチを置き、巫城のお嬢様がそれぞれにお茶を配る。

　巫城のお嬢様と秋月春太という第十三期《トップ３》の登場になんだか周囲がざわついているが、それはひとまず気にしない。もう一人の《トップ３》藤倉冬麻が居たときは別べつ段だん何の変化も無かった、なんて事実も気にしない。

「え、あ──」

　八千代ちゃんは一いつ瞬しゆん戸と惑まどった様子を見せるが、すぐにその意図を察したらしく、「都様、いつもありがとうございます」と席につく。

　このあたり、巫城のお嬢様と春太の間で打ち合わせがあったんだろう。細かな部分に気がつくのはさすがの二人で、やっぱり《トップ３》はすごいな！　なんて思ってしまう。

　もっとも、今までの状じよう態たいが異い常じようだった、ということはあるかもしれない。みんなで一いつ緒しよの楽しい食事。それがおそらく普ふ通つうのことで、八千代ちゃんだけ食べないなんてことはやっぱりちょっとどこかおかしい。しかし状じよう況きようを改かい善ぜんするためには八千代ちゃん本人を説得するという難むずかしいミッションが課される訳わけで、お嬢様が言っても聞かないのに、俺おれが言ったところで──とは想うが、やっぱりなんとかしたいところ。

　もっともそれは今後の検けん討とう事じ項こうで──ともかく今はいただきます。

　右に琴ちゃんが座すわり、すぐ左には泉ちゃん。向かいに巫城のお嬢様と八千代ちゃんで、その横にカンナと春太が座っている。

　なかでも印象的なのは食堂で昼食を取る八千代ちゃんの姿すがた。その珍めずらしい光景に思わず見入ってしまう。動物モノのテレビ番組ならきっとこんなナレーションが入るに違ちがいない。警けい戒かい心しんの強い野生の八千代の食事シーンというものは非ひ常じようにめずらしいものです。今回はそのシーンを捉とらえた貴き重ちような映えい像ぞうを──ギロリ、と向けられる視し線せんから目を逸そらす。目は口ほどに物を言うというのはまったくその通りで、一瞬の視線でもその意図は分かる。つまりは『なんだ。見るな。ふざけるな』ってなところ。言こと葉ば遣づかいは違うけど、おおむねきっとそんな感じ。

　前方からはいったん退たい避ひ。さわらぬ神にたたりなし。

　いつものように、カンナを中心に会話は展てん開かいする。話題はもちろん午前のこと。身み振ぶり手振りを加えて話を盛もり上げながら語るカンナはさすがで、琴ちゃんの表ひよう情じようからは楽しかったことが伝わってくる。

「琴ちゃん、どっか印象に残ったとこあった？」

「図書室！」

　琴ちゃんは即そく答とうで、「すっごくおっきいのにもびっくりしたけど、映えい画がの部屋とかマッサージ機とかあって、それから奥おくのほうにカプセルみたいのがあって──」と高こう揚ようした調子で続ける。

「見学は楽しめましたか？」

　微笑ほほえむ巫城のお嬢様に、

「はい！　すっごく楽しかったです」

　琴ちゃんはとびきりの笑顔で応こたえる。

　設せつ立りつしてから十年と少ししか経たっていない御城学園はまだ校こう舎しやも新しく、施し設せつもここ数年に完成したものが多い。最高の教育環かん境きよう、という題目を掲かかげるだけあって最新機器の類たぐいも多く、触ふれるだけでそれなりに楽しめるのがいいところ。そうした機器が果たしてどれだけの効こう果かがあるものなのか、といったところは別問題。最新のものがあるという外向けのイメージがきっと重要なんだろう。

「琴ぴょん、午後からはどうする？　もし疲つかれとるなら休むっちゅーのもありやけど──」

「大だい丈じよう夫ぶです！　まだぜんぜん元気ですから」

　すぐに琴ちゃんは応えて、「カンナさん、午後もお世話になります！」

　そう言ってから、それから春太さんも、と付け加える。当の春太はちょうどどんぶりを抱かかえたところで、こくこくと頷うなずくだけで応えるが「何か言えアホ春！」とカンナに頭を叩たたかれている。「…………カンナ、お前いつも食いながらしゃべるなって言うだろ？」「そんなことはしらん」「…………」「ああ！　また食べ始めよった！」すぱんすぱんすぱーん！　と叩かれている春太だが、それでも気にすることなく黙もく々もくと食べ続けている。これが野生の秋月春太です。食事時の秋月春太は集中力も高く、周囲の出来事を意に介かいしません。動物モノのテレビ番組ならそんなナレーションが入るのかもしれない。

　巫城のお嬢じよう様さまは小さく微笑みながら、

「それなら──医い療りよう棟とうを見てくるのもいいかもしれませんね。医療施設が学内に設置されているのはここ御城学園の特色のひとつですから」

　御城学園別館医療棟。何度かお世話になったことはあるが、個こ人じん病院くらいの大きさがあるうえに入院できる部屋もある。その存そん在ざいは《トップ３》制せい度どと密みつ接せつ不ふ可か分ぶんなものではあるけど──ここではひとまず説明省しよう略りやく。

「せやせや、医療棟も外せんとこやなっ」

　そこで泉ちゃんが、

「医療棟なら休きゆう憩けいもできます！」

　とフォーク右手に補ほ足そくして、

「うんうん、ならちょうどええなっ」とカンナが頷く。

　午後からの予定が決まった、なんてとこかもしれない。

「でも医療棟、あんま楽しいもんは無いかもやなあ」「えぅ？　し、視し力りよく検けん査さとか……」「スポーツジムならありますよ。それから温水プールも」「え!?　温水プールなんてあるんですか!?」「ええ、リハビリ施設、という扱あつかいではありますけど」「琴ぴょん、ちょっと試ためしてみよか？」「でも、水着……」「それくらいうちに任まかせとき！」「カンナさんなら大丈夫です！」「それなら──よろしくお願いします！」「よっしゃ！　はりきっていこか！」「あまり泳ぎすぎると疲れてしまいますよ？」「そんなん大丈夫やって。うちらまだぴちぴちやからなっ」「ぴちぴちです！」

　食べ続けている春太はともかく、八千代ちゃんはあまり会話に加わってこない。会話にあまり加わらないのはいつものことではあるけれど、せめて一いつ緒しよにゴハンを食べてるときぐらいは──なんて思う。かといってどんな会話を振るかは難むずかしい。まるで精せい密みつ機器のように見事な箸はしの運びは、ついつい見入ってしまうものではあるけど──とそんな視し線せんに気付いたのか、不意に八千代ちゃんは顔を上げて、

「どうしましたか藤倉様？　何か御ご用ようがあればいつでも申しつけてくださいね」

　にっこり。『なにジロジロ見てやがるですかこのやろう』その笑えみからはそんな意図が容よう易いに読み取れる。

　琴ちゃんは、湯のみを両手で持ちながら、

「あ、そういえば、ちょっと訊ききたいことがあったんです」

「ん？　なんやなんや？」

　身を乗り出すのはカンナで、

「遠えん慮りよなく、何でも訊いてください」

　出来る限かぎり答えますから。巫城のお嬢様は優やさしい笑みを向ける。

　琴ちゃんは、お茶をひとくち口に含ふくんでから、

「お兄ちゃんって、ホントに女の子に人気あるんですか？」

　いやあうどんっておいしいよね日本の心だよね！　と現げん実じつ逃とう避ひ。ふと気付くと、すうどんだったはずの器うつわにエビ天がひとつ入っている。あれ？　食堂のおばちゃん間ま違ちがえた──ってそういうことでもないんだろうね。

　琴ちゃんは少し照れくさそうに、

「いやその、別に嫌いやだってことじゃないですけど、ちょっと信じられなくて……」

　巫城のお嬢様は動じることなく、

「お兄さんは多くの生徒に慕したわれていると思いますよ。特に女子生徒に、ということは無いとは思いますが──」

　そして、ちらりとこっちに視線を向けてきて、「もちろん、慕うなかには女子生徒も居いるでしょうね」

　ただいま、事実と異ことなる点がございましたことをお詫わび申し上げます。そんなテロップが脳のう内ないを流れる。巫城のお嬢様のことだから、当たり障さわりの無い言葉を選んだような気もするけれど──慕ってくれている生徒が居るのかどうか。そこはいまいち自信が無い。そもそもＳ棟とうメンバーとクラスメイトを除のぞけば会話を交かわすような人も少ない。人脈すらない人間が慕われている可か能のう性せいはあるのかどうか。

　いやいや待てよそういえば。最近コミュニケーションする機会が多めで順調に先せん輩ぱい後輩関係が深まっている美春ちゃんはカウントしてもいいのかな……それなら事実と異なるってことでもないのかな……。

　うんうん、とカンナは頷うなずきながら、

「せやせや、みやちゃんの言うとおり！　やっちんもそう思うやろ？」

　何な故ぜか八千代ちゃんに話を振ふる。

「それは──」

　八千代ちゃんは顔を上げて、「そうですね、藤倉様はみなさんに慕われる、すばらしい《トップ３》です」

　にっこり再ふたたびスマイル０円。どこか棒ぼう読よみチックではあるけれど、八千代ちゃんにしてみればそれは仕方の無いことで。『情なさけない』『不ふ甲が斐いない』そんな評ひよう価かが八千代ちゃんにいつも言われるもので、『すばらしい』なんて感かん情じようからはほど遠いのが現げん実じつってところ。思ってもいないことを言うってのはなかなか難しいんだろう。

「それなら──」

　琴ちゃんは、そこで言葉を溜ためてから、

「お兄ちゃんのこと、どう思いますか？」

　ごほ！　とむせるのは八千代ちゃんで、「ん？　やっちんどしたん？」と楽しげにカンナが言葉を挟はさむ。「……いえ、なんでもありません」応こたえながら、八千代ちゃんはハンカチで口を拭ぬぐっている。八千代ちゃんが変に動どう揺ようしているのは、兄である時彦さんのことを思い出したのかもしれない。あの人も、なかなか変わった人だからなあ……。

　巫城のお嬢様は、「あの、それは、その──」と困こまった様子。もちろんそれも仕方無い。どう思うのか。その回答が、いわゆる琴ちゃんが朝方に言った『好きとか嫌きらいとか！』な意味では無いものだとしても、対象であるこの俺藤倉冬麻がここに居いる以上なんとも言いにくいに違いない。

「あのさ琴ちゃん、そういうのって答えにくいと思うから──」

「お兄ちゃんは静かにして。聞こえなくなっちゃうから」

　聞こえないってことは無いんだよ人間には選せん択たく的聴ちよう覚かくってものが確たしか存そん在ざいする訳わけでぶつぶつぶつ。……くぅ、こうなってしまうともうどうしようもないのか。どうか助けて春太様！　と心の中で念じてみても、どんぶりを前にした春太にとっては無力過すぎる。

　カンナはカンナで楽しげで、事の成り行きをわくわくしながら見守っている。自分から何か言い出すということも無さそうで、静止した時間を動かしてくれることは期待できそうもない。

　そんななか、話を進めてくれるのは──

「えとですね、トーマさんは、すっごく優やさしくて、頼たよりがいがあって、とっても優しくて、それから──」

　さすが泉ちゃん！　そして俺の《パートナー》！　その絶ぜつ妙みようなタイミングには、やっぱり分かってくれてるよね！　と思うしかない。指折り数える項こう目もくには優しさが重じゆう複ふくしているが、それはまったく問題無し。

　泉ちゃんが言うとなんだか自分が認みとめられてる気がしてくるのが不思議なところ。信しん頼らいされてるのが伝わってくる。うんうんありがとね泉ちゃん！　これからもよろしくお願いします！

　そんな泉ちゃんのおかげで答えやすかったのか、

「そうですね。私も──そう思います」

　少し照れくさそうに巫城のお嬢じよう様さまが応える。「藤倉のことは、みなが信頼しています。もちろん私も信頼していますし、その、つまり、す──」

　言い間ま違ちがえたらしく、そこで一度言葉を止める。

　そして、ふぅ、とひとつ息を吐はいてから、

「私は、藤倉のことを──」

















　それから、こほん、と咳せき払ばらいひとつで、ひとつひとつの言葉を確かめるように──

「大切な人だと、思っています」

　……

　…………

　周囲の喧けん騒そうがやたら大きく聞こえてくる。さすが昼時だけあって、止やむことの無い会話はあちこちで続いている。

　大切な人。その言葉にどれだけの意味があるかは分からないけど──自分の頭が耳のあたりまで熱くなってくるのが分かる。きっと顔も真っ赤なんだろう。意い識しきしすぎって言われても仕方無い。何せこういうのに慣なれてない。

　ふと見れば、巫城のお嬢様の顔も真っ赤になっている。緊きん張ちようしているのか、背せ筋すじをぴんと伸のばして軽く目を閉とじている。

　うんうん、とカンナは腕うで組ぐみで、春太はどんぶりから視し線せんを上げる。注目を浴びているようで、こっちの恥はずかしさも増ましてくる。琴ちゃんそろそろ満足だよね。なんとか話題を切り替かえて──

　がたん！

　椅い子すを鳴らして立ち上がるのは八千代ちゃんで、

「……都様、理事の方との面会時間になっていますが」

　淡たん々たんとした口調はいつものもので、思考を現げん実じつに戻もどしてくれる。理事の方との面会。お嬢様はなかなか忙いそがしいらしい。

「あ、え、あ、そう──でしたね」

　巫城のお嬢様は、ふぅ、とひとつ息を吐いてから「……すみません。予定が入っているのを忘わすれていました」

　どこか名残なごり惜おしそうに巫城のお嬢様は立ち上がる。

　カンナはお嬢様に視線を向けて、

「理事って三み島しまやろ？」

「そうですね。来年度のことで質しつ問もんがある、ということです」

「どうせみやちゃん目当てやって。あんなおっさんほっとけばええのに」

「……そういう訳にもいかないでしょう？」

　小さな笑えみで応こたえてから、「葉琴さん、どうかゆっくりしていってくださいね」そんな言葉を残してお嬢様の退たい席せき。もちろん帰りもモーゼ状じよう態たい。人ひと混ごみが見事に割われていく状態は見慣れたものとはいえなかなかの迫はく力りよくがある。

「ねえねえお兄ちゃん」

　つんつん、と琴ちゃんが指で脇わき腹ばらをつついてきて、「聞いたよね？」早めのパブロン♪……じゃなくて。ええもちろん聞きました。ふざけてしまうのは照れ隠かくしってことでどうか許ゆるしていただきたい。

　大切な人。そんな言葉。

　例えば他の人に言われても、こんなふうには思わないのかもしれない。相手が巫城のお嬢様だから。都が言ってくれたから。だから──








　４　未さ来きへの一歩は放課後に




「人を殺してはいけない、というのはあくまでも道どう徳とく的規き範はんないしは社会的規範に過すぎないのであり、法が律りつするものではありません。罪つみとは構こう成せい要よう件けんに該がい当とうする違い法ほうで有ゆう責せきな行こう為いであり、それに対たい応おうする罰ばつが法の条文に記されている。ただそれだけのことです。人を殺してはいけないと記されている訳わけでは無い、ということを理り解かいしておいてください。また、ここで言う罪と罰とはいわゆる客観的な罪と罰であり、主観的な意味合いのそれとは違ちがうことにも注意してください。さて、ハンムラビ法典のことはご存ぞん知じですね？　詳しよう細さいな内ない容ようについて知らなくとも、目には目を、歯には歯を、という言い回しを耳にしたことはあるでしょう。ハンムラビ法典のように犯おかした罪と同等の罰を科すのが応おう報ほう刑けい論ろんの考え方であり、犯はん罪ざいを抑よく止しする目的のもと罰を科すのが目的刑論の考え方です。現げん在ざいの法体たい系けいが目的刑論で構成されているのは事実ですが、国民感かん情じようとして応報概がい念ねんはまだ根強く、例えば犯罪者を語るうえで、因いん果が応報という言葉が用いられることもあります。ただそもそも仏ぶつ教きようにおける応報とは因果や業ごうと密みつ接せつに関かかわるものであり──」

　現げん国こく教きよう師し太おお田たは今日も絶ぜつ好こう調ちよう。明らかに授業とは関係の無い内ない容ようをつらつらと語っていることに加えて、午後の最後の授じゆ業ぎようってこともあってこっちの眠ねむ気けも最さい高こう潮ちよう。抑よく揚よう無く淡たん々たんとした語り口はどうにも心地ここち好よく、今すぐ催さい眠みん術じゆつ師しに転てん職しよくできそうな気もしてくる。ただこの現国教師太田の人気はといえばそれなりのもので、授業の内ない容ようそれよりも、内職をしていても何も言わないというスタンスの緩ゆるさが多くの生徒に受けている。内職というのはいわゆる他の授業の課題であるとかレポートであるとか受験勉強であるとかいったものであるが、例えば授業中に江戸時代の武士よろしく傘かさ張ばりの内職をしていたとしてもこの現国教師太田はとりたてて何も言わないであろうことが想そう像ぞうできる。それでもいい加か減げんということではなく懐ふところの深さを感じさせるのは人じん徳とくなのかもしれない。

　そんな訳わけでいつもならつい眠ってしまうのが現国の授業なのであるが、今日に限かぎってはそうもいかない。それはノートに部屋番号を書き付けて殺人事件の推すい理りをしているとか、ダイイングメッセージの意味を考えているといったことではなく、下手に居い眠ねむりをしてしまうと顔に跡あとがついて琴ことちゃんに不ふ真ま面じ目めさがバレてしまうからってなところ。ただこうして聞いてみれば現国教師太田の話はなかなか興きよう味み深ぶかいもので、一部に熱ねつ狂きよう的な人気があることも頷うなずける。やはり年長者には相そう応おうの知ち識しきと経けい験けんがあり、そこから紡つむぎ出される言葉は必然的に含がん蓄ちくに満ちたものになるのだろう。

　そんなことを考えていたところで終業のチャイムが鳴り、一日の授業は無事終しゆう了りよう。

　金曜日ということもあって周囲の表情もどこか明るい。先せん輩ぱいの受験が無ければなあ、なんて声もちらほら漏もれているが、目の前にやってくる休日という魅み力りよくにはなかなかどうして抗あらがえないものなのだ。

　ふと見れば、教室後方の窓まどから琴ちゃんの顔が覗のぞいている。その表ひよう情じようは活いき活きとしたもので、今日一日の学内見学が楽しかったのだと想そう像ぞうがつく。良かった良かったカンナに感かん謝しや。春はる太たはいつもお世話になります。

「……藤倉くん、ちょっといいかね」

　クラスメイト木きの下したに呼よび止められ、首だけ振ふり向いて立ち止まる。おそらくたいした話では無いのは昨日の例から明らかだ。

「……すまん木下、良くない」

「はっちゃん、昨日は藤倉のところに泊とまったのか？」

　……良くないって言ったのに。

　木下の言う『はっちゃん』とはおそらく琴ちゃんのことで、『葉は琴ごと』の一文字を取ったってところだろう。

「いつの間に、そんな親しげな呼び方を……！　お前、まさか！」

　一いち応おう乗っとこう。それほど長くは続けられないだろうけど。

「ふはは。お前の妹にちゃんと言っといてくれ。あんまり俺おれの周りをチョロチョロすると迷めい惑わくだってな──ってそんなことあるかい！　俺だってもっとお話ししたいよ！　はっちゃんと！　だって妹なんだもん！」

　予想以上に長くは続かなかった。どこかノリ突つっ込こみのような雰ふん囲い気きは木下に合っている気もするが──それはともかくとして。

　ここはひとまずさわやかに、

「んじゃ木下、行くから！」

「待て待て待て待て！　待てよ藤倉！」

　木下は腕うでを掴つかんできて、「分かった！　分かったぞ藤倉。つまりあれだな、お前のことも『とーちゃん』って呼べばいい。そういう話だな！」

「『とーちゃん』などと呼ぶな！　ワシには子こ供どもなどおらん！」

「そんなひどい！　あなたの子なのに！」

「分かってくれ！」

「わかっぱー！」

　よし。

「んじゃ木下、行くから！」

「待て待て待て待て待て待て！　待てよ藤倉！」

　なんだかループしそうになってきた。待ってて琴ちゃんもうちょっと。もう一回だけ様子を見ます。

「藤倉、はっちゃんは昨日お前の部屋に泊まったのか？」

　こくり。頷うなずいておく。質しつ問もんは初めのものと同じだが、ネタっぽく返すと話が進まない。

　琴ちゃんが泊まったのは事実で変えようがなく、別べつ段だんやましいこともない。となればもちろん当然に、隠かくすようなことでもない。

　それでも、「なにいッ！」と木下のリアクションは大きめで、

「同じ部屋で眠ねむっただとそれはどういうことだけしからん！　妹だぞ！　あの子は妹だぞ！　そんなことが許ゆるされると思っているのか世間的にＰＴＡ的にＰＳＰ的に！」

　どういうことだ！　なんて突っ込みたい気持ちを抑おさえる。ここで何か言うと必然的に話は長くなる訳わけで──

「貴き様さまッ、まさか背はい徳とくの好こう奇き心しんで興こう奮ふんするとかそういうことか！　ちなみに同名の番組があるって知っているのかお前の金曜深夜はゴールデンタイムか！　どうなんだそういうことか！　ギャー！　なんでＫＯＵＦＵＮしやがったー！」

　さらばだ木下また来週。

「ああっ、待ってくれ！　まだ話が──」

　そんな声は聞こえやしない。人間にはそうした能のう力りよくが備そなわっているのだ。

　廊ろう下かを出てすぐのところで琴ちゃんは待っている。ここ御城学園の制せい服ふくは確たしかに似に合あっていて、もともとここの生徒だったようにも思えてくる。

「お兄ちゃん、おつかれさまでした！」

　琴ちゃんは缶かんジュースを差し出してきて、「えへへー、琴のおごりっ」と楽しげな表情。そんな様子だけでも疲つかれは吹ふっ飛ぶけれど、ジュースはありがたくいただきます。

「そういえば、春太とカンナは？」

「一人で来ちゃった。昨日も来てたから大だい丈じよう夫ぶ！　って」

「ってことは、二人とも寮りように戻もどったのかな？」

　その言葉に琴ちゃんは頷いて、

「そうだと思う。あと、ちゃんと二人にはありがとうって言ったよ？」

「そっか。偉えらい偉い」

　ぽんぽん、と琴ちゃんの頭に手を置いたところで、

「お兄ちゃん！　そういうの無し！」

　ぺし！　と手を叩たたかれて、「……お兄ちゃん、琴、もう子こ供どもじゃないんだよ？」なんて怒おこられてしまう。なるほどそうかその通り。泉いずみちゃんに対してもつい頭を撫なでてしまうことは多いけど──よく考えれば、泉ちゃんだってひとつしか歳としは変わらない。別に子供扱あつかいしているつもりは無いけど、さすがにちょっとまずいのかもしれない。

「ごめん琴ちゃん、そういうつもりは無いんだけど──」

「他の子にそういうことしてないよね？」

　琴ちゃんは、ぷー、と頬ほおを膨ふくらませて「ダメなんだからね、そういうの」

　ええしてませんしてませんとも。ぶんぶん大きく首を振ふる。

　そういえば琴ちゃんの居いる前でも、泉ちゃんの頭を撫でてた気もするけど──うまく気付かれなかったか、それとも違い和わ感が無かったか。後者の可か能のう性せいが捨すてきれないあたりが泉ちゃんの凄すごいところ。

「もうちょっと待ってよっか。泉ちゃんが来るはずだから」

　そう言って、「昨日みたいに」と付け加える。もっとも、昨日みたいにタックルで激げき突とつってことはさすがに無いだろうけど。

「いつもお迎むかえ？」

「まあ、《トップ３》と《パートナー》だから」

　これは実じつ際さいのところ説明したようでいて何も説明していないに等しいのだが、『学校の制せい度どだから』『そういうものだから』というのはなかなか楽だと思う。

　琴ちゃんもそれで納なつ得とくしたらしく、《トップ３》という言葉の強さを改めて感じる。『トップ』で『スリー』。そのとおりの意味で捉とらえるのが普ふ通つうなんだろう。

「泉さん、亮りよう平へいさんと兄妹きようだいなんだよね？」

「うん。あんまり似てない気もするけど──」

「ううん。そんなこと無いよ」

　琴ちゃんは首を振って、「兄妹だもん。似てるよ。そんなの当たり前だよ」

　第十二期《トップ３》長なが峰みね亮平と、長峰泉。背せの高さも雰ふん囲い気きもそんなには似てない気がする。長峰さんは大人びた印象で、泉ちゃんは子供っぽい印象。それは他の誰だれかに聞いても同じようなものだろう。

「似てるかなあ……」

「そうだよ。お兄ちゃんは鈍どん感かんだから気付かないかもしれないけど」

　そう言う琴ちゃんは満足げな表情で、廊ろう下かの向こうからは、

「トーマさん、トーマさんお待たせしました！」

　とてとて、と嬉うれしそうに、泉ちゃんが駆かけてくる。




　　　　§




「泉、ピアノなら弾ひけます！」

「ピアノって難むずかしくないですか？」

「……それは、その、指の届とどかないときもあって……えぅ」

「でも、一いつ緒しよに演えん奏そうできますね。ピアノなら」

「はいです！　今度、ぜひいっしょにですね！」

　二人とも音楽をやっているということがあるからなのか、泉ちゃんと琴ちゃんの会話はなかなか弾はずんでいる。あまり合わないように見える二人だが、兄がいるということで性せい質しつが似ているのかも──なんて考えてはみるけれど、思い出せばあの津つ々づ美みちゃんと泉ちゃんはあまり合わなかった。結局のところ合う合わないの基き準じゆんがどこにあるのかは分からないけれど、親しげな二人を見るのはなかなか楽しいものなので良しとしよう。

　校こう舎しやを出てすぐのあたりで、誰かがビラを配っているのに気付く。

　あれは確たしか──そうだ。新聞部副部長、だったかな。

「あ！　藤倉センパイ！　よろしくお願いしまっす！」

　そんなふうに一礼で、一枚まいのビラを手て渡わたされる。新入部員歓かん迎げいの時期には早いし……新聞部の号外ってところかな。ここ御み城しろ学園新聞部の活動はなかなか積せつ極きよく的で、ちょっと感心してしまう。

「トーマさん、何て書いてあるんですか？」

　二つに纏まとめた髪かみをぴょこぴょこと楽しげに揺ゆらしながら、泉ちゃんが覗のぞき込んでくる。どれどれ、と腰こしを低くして、泉ちゃんにも見えるように内ない容ようを確かく認にん。

『恋こいにときめけ！　愛にきらめけ！　バレンタインプレイベント開かい催さいのお知らせ！』

　タイトルは、そんなふうに太字で書かれている。きっと新聞部の企き画かくなんだろう。バレンタインプレイベント。なんとなく思い出すのは、クリスマスにあったカード争そう奪だつ戦せん。できれば同じようなのじゃなきゃいいけど……、と心から思う。

「泉ちゃん、この日付、明日だよね？」

「そうみたいですね」

　こくこく、と泉ちゃんが頷うなずく。

　その中に、琴ちゃんも混まざってきて、

「何かあるの？　楽しそうなら、琴も見て帰っていい？」

「ん、たぶん問題無いと思うけど──」

　ともかく問題はその内ない容よう。《トップ３》が深く関かかわるようなものなら間ま違ちがいなく自分も担かつぎ出される。そうなると琴ちゃんにあまりかっこ悪いところも見せられない訳わけで──どうすればいいかは悩なやみどころになる。




『チョコレート争奪レースの開催！　優ゆう勝しよう者しやには、好きな人からのチョコレートが貰もらえます！（もちろん経けい費ひは新聞部が負ふ担たんします！）　このレースでの勇ゆう姿しが本番14日のチョコレート数を左右するかも？　みなさま、ふるってご参加ください！』




「レース、ですか？」

「ひらひらのほう、じゃないよなあ……」

「ひらひらですか？」

「ん、泉ちゃん何でもないよ。こっちの話だから」

「お兄ちゃん、あんまりつまんないこと言わないほうが……」

　琴ちゃんのダメ出しはともかく、チョコレートを綺き麗れいにラッピングするためのレース作成イベント、ってことなら平和的でいいのだけれど、おそらくこれは競きよう争そうのほうのレースに違いない。

　ただ、特に出場依い頼らいが来ていないってことは──《トップ３》だから出て欲ほしい、ってことは無いのかもしれない。自由参加ってことならあえて出て行くこともなく、見ているだけなら問題なし。参加することに意い義ぎがある、って言葉はあるけれど、《トップ３》という立場はなかなかやっかみを受けやすいポジションであり、こうしたイベントがつらいものになる可か能のう性せいはある訳で。

「お兄ちゃん、そのチラシ、裏うらもあるみたいだよ？」

　言われるままに、ぱらり、とめくれば、そこに並ならぶは顔写真。まるで競けい馬ば予想のようなそれは、『今年度チョコレート獲かく得とく数すう予想！』というタイトルがつけられている。

　……そんな予想しなくても。正直な想おもいはそんなところ。だいたいですね分かりますか、チョコレートの数が人間の価か値ちじゃないことはもちろんのことで、貰えないからといって何がどうってことも無い訳ですよ。ねえ、周囲の評ひよう価かを気にすることに、いったいどれだけの意味があるのかな。それは理り想そう論ろんだって？　そんなこと無いさ。絶ぜつ対たいに無い。諦あきらめなければ夢ゆめは叶かなうんだ。ウィー・アー・ザ・ワールド。ウィー・アー・ザ・チルドレン。みんな仲間なんだ。戦争はもう終わったんだ。

「これ、お兄ちゃんだよね？」

　あえて触ふれなかった部分を琴ちゃんは突ついてくる。





　藤倉冬とう麻ま　　チョコレート獲得予想数　２

【寸すん評ぴよう】《パートナー》長峰泉からは鉄板として、家族から１つは送られてくるか？　《トップ３》としては物足りないが、この程てい度どが予想される。






「ひどいです！　泉、抗こう議ぎしてきま──」

　今にも走り出そうとする泉ちゃんをなんとか止める。いいんだよいいんだよ。《トップ３》として物足りないってのは事実だし、実じつ際さいカンナや美み春はるちゃんからも貰もらえるって！　貰えるって──貰えるよね？　いやいや別に貰えなくても気にしないんだよ、ワールドワイドチルドレン。戦争は終わった。終わったんだ……。

　うー、うー、と泉ちゃんの様子は威い嚇かくするネコのようで、

「だってひどいです！　『この程度』って何ですか！　トーマさんに向かって！　泉こんなのぜったいにぜったいに許ゆるせないです許したくないです！」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから泉ちゃん。ひとまず落ち着こ──」

「お兄ちゃん、20位以内にも入ってないね……」

　琴ちゃんはなんだかしょんぼりした様子に見える。違う、違うんだ──って何も違わず現げん実じつだけど。『女の子に人気がある』なんて思ってただけに、現実との違いに戸と惑まどっているのかもしれない。げんじつがあらわれた！　何とかなりませんか！　しかしげんじつにはこうかがなかった！　やっぱり現実は厳きびしいね！

　獲得予想の上位を見れば、寮りよう長ちようや部長が並ならんでいるが、その中には第十三期《トップ３》秋あき月づき春太と第十二期《トップ３》長峰亮平の名前もある。仲良く１位２位で予想されているため、Ｓ棟とうに居いる男子生徒で唯ゆい一いつランキングに入っていないこの俺おれ藤倉冬麻の情なさけなさが改めて浮うき彫ぼりになる。《トップ３》って何だろね。

　しかし頼たのむよ新聞部……上位に入ってないなら、名前載のせなくてもいいのに……。ネタ扱あつかいですか！　オチ担たん当とうなんですか！　助けてください！　そんな叫さけびは心の中で。嘆なげいていても仕方無い。

　歩きながらでふと感想。

「春太、トップ予想ってすごいなあ……」

　秋月春太、その予想数は輝かがやく50。あくまでも予想ではあるが、段だんボールひと箱ぶんくらいにはなりそうな数には驚おどろくしかない。

「トーマさんだってすごいですっ！」

　新聞部に対する怒いかりはいまだおさまっていないらしく、泉ちゃんは不満げに頬ほおをふくらませている。

「でも、春太さんなら食べちゃいそう。百個こでも千個でも」

　楽しげに微笑ほほえむ琴ちゃんには、さっきの落ち込んだ雰ふん囲い気きは見られない。

　実じつ際さいのところ、琴ちゃんも不自然だとは思っていたのかもしれない。そりゃそうだ。琴ちゃんは長年一いつ緒しよに暮くらしてきた妹で、今までのこともよく知っている。あまり人気が無い兄、のほうが琴ちゃんのイメージに近いんだろう。

「カンナって、どんな反はん応のうするのかな？」

「あ、去年はですね」

　応こたえるのは泉ちゃんで、「『タダなんやし貰っときー』なんて言ってました。春さんは申し訳わけ無さそうで、断ことわってもいたみたいですけど」

　それでもなおチョコレートが届とどく、なんてところなんだろう。そんな噂うわさが今回の予想に繋つながったのかもしれない。尾おひれがつくのが噂の宿命。それはどうにも仕方無い。

「春太さんが人気なの、分かる気がするなあ」

　琴ちゃんは歩きながら、「女の子ってね、誰かにチョコレートあげたい！　って想おもいはあるんだよ。それが恋こいじゃなくても。イベントってわくわくするし、あとで『誰かにチョコレートあげた？』なんて訊きかれたりもするし。でね、誰かにあげることを考えて、とりあえず作るだけ作ってみたりもするんだよ。そんなときね、春太さんになら気楽に贈おくれると思うんだ。カンナさんも居るし、ちょっと手が届かない感じがするし」

　その言葉には、なるほど、と頷うなずくしかなく、琴ちゃんも女の子なんだなあ、なんてことを改めて思う。もちろん琴ちゃんだって、誰かチョコレートをあげたいような人が将しよう来らい的には──って、今だって居るのかもしれないけど。ここは訊けない兄ゴコロ。

「あ、都みやこさんです！」

　声をあげる泉ちゃんは、むん、と真しん剣けんな表ひよう情じようで拳こぶしを固めて、「泉、新聞部のチラシのこと都さんに報ほう告こくしてきます！」

「ええ!?　泉ちゃん、そういうのはいいから──」

「都さんから、新聞部に抗議してもらいます！」

　たたたた、と泉ちゃんは都さんの傍そばに駆かけていく。そしてそのまま巫み城しろのお嬢じよう様さまの懐ふところに飛び込んで──「都さん聞いてください！」なんて声が聞こえてくる。

　そんな様子に、琴ちゃんと顔を見合わせて、

「泉ちゃん、いい子だよね」

　自分のためにあんなふうに怒おこってくれること。それはきっと幸せなことなんだろう。

「うん、琴もそう思う。お兄ちゃんの傍に泉さんが居るなら──ちょっと安心かな」

　琴ちゃんは綺き麗れいに微笑んで、

「お兄ちゃん、ここに来て良かったのかもしれないね」

　そんなふうに付け加える。転校に反対だったはずの琴ちゃんからのそんな言葉は、ここでの生活が認みとめてもらえたみたいで嬉うれしくなる。

　ここ御城学園Ｓ棟とうでの生活は慌あわただしいこともあるけれど──あたたかくて、心地ここちいい。いつか離はなれることは分かっているけど、だからこそ大切にしたいって思える。

「でもお兄ちゃん！」

　びし！　と琴ちゃんは人差し指を突つきつけてきて、「春休みにはちゃんと帰ってくること！　絶ぜつ対たいだからね！」

「了りよう解かい！　ちゃんと帰ります！」

　雰ふん囲い気きに合わせて敬けい礼れいで応こたえる。

　もちろん、家族のことが大切なのは変わらない。父さんと母さんと、それから妹の琴ちゃんと。父さんの休みに合えばいいけど──無理なら、何か手伝うってところかな。父さんとはせめて何か話せたらと思う。ここでの生活とか、昔のこととか。会話が盛もり上がるかは自信が無いけど、それでもいいんだって思ってる。

「約束だよお兄ちゃん。約束したからね」

　歩きながら、琴ちゃんは念を押おす。今まで帰らなかったせいで信しん頼らいを失っているのはなんともせつない。ごめんね琴ちゃんホントにね。

　さて、視し線せんの先には巫城のお嬢様。立ち止まっているのは、きっと待ってくれているんだろう。腰こしのあたりまである黒くろ髪かみはまっすぐに伸のびて、遠目で見ても綺麗だと思う。

　そしてもちろんお嬢様の傍には、いつものように八や千ち代よちゃんが控ひかえている。いつもどおりの黒い和服に、対照的なピンクのマフラー。《トップ３》の傍に居いるのが《パートナー》、なんて原げん則そくを頑かたくなに守るのが八千代ちゃんで、いつだってその行動はお嬢様中心のものになっている。

「都さん、今日はお世話になりました」

　琴ちゃんが丁寧に頭を下げる。

　巫城のお嬢様は穏やかな笑えみを浮うかべて、

「気にしないでください。ここを見てもらえるのは、私にとっても嬉しいことですから。それに──実じつ際さいに案内したのは、秋月とカンナですからね」

　そう言ってから、

「すみません、今度はきっと……」

　なんて申し訳わけ無さそうに謝あやまるお嬢様に、

「そ、そんなことないですから気にしないでください！」

　琴ちゃんはちょっと慌あわてた様子。自分もそうではあるけれど、お嬢様に謝られるというのは逆ぎやくに緊きん張ちようするのかもしれない。

「……そうですか？」

　巫城のお嬢様は顔を上げて、「でも、いつか挽ばん回かいさせてくださいね？」

　そう言って、いたずらっぽい笑みを向ける。普ふ段だんのお嬢様とのギャップがあって、それはなかなかの破は壊かい力りよく。ただし男子生徒限げん定ていではあるけれど。

「はい！　また来ますから、そのときはよろしくお願いします」

　琴ちゃんは再ふたたび丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをしてから、「あ、」と何か気付いた表ひよう情じようで、

「都さんがうちに来る、ってことでもいいですよ？」

「え？　あ、それは──」

　巫城のお嬢じよう様さまが真っ赤になる。

「歓かん迎げいしますから、いつでも来てください！」

　楽しげな笑みの琴ちゃんは、「もちろん、お兄ちゃんも一いつ緒しよに」なんて付け加える。それがどういう意味なのかは──ひとまず考えないでおこう。きっと自分も赤くなってる。頬ほおのあたりが熱いのが自分ではっきりと分かる。落ち着け落ち着け冷静に──なんて唱えてみても、なかなか心しん臓ぞうの高鳴りはおさまらない。

　そんな様子を見かねたのか、ふぅ、と息を吐はくのは八千代ちゃんで、

「すみません都様、泉と一緒に少し席を外そうかと思うのですが──」

「ええ!?　あ、その、こ、ここに居て……」

　お嬢様が、きゅ、と掴つかんでいるのは八千代ちゃんの和服の袖そで。顔は沸ふつ騰とう寸すん前ぜんかと思えるほど真っ赤になっている。

　向こうもきっといっぱいいっぱいなんだろう。もちろんそれはこっちも同じで、何か言おうとしたところで、変なことを口走ってしまいそうな気もしてくる。

　しばらく沈ちん黙もくが続いてから、

「……では都様、先ほど泉が話を持ってきた件けんでも」

　仕方無い、といった表情で八千代ちゃんが切り出す。

　助かった、なんて思ってしまうのはどうなんだろう。どうにも自分が情なさけない。それでも琴ちゃんは満足した雰ふん囲い気きで、「えへへー」とこっちの顔を覗のぞき込こんでくる。あのね琴ちゃんつまりはね、今の顔、見られるのはちょっとつらいかも……。

　巫城のお嬢様は、ふぅ、とひとつ息を吐いてから、

「プレイベントの件ですね？　寮りよう長ちよう会議を通ってはいませんから、おそらく新聞部独どく自じの企き画かくなのでしょう。獲かく得とく数すう予想までは目を瞑つむっても構かまいませんが──新聞部はそういったものを利用して賭かけ事を行うことがありますから。もしそうなった場合には厳げん重じゆう注意が必要でしょうね。場合によっては、私個こ人じんで動いても構いませんが、風紀のほうに話を通しておきましょう」

　一いつ瞬しゆんでいつもの表情に戻もどるのはさすがにお見事お嬢様。《トップ３》が学内で権けん力りよくを持つ存そん在ざいでは無いことになっている以上、『話を通す』なんて言い方になるんだろう。

　別に無理に話を通さなくても──なんてことは思うけど、新聞部のやり方自体に問題があるってことなら仕方無い。

「トーマさんのこともです！」

　泉ちゃんが主しゆ張ちようして、

「確たしかに、書き方はひどいと私も思いますが──藤倉の良さは、泉もよく知っているでしょう？　それなら、誰だれが何を書こうが気にすることはありません。それにあの予想、外れるに決まってるんですから」

　どこか子こ供どもをあやすような口調のお嬢様は、優やさしく泉ちゃんの頭を撫なでている。ただ、泉ちゃんはまだ少し不満げで、

「…………えぅ、都さんが、そう言うなら、ですけど」

「何十個チョコレートを貰もらうより、泉から貰ったほうが、藤倉は喜ぶんですから」

「…………ホントですか？」

「本人が後ろに居いるでしょう？　きっとそう思っていますよ」

　振ふり向く泉ちゃんに、びし！　と親指を立てて応こたえる。

「トーマさんっ！」

　なんて飛び込んでくる泉ちゃんを受け止めるのは──きっとこの場合オッケーなのだ。琴ちゃんも分かってくれるに違ちがいない。

　そんな予想通り、『お世話になります』といったふうに琴ちゃんは頭を下げて、『いえいえ』と巫城のお嬢様が返している。ご近所のご挨あい拶さつ、なんて雰囲気にはなんだか心があったかくなってくる。ただちょっと違い和わ感が残るのは──琴ちゃんのほうが泉ちゃんより歳とし下した、なんて事実を知っているからなんだろう。

「あ、そういえば──八千代さん」

　不意に、琴ちゃんが話を振る。

　それには八千代ちゃんも意外だったらしく、

「あ、はい。なんですか？」

　ちょっと驚おどろいたような表情。

　対する琴ちゃんの表情は嬉うれしそうなもので、

「そのマフラー、どうですか？」

　言ってしまってから、「あ、すみません。何だか変なこと聞くみたいで……」なんて付け加える。

　質しつ問もんの意図がよく分からない。八千代ちゃんはそんな様子で、

「そう──ですね。まだ寒いので、念のため、ってとこですけど……」

「お気に入りだったり、ですか？」

「ええ？　え、まあ、それは──」

　良かった、と琴ちゃんは微笑ほほえみながら、くるりと反転こっちを向いて、

「あのマフラー、お兄ちゃんが編あんだんだよね？　琴にはお見通しなんだから。昔、お兄ちゃんに編んでもらったことはあるけど、そのときよりすっごくうまくなってるなって思って──」

　琴ちゃんの言葉が終わるより早く、脱だつ兎とのごとく八千代ちゃんは走り出している。「八千代！　ちょっと──」と止めるお嬢様の言葉も届とどいていない。どこに向かって？　それは誰にも分からない。ただそれでも──

「ゴメン都！　俺おれ、追いかけるから！　琴ちゃんと泉ちゃんは都の傍そばに居いて！」

「ええ!?　お兄ちゃん、琴、ひょっとして何か──」

「琴ちゃんは気にしないで！」

　そこまで言って走り出し、「すぐ戻るから！」と付け加える。

　誰が悪いって自分が悪い。それが分かっているからこそ、走らなきゃいけない。八千代ちゃんに追いつかなきゃいけない。

　八千代ちゃんが大切そうに巻まいていたピンク色のマフラー。それは、『雪ゆき姫ひめさんからのプレゼント』といって渡わたしたものだった。

　事じ情じようがあってしばらく八千代ちゃんが逢あっていないお姉さん。八千代ちゃんが誰よりも大切に思っている人。それが雪姫さんで、その思い出を八千代ちゃんは今も大切にしている。だからこそ、本当のことを知って怒おこっているんだろう。本当は俺が編んだものと知って、ショックを受けたんだろう。だから八千代ちゃんは走っている。どうしていいか分からずに走っている。

　謝あやまろう。追いついて、すぐに謝ろう。土ど下げ座ざしてでも謝らなきゃいけない。

　お姉さんのことで落ち込んでいる八千代ちゃんを励はげましたかった。そんなこと、いまさら言ってももう遅おそい。八千代ちゃんは傷きず付ついた。それが結果でどうしようもない。家族のことは大切だって分かってるから──追いついて、謝ろう。それは他の誰でもなく、自分しか出来ないことだから。
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　八千代ちゃんはひとつ歳とし下したで女の子──とはいえ鍛きたえ方が違ちがうのか、走っているだけでその差は広がっていく。中庭を抜ぬけ、第一校こう舎しやの脇わきを抜け、猛もうスピードで駆かけて行く八千代ちゃんの背せ中なかをなんとか見失わないようにするのが精せい一いつ杯ぱい。たなびくピンク色のマフラーが目印になっているのは偶ぐう然ぜんながら、怪け我がの功名といったところかもしれない。

　動け動け俺の両足！　と念じてみても基き本ほん性せい能のうの違いはどうしようもなく、酸さん素そを急きゆう激げきに欲ほつしている肺にも限げん界かいが来ている。そのせいか頭もなんだかくらくらと──ってダメだ！　まだまだいけるまだやれる！　心が折れない限かぎりは走り抜けてみせる！

　そこで訪おとずれる天の助け。八千代ちゃんの向かう先は行き止まりで、テニスコートのフェンスが高く──って登るんですか八千代ちゃん!?　ちょっとそれは予想外だった！

　和服でフェンスを登る姿はなかなかの違い和わ感。ただ、必死でよじ登っていてもそのスピードには限界がある。その間になんとか距きよ離りを詰つめて──とテニスコートに近付いたところでふと気付く。入口のドアは開けられている。なるほど今は放課後で、部活の始まる時間帯。どうやら神様は味方になってくれるらしい。これはチャンス！　とばかりにテニスコートに飛び込めば、八千代ちゃんの姿はもう近くにあって、

「八千代ちゃん！　待って！」

　ネットを跳とび越こえたところで、ようやく八千代ちゃんは止まってくれる。ちょうどテニス部員が居ないってことは、幸運はまだ続いてるんだろう。

　後ろ姿で八千代ちゃんの表情はよく分からない。肩かたが上下しているのは怒っているからなのか、それとも走ってきたからなのか。それもよく分からない。

「あのさ、八千代ちゃん、その──」

　言いながら、少しずつ近付く。出来れば振ふり向いて欲ほしいけど、無理なら仕方無い。とにかく謝ろう。今の自分に出来るのはそんなことしかない。

「……何か御ご用ようですか、藤倉様」

　口調はいつものものでも、震ふるえる声に感情が揺ゆれているのが分かる。

「ゴメン八千代ちゃん！　つまり──」

「どうして謝るんですか！」

　八千代ちゃんの声は怒ど気きをはらんだ大きなもので。思わずまた謝ってしまいそうにもなるけど──ここはちゃんと話してから。きっとそのほうがいいはずだ。

「そのマフラー、実は、俺が編んだやつで──」

「知ってましたよそんなこと！」

　八千代ちゃんの肩は震えていて、

「知っていました分かっていました！　はじめから分かってましたよそんなこと！　馬ば鹿かなんじゃないですか！　ああもう！　分かりますよ普ふ通つう分かるに決まってるじゃないですか！　不器用な雪姫があんなもの作れないなんて知ってるんですから！　私が誰より姉さんのこと分かってるんですから！　マフラーは貰もらったから使ってただけなんです！　捨すてる訳わけにはいかないじゃないですかせっかく貰ったんだから！　いまさら何を言ってるんですか追いかけてまでああもう気持ち悪い！　帰ってください今すぐ！　帰ればいいじゃないですか！　ほっといてください！」

「ゴメン八千代ちゃん。嘘うそついてたこと謝る。悪いのは絶ぜつ対たいに俺のほうで──」

「だから騙だまされてないって言ってるじゃないですか！　こんなことで優ゆう位いに立ったなんて思ったら大間違いですから！」

「いや、そんなつもり──」

「だったらどんなつもりなんですか！」

　振り向く八千代ちゃんの視し線せんは鋭するどく、口を真一文字に結んでいる。そして怒いかりのせいか顔も真っ赤になっていて──その瞳ひとみは、涙なみだで溢あふれている。

　取り返しのつかないことをしてしまった。そんなふうに思う。どうしたら想おもいが伝わるのか。そんなことが、よく分からない。

　八千代ちゃんにとって家族は大切な存そん在ざいで、それを土足で踏ふみにじるような真ま似ねをしてしまった。どんなふうに謝あやまっても、もう許ゆるしてもらえないのかもしれない。せめて泣き止やんでもらえたらいいけど、そのやり方も分からない。

　八千代ちゃんは自じ嘲ちよう気味な笑えみを浮うかべて、

「……何か言えばいいじゃないですか。何も無いんですか？　まったく最低ですね。何しに来たんですか？」

　何をしに来たのか。どうやったら想いが伝わるのか。それが分からない俺は、八千代ちゃんの言うとおり馬鹿なんだろう。馬鹿だから、こんなことしか思いつかない。

　その場に座すわって、額ひたいを地面に押おし付ける。ゴメン八千代ちゃん。ホントにゴメン。浮かんでくる言葉も単たん純じゆんなものばかりでどうしようもない。

「……何か……言ったらいいじゃないですか」

　不意に、すん、と八千代ちゃんの洟はなをすする音が聞こえてきて、

「馬鹿みたいだ、とかっ……そんなもので喜ぶのかとか単純だとかっ……そうっ、そういうことっ、言えっ……言えばいいじゃないですかっ……」

　見ていなくても、言葉に詰まっているのが分かる。きっと、必死で涙を堪こらえているんだろう。泣いたほうが楽になるかもしれないのに、それを必死で堪えている。溢れ出しそうな感かん情じようを抑おさえている。自分がここに居いる意味なんて無いのかもしれない。ふとそんなふうに思う。ここに居ることで、八千代ちゃんを苦しめてるのかもしれない。ただそれでも、せめて八千代ちゃんが泣き止むまでは──こうしていなきゃいけない。何な故ぜだか、そんなふうに思ってしまう。

「どう……どうしてなっ……どっ、どうしてなんですかっ……どうしてこう、ふっ……藤倉様はっ……もう、もうやだこんなのっ……やだっ……」

　そこにあったものを拾ったのか、ぽこん、とボールが投げつけられる。

　ぽこん、ぽこん、ぽこん。感情をぶつけられる替かわりに、テニスボールが飛んでくる。このくらい受け入れなきゃいけない。本当なら、もっと厳きびしいものでも、受け入れるのが当然なくらいで──

「……ふっ……藤倉様にはっ……都様がいて……みっ、み、都様もっ、なのに……はっきり、はっきりしない、からあっ……だからっ、だから私もこんなっ……あぅっ、うっ……あっ……ああもうああもう！　ああもう！」

　べしべしべし！　とテニスボールの勢いきおいが強くなる。どういう訳か横から飛んでくるボールもあって、まるでボクシングの右フックのように脳のうを揺ゆらしてくる。もちろんこれも受け入れるけど、これはいったいどういうことで──

　ちらりと視線を上げてみれば。

　そこには、ラケットとボールを握にぎった八千代ちゃんが立っていて、

「こっち見るな！」

　ごん！　とフラットサーブが顎あごを見事に打ち抜ぬいてくる。八千代ちゃんが打ち出すボールはまるで凶きよう器きのごとく、それぞれ急所を狙ねらってきて──

「だいたい！」ごん！「藤倉様はっ！」がし！「なんのつもりなんですか！」ががががん！　脳を揺らす戦せん慄りつの一いち撃げき。実は八千代ちゃんってテニスうまかったんだ──ってそういうことじゃなくて！　八千代の波動球は１０８式まで──ってそういうことでもごふっ！　やばい死ぬ。これは死ぬ。

「だいたいそうですそうなんですよまったくもう！　全部藤倉様が悪いんですまったく全部全体的に藤倉様が悪いんです！　いつもいつもへらへらふらふらしてみんなに迷めい惑わくをかけてることが分からないんですかどうして分からないんですか分かってくれないんですか！　いつもいつも私が何のために注意してると思ってるんですか聞いてるんですか分かってるんですか分かってるなら何か言え！」

　一気に言い切った八千代ちゃんは、ふー、ふー、と息が上がっている。

　顔を上げて話せ、ってことなんだろうか。それなら──少しは来た意味があったのかもしれない。ふぅ、とひとつ息を吐はいて、

「ゴメン八千代ちゃん。ホントに、その、何て言っていいか分からないけどぐはっ！」

「こっち見るなって言ってる！」

　八千代ちゃんは怒おこったような調子で、

「ああもう一度しか言いませんよ言いませんからねぜったい二度は言いません！　嬉うれしかったんですああそうです嬉しかったんです！　藤倉様からマフラー貰もらったのが嬉しかったんですよそれが悪いですかおかしいですか単純で悪かったですね物を貰って嬉しかったなんて馬ば鹿かみたいですけど嬉しかったんです！　だからずっと巻まいてたんです貰ったマフラーが嬉しかったから寒くないときも巻いてたんです！　だからといって勘かん違ちがいしないでください藤倉様だから嬉しいなんてことは少しも全くこれっぽっちも無いですからただクリスマスに誰だれかからプレゼント貰ったことが嬉しかっただけですからそれだけですから！　ああもうああもう！　もう帰る！　私は帰りますから！」

「えと、八千代ちゃん、その──」

　顔を上げて、立ち上がろうとしたところで、

「ついてくるな！」

　強い声で止められる。

　感情を吐はき出して楽になったのか、それともボールをぶつけたことで気が済すんだのか。どちらにせよ、八千代ちゃんの涙なみだがもう止まっていることに安心する。その横顔も、どこか吹ふっ切れたようなものに見える。

　それから、八千代ちゃんが口にした『マフラーが嬉しかったから』なんて言葉。それは八千代ちゃんにとって、土ど下げ座ざなんて馬鹿げた行こう為いを終わらせるために言ってみただけなのかもしれないけど──そこにほんの少しくらいは本心があるのかもしれない。マフラーをプレゼントとして贈おくったあのとき、少しくらいは落ち込こんでいた感情が楽になったのかもしれない。

　そんな単純なことで気持ちが楽になる。嘘うそをついていたのはこっちのほうで、悪いのが誰かなんて決まってる。反省してない、なんて思われそうだけど──それでも、どうしても嬉しく思ってしまう。

「当分藤倉様とは口ききませんから！」

　そんな言葉も、そこまで悪いものじゃないって思える。当分ってことは、時間が経たてば前みたいな関係に戻もどれるのかもしれない。以前の八千代ちゃんとの関係が良かったものかは自信が無いけど──それでもきっと、変わらない日にち常じようは戻ってくるんだから。
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　学がく園えん寮りようＳ棟とう。自分の部屋に戻ると、そこに居いるのは琴ちゃんで、

「おかえりお兄ちゃん」

　と出で迎むかえてくれたところで、「ちょっとお兄ちゃん！　顔！　すぐに冷やさなきゃ！」

　そんな言葉に、自分の状じよう況きようが分かる。

　すぐに琴ちゃんは冷れい蔵ぞう庫こから氷とタオルを用意してくれて、

「お兄ちゃん大だい丈じよう夫ぶ？　痛いたくない？」

　なんて心配そうな表ひよう情じようを向けてくる。

「大丈夫。そんなに痛くはないから」

「ホントに？　無理してない？」

「ホントだって」

　安心するよう笑えみを作る。実じつ際さいのところ、触さわらなければそんなに痛くはない。冷やしていれば腫はれるってこともないだろう。

　琴ちゃんは少し言いづらそうに、

「……ひょっとして、八千代さんに？」

「ええ!?　違ちがう違う！」

　大きく首を振ふって、「近くまで寄よったからテニス部に混まぜてもらって、んでこんな感じ」多くを語らないのがポイントってところ。

「いつもそんなことしてるの？」

「部活やってないから、たまにはね」

　運動不足だから、なんてそれらしいことを付け加える。

　仕方無いなあ、と琴ちゃんは呟つぶやいてから、

「八千代さんはどうだった？　琴、きっと変なこと言ったんだよね？　謝あやまりに行ったほうがいいかなあ……」

「別に琴ちゃんは関係ないよ。気にしなくていいから」

「だって、琴があんなこと言ってからだし……」

　そう言う琴ちゃんは、しゅんとした表情。

　この言い訳わけがいいものかは分からないけど──

「八千代ちゃん、気を利きかせたんだってさ。何も言わなかったことは謝ってた」

「……それなら、お兄ちゃんが追いかけたら意味ないじゃん」

　都さんとお兄ちゃんが居なきゃ意味無いのに。琴ちゃんの言うことはまったくそのとおりで、

「なんというかそのへんはこう、俺も気が利かないというか……」

　いわゆる恋れん愛あい路線で話を進めることは、自らの墓ぼ穴けつを掘ほることに繋つながるのだが──ここは仕方無い。

「お兄ちゃんと都さん、せっかくいいところだったのに」

　つん、と琴ちゃんはオデコをつついてきて、「あんな美人さんに好かれるなんて、なかなか無いよ？」その表情は楽しげなものに戻っている。これならひとまずひと安心。

「あのね琴ちゃん、好きっていってもいろいろある訳で……」

「それに都さん、ちょっと可愛かわいいよね。お兄ちゃんもそう思うよね？」

「それはまあ、その、確たしかにそうだけど、その」

「今度、都さんのこと『お姉さん』って呼よんでみようかな？　まだ早い？」

　こうなってしまうと琴ちゃんにはかなわない。こっちが動どう揺ようするのを楽しんでいるようにも思えてくる。あのね琴ちゃん、お兄ちゃんは純じゆん情じようなのでその、出来ればほどほどにお願いしたく……、なんて想おもいは届とどくことなく、

『藤倉都って合ってると思う！　そういうのって大事だもん』『都さんを僕ぼくにください！　とかするんだよね』『お兄ちゃん、スーツとか持ってる？　大丈夫？』『住むならどのへんになるの？』『近くだったらお父さんとお母さん喜ぶと思うなあ』『そうだ、子こ供どもの名前も考えなきゃだね！』と話は一気に展てん開かいし、そこでようやく満足したらしく、

「そうそう。お兄ちゃんお茶飲むよね？　ポットにお湯わかしてあるからすぐだよ」

　と立ち上がる。

　結婚話はここまでかな？　思わず、ふぅ、と息を吐はく。

「ねえお兄ちゃん、明日のイベントは参加するんだよね？　琴も見に行っていい？」

　キッチンに向かったままで、琴ちゃんは話しかけてくる。

「明日のって──『チョコレート争そう奪だつレース』ってやつ？」

「それそれ。いいなぁ、楽しそうで。うちの学校なんて、ほとんど何もやらないんだよ？　文化祭だってポスターの掲けい示じとか論ろん文ぶん発表とかばっかり！」

　知ってるだけに苦笑い。琴ちゃんの通う学校は、自分の卒業した学校でもある。いわゆる公立の伝統校で、ほとんど全すべての生徒が地元から通っている。良くも悪くも昔からある学校ってのは保ほ守しゆ的で、何かやろうとしても難むずかしい。琴ちゃんが不満に思うのも分かる気がする。それはともかく──

「……俺おれも出たほうがいい？」

　出たくない、なんてことを暗に示しめしてみる。せっかく琴ちゃんが来てるから、ってことはあるけど、楽しみ方はいろいろある。ここはひとつ、見てみるだけって方向で──

「ダメだよ。お兄ちゃんも出るの！」

　琴ちゃんはテーブルに湯のみを二つ置きながら、「優ゆう勝しよう者しやはね、『○○からのチョコレートが欲ほしい！』ってその場で宣せん言げんするんだって」

　ますます出たくない雰ふん囲い気きが……、なんてこっちの想おもいを知ってか知らずか、

「琴、かっこいいお兄ちゃんが見たいなあ」

　えへへー、と琴ちゃんは楽しげな笑えみを向ける。

　ふぅ、とひとつ息を吐いて、

「……分かった。出てみる」

「ホントに？　それなら琴、お兄ちゃんのこと応おう援えんする！」

「でもあんまり期待しないように！　さすがに優勝ってなると──」

「やっぱり目指すは優勝だよね！　うんうん！」

　……まあ、目指すくらいは。そんなふうに応こたえておく。

　わざと手を抜ぬく、なんてことはしないにしても、優勝なんて難むずかしい。スポーツ万ばん能のうの春太ならともかく、こっちは平へい凡ぼんな高校生。走るだけなら自信はあるけど、運動不足のスタミナ不足。それは事実で変わらない。

　それでも、もし優勝したら──なんて考えてみる。チョコレートを貰もらいたい相手を公こう衆しゆうの面前で宣せん言げんするというのはなかなかハードルが高い。度ど胸きようと熱意と勇気と本気がどれだけ要いるんだその宣言。そもそも俺みたいな出で来き損そこないが誰かを選んでいいのか？　なんてふうにも思える。権けん利りや資し格かくなんて言葉は好きじゃないけど言ってしまえばそういうことで、他人を犠ぎ牲せいにして生き残ったような人間が──とまで考えるのはおおげさかもしれないけど、ついそんなふうに思ってしまう。

「……ね、お兄ちゃん？」

　不意に、琴ちゃんが顔を覗のぞきこんできて、その距きよ離りの近さにどきりとする。意い識しきしてるなんてことは──ないと思うんだけど。本当の兄妹きようだいだったら、こんなことって無いのかな。

　琴ちゃんは、くるり、と反転で背せ中なかを向けてくる。

　そして、髪かみを結んでいたゴムを取って、

「お願いしていい？　三つ編あみ。昔みたいに」

「え？　別にそれはいいけど──」

「それじゃ、お願いします」

　ちょん、と琴ちゃんは膝ひざに手を置いて待っている。

　髪を編むなんていつ以来だっけ。そんなことを思う。触ふれる髪は柔やわらかく、小さなころの琴ちゃんを思い出す。髪に指を通すと、琴ちゃんは気持ち良さそうに、

「お兄ちゃん、ちゃんと憶おぼえてるんだ」

「ひさびさだから、あんまりうまくはいかないかも……」

「いいよ。だってお兄ちゃんだもん」

　不器用なのは承しよう知ちのうえ──なんてとこなのかな。

　どうして急にこんなことを、とは思うけど、あまり気にしないことにしよう。突とつ然ぜんの行動が多いのはいつもの琴ちゃんで、それが懐なつかしくも思えてくる。

「昔はよくしてもらってたよね。憶えてる？」

「そりゃ、忘わすれないって」

　小さな頃ころ。母さんの忙いそがしい日が続いて──とうとう琴ちゃんが泣き出して。せめて母さんの替かわりに、って。そんなことが始まりだった。喜ぶ琴ちゃんを見るのは嬉うれしくて、半年経たつころにはだいぶうまくなったのを憶えている。今でも手が動くのは、きっと体が憶えてるんだろう。新しく出来た家族に、どう接せつしていいか分からなかったころの、ほんの小さな小さな出来事。そこには打算も演えん技ぎも無く、妹の笑顔が見たい、なんて単たん純じゆんな想いしかなかったように想う。

「琴ね、結けつ婚こん式しきには三つ編みにして欲しいな。もちろんお兄ちゃんに」

　!?

「け、結婚って琴ちゃん！　もうそんな相手が居いるとかそういう──」

　くす、と琴ちゃんの笑い声が聞こえてきて、

「居ないよそんなの。将しよう来らいの話」

「ああ、なるほど……」

　そりゃそうか。琴ちゃんはまだ中学生で──って待てよ、結婚って何なん歳さいからだ？　実はそういう相手が居るってことを遠回しに伝えようとしているとか。そんな可か能のう性せいも無くはない。

　そうじゃなくても琴ちゃんだっていつか結婚する日がくる訳わけで、そのとき自分に何が出来るかって話になれば──って結婚式で三つ編みってどうなんだ。もっとこう、ゴージャスでエレガントな雰ふん囲い気きを演出してこそ人生の一大イベントである結婚式であるというかその、

「結婚式に三つ編みで登場したら、みんなびっくりすると思うんだ～」

　なるほど自覚はあるらしい。

「そりゃびっくりするとは思うけど、どうかなあ……。それに、そういうのは美び容よう師しさんがしてくれるって」

















「でね、琴、言うんだ。この髪はお兄ちゃんに編んでもらったんです、って。世界でいちばん幸せな日に──世界でいちばんのお兄ちゃんに編んでもらったんです、って」

「世界でいちばんって、おおげさな……」

「お兄ちゃん、泣いてる？」

　泣いてない泣いてない！　ちょっと洟はなが出そうだっただけで──

「…………泣いてない」

「そう？　じゃあ気のせいか」

「…………気のせい」

　そこで琴ちゃんは、「声ちっちゃいなあ」と笑って、

「だからねお兄ちゃん。遠えん慮りよなんかしなくていいんだよ。お兄ちゃんは世界一のお兄ちゃんなんだから。琴が保ほ証しようする。前を向いても、幸せになっても、誰だれも何も言わないよ。琴は、お兄ちゃんに幸せになって欲ほしい。兄妹きようだいだから。家族なんだから」

　うまく言葉が出てこない。感かん情じようが溢あふれてきそうで、胸むねのあたりが苦しくなってくる。

「でもこの調子だと、お兄ちゃんの結婚式のほうが先かもだね」

「……琴ちゃん、結婚式は泣く？」

　出てくるのはそんな言葉。内ない容ようなんて特に無い、会話を進めるだけのひとこと。言葉にならない想おもいは、喉のどのあたりで止まってなかなか出てこない。

「お兄ちゃんの結婚式で？　泣かないよ。だってブーケ取りたいもん。泣きそうでも我が慢まんするんだ」

　それは明めい確かくな将来のイメージ。手を伸のばせば届とどく、幸せな未来のカタチ。目を逸そらしていたけど、ずっとそこにあったもの。

「……ありがとう、琴ちゃん」

　シンプルな想いだけが、ようやく口から出てくる。

　ありがとう。それが全すべてなのかもしれない。一いつ緒しよに過すごした時間は消えることなく、こんなふうに、時折現あらわれては小さな幸せを運んでくれる。出来上がった三つ編みは、今の琴ちゃんには少し似に合あわないようにも思えるけど、「えへへー、昔に戻もどったみたいだね」なんて琴ちゃんは喜んで。それだけで嬉しくなる俺も、昔と同じで変わらない。








　５　○○たちへのバレンタイン




　翌よく日じつ正午。天気は快かい晴せい。ただ２月の初しよ旬じゆんだけあって、吹ふく風には肌はだ寒ざむさが感じられる。

　御み城しろ学園時と計けい塔とう前で実じつ施しされるチョコレート争そう奪だつレース。その参加者はざっと見たところ約50名。全校生徒の規き模ぼに比くらべて少ないのは、受験シーズンという時期的な問題により三年生の参加がほぼ不ふ可か能のうであるということに加え、第１回目のイベントということで様子見の生徒が多かったことによるものだろう。

　ただロープ向こうの観かん覧らん者しやはマラソン中ちゆう継けいを思わせるような数で、声せい援えんや冷やかしがあちこちから飛んでいる。そしてその中にはこの俺藤ふじ倉くら冬とう麻まに対するものもあって、

「トマぴょん、うちらがついとるからなっ！」

「トーマさん、がんばってくださいっ！」

「冬麻くん、がんばってくださいね～～」

　カンナに泉いずみちゃん、そしてみどりさんまでもがそこにいる。しかもいつ用意したのかその姿すがたはチアガールの格かつ好こうで手にはポンポンまで持っていて、
















「「「ふれっふれっゴーゴー、藤倉冬麻っ☆」」」

　なるほどアドレナエスカレーションで最後に笑っちゃうのは俺ですね！　わかりません！　そんな状じよう況きようには怒いかりに満ちた放出系けいのオーラが飛んできているのがビシビシ伝わってくる。（あいつか……）（くそう、なんで参加してんだよ……！）（そういえばあいつ《トップ３》か……！）（モテのくせに……）（モテは死ね……！）（死ね……！）思わず震ふるえてしまうところを、さ、寒いからなんだからね！　と強がりたいところではある。

「お兄ちゃん、がんばれー！」

　琴ことちゃんは普ふ通つうの服でほっとする。イベント終しゆう了りよう後ごすぐに帰らなければいけない、ということもあるんだろう。そうでなければカンナが半ば強ごう引いんにでもチア服を用意したに違ちがいない。ちょっと見てみたい気もするけど──それはともかくとして。

　そして巫み城しろのお嬢じよう様さまはもちろんいつものように御城学園の制せい服ふくで、八や千ち代よちゃんは──どういう訳わけか不ふ在ざいの様子。昨日のことがあるだけに、なんだかちょっと気にしてしまう。春はる太たが居いないのも気になるといえば気になるところだが、時間帯を考えれば食事にでも行っているのかもしれない。

『みなさま、お待たせしました』

　すぐ傍そばのテントにあるスピーカーから声は聞こえてくる。その主はといえばテント内に居る新聞部副部長の松まつ川かわ英えい輔すけ。もちろん三年生が抜ぬければ彼が部長になる。

『そ、それではただ今より、新聞部主しゆ催さいバレンタインプレイベント、チョコレート争奪レースを、かかっ、開かい催さいします！』

　その声に拍はく手しゆが上がる──が、緊きん張ちようしているのがありありと分かるマイクパフォーマンスのせいか、どうにも盛もり上がりがいまいちな気がする。

　例えば放送部の人間を借りるとかクリスマスイベントのときのように演えん劇げき部ぶの美み春はるちゃんにやってもらうとか方法はいくらでもあったはずなのだが、このあたり二年生でまだ慣なれていないのかもしれない。そうした意味では部長の倉くら田たさんは偉い大だいだったんだろう。彼ならこのイベントの参加者も入念な根回しで倍は集めていたことが想そう像ぞうできる。それでもがんばれ松川英輔！　世代交代ってやつはどうしたって必要なんだから！　落ち着け松川英輔！　ふぅ、とか溜ため息いきをマイクに入れないようにしないと！

『ルールは簡かん単たん。ここをスタートして高等部校こう舎しや内ないに入り、屋上まで行って折り返し。そして戻もどってくればゴールです』

　……ただ走るだけ？　それならなんだか簡単そうだ、とその場でひとまず屈くつ伸しん運動。はじめは何より準じゆん備び運動。しかしペキペキ鳴る膝ひざは何だろう。楽器ですかこれは。いいえ、運動不足です。

「屋上にはチェックする人間が居いるので、決してズルはしないようにしてください。バレますから。あとですね、えー、校舎内に邪じや魔ま者ものを数名配置しているので、気をつけること、それから、えー……」

　段だん取どりの悪さに、大だい丈じよう夫ぶなのか、と思わず来年度の新聞部を心配してしまう。せめて台詞せりふくらい用意しとかないと！　なんだか会場の雰ふん囲い気きも、だんだんと気候に合わせて温度が下がっているような──

『若じやつ干かん補ほ足そくしますが、屋上とは高等部第四校舎屋上のことなのです！』

　突とつ然ぜんに声がハイトーンに変わる。テントを見れば、そこには松川英輔からマイクを奪うばった──御城学園中等部、美春ちゃんがそこに居る。『みなさんここからが重要です！　よく聞いてください！　ずぎゅーん！』ずぎゅーんって何だ！

『参加者のみなさんには、赤いハチマキを巻まいてもらっていると思います。これがみなさんの命だと思ってください。奪われたらそこでゲームオーバー終しゆう了りようです！　校内に配置した邪魔者が奪ってくる場合もありますが、もちろん参加者相そう互ごでのハチマキの取り合いも許きよ容よう範はん囲いとなっております！』

　マイクを持ったままで、美春ちゃんはテントから出てくる。どこか雰囲気があるのは演劇部の本ほん領りよう発はつ揮きで──

『喧けん嘩か上等妨ぼう害がい上等！　愛とは掴つかみ取るもの！　そうですよねみなさんっ！』

　びし！　とマイクを観かん衆しゆうにつきつけて、ひときわ大きな歓声が上がる。声はスピーカーで増ぞう幅ふくされ、それにより歓声が更さらに増ますというスパイラル。さすが美春ちゃん、このへんは慣れたもの。会場を煽あおる話わ術じゆつもなかなかのもの。

『優ゆう勝しよう者しやには、チョコレートが欲ほしい相手を宣せん言げんしてもらうことになります！　みなさんは恋こいの見み届とどけ人にんですよ！　いやあ、他人の恋って気楽でいいですよね！』

　そこで会場からは笑いも漏もれる。お見事美春ちゃん言うことなし！

　あえていえば、宣言部分にはあまり触ふれて欲しくなかったところではあるけど──これはもう仕方無い。覚かく悟ごを決めよう。誰だれからのチョコレートが欲しいのか？　そこでいまさら《パートナー》である泉ちゃんの名前を出しても会場はそれを許ゆるさないだろう。それならば──と考えるだけで胸むねが高鳴り顔が熱くなってくるのは、レース開始前で緊張してるだけだから、ってことにしておきたい。

　美春ちゃんは、『それでは！』と左手を上げて、

『いきますよー！　みなさんもご一いつ緒しよに！　キャッチフレーズは！』

「ラブ！」

『合言葉は！』

「ラブ！」

『変わらぬ魂たましいはここに生きている！　それではチョコレート争そう奪だつレース、ただ今より開始します！　スタート！』

　どん！　と地面を揺ゆらして花火が上がる。そこで沸わき上がる拍手と歓声。会場の盛り上がりは最さい高こう潮ちように達している。

　参加者が一気に動き出し、つられるように走り出す。

「トーマさん、がんばってください！」「トマぴょん、負けたら許さへんからな！」「お兄ちゃん、がんばって！」そんな声に軽く手を挙げて応こたえる。小さく手を振ふる巫城のお嬢じよう様さまと目が合って、思わず視し線せんを逸そらしてしまう。いかん、ちょっと意い識しきしすぎなのかもしれない──なんて反省。あとで謝あやまっておこう。

　ふと見れば、テントに戻もどる美春ちゃんは、鉄のＡ棟とう寮りよう長ちようこと桐きり村むら静しず香かさんに頭を叩たたかれている。おそらく打ち合わせ無しに出ていったんだろう。「でも寮長！　ああでもしないと──」「うるさい美春！　もう少しわきまえろ！　行くぞ！」「せせっ、説教ですか!?」「当たり前だ！」「やだ！　やだやだやだやだぁ～～。だって私悪くなっ、ぜったい悪くなっ、やだやだぁ～～」ずるずると引き摺ずられる美春ちゃんが気の毒すぎる。今度パフェでもおごってあげよう。イベントってのは楽しいのが一番！
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　第一校こう舎しや第二校舎第三校舎の一階を走りぬけるが、これといって何も起こらないという現げん実じつにひとまず胸むねを撫なで下ろす。よく考えてみれば、攻こう撃げきするのが許されているからといって、わざわざそんなリスクを犯おかす参加者もいないのだろう。こっちが《トップ３》だといっても、優ゆう勝しようの有力候こう補ほってことも無い訳わけで。

　それなら後は体力問題！

　そんな意い気き込ごみで第四校舎に入ったところで、廊ろう下かの向こうに異い様ような人ひと影かげ。合計二人で剣けん道どう着ぎと柔じゆう道どう着ぎ。その手には既すでに赤のハチマキが７本。これがいわゆる邪じや魔ま者ものキャラってことなんだろう。

　あれ？　剣道着と柔道着って、クリスマスイベントのときも見たような……？

「ここで会ったが百年目！」「行かせんぞ藤倉冬麻！　いや、逆ぎやくトップ！」

　あのときは確たしか三人だったような。病欠だろうか。寒い時期だし。

「我われらはそう！」「つまりは黒い二連星！」

　三連星……だよなあ。突つっ込んでも仕方無いけど。

「「またはカツレツ！」」

　おいしそうだ！

「「あるいはサジマジ！」」

　バーツは!?　戦死？

「あの、すいません……」

　とりあえず止まって右手を上げてみる。出で遅おくれたせいで、人に紛まぎれて駆かけ抜ぬけるのは難むずかしい。となればチャンスをうかがうしかない。

「どうした藤倉冬麻。来いよ！　来いよ！」

　テンション高めの柔道着。なんだか悲ひ壮そう感も溢あふれている。

「あの、前のときはもう一人居いたような……？」

　そう、クリスマスイベントのときは確か三人居たはずだ。剣道部と柔道部と、もう一人は帰き宅たく部ぶだったかな？　名前までは憶おぼえてないけど。

　ぴくり、と剣道着の男の竹刀しないが動いて、

「石いし塚づかのことか……？　石塚のことか────ッ！」

　ぶんぶんぶん、と素す振ぶりを繰くり返す。「退たい散さん！　退散！　退散！」そんな様子には、何があったんですか……？　としか言えなくなってくる。

「あいつはな、こう言ったんだ。『たたかいはできませんが　ちりょうのつえがつかえます』」「そしてやつは、きずぐすりになった……」

　……きずぐすり？

「いやその、意味がよく……」

「ええいうるさい！　やつには彼女が出来たんだよ彼女が！」「くそう！　桃とう園えんの誓ちかいは何だったんだ！　ちくしょう！　ちくしょう！」「剣道着がくさいからいけないのかよ！」「柔道着だって！　ちくしょう！　ちくしょう！」「ええいとにかくだ藤倉冬麻！」「お前みたいなモテ属ぞく性せいの男を通す訳には──って、あれ？」「逃にげやがった！」

　腰こし抜ぬけめ俺おれと闘たたかえ！　なんて声が背はい後ごから聞こえてくるが気にしない。出来るだけ闘わずにやり過すごすのがきっとこのイベントのポイントなんだろう。さらばだ剣道着と柔道着！　そしておめでとう石塚くん！
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　御城学園高等部校舎は五階まであり、階かい段だんを駆かけ上がるだけで息が切れてくる。中には既に歩いている参加者も居いて、

「……藤倉、藤倉。お前に託たくす……！　虫のいい話なんだが……オレの代わりに……このハチマキを……！」

　……そんなイベントじゃないぞ長は谷せ川がわ。

「なあ藤倉」「どうした？」「このイベントさあ、なんで飲み物用意してねーの？」「そういえば、クリスマスイベントのときは──」「あったあった。段だん取どりわりーんだよ松川は。藤倉から言っといてくれ」「《トップ３》だから？」「藤倉だからだろ？」

　その笑えみは綺き麗れいすぎて、死期を前にした兵士に似にている。「藤倉！　俺のことは構かまわず先に行け！」「言われなくても先に行く！」「おうよ！　俺たちはまだ登り始めたばかりだからな！」「……階段を？」「最悪だ！　もう行け！」

　それを最後に駆け上がる。

「藤倉！　来週くらいチョコレート一いつ緒しよに買いに行こうぜ！」

　ドキッ☆男同士のバレンタイン！　そんな想そう像ぞうに苦く笑しようする。でもなんでバレンタインって女の子からなんだろね。日ひ頃ごろの感かん謝しやの想おもいなら、男からだって──

　と考えていたところで辿たどり着く。

　御城学園第四校舎屋上。そこには机つくえがひとつあって、順番待ちの列が出来ている。ここまで来たのかどうかチェックしてるんだろう。しかし、レースのはずなのに順番待ちが出来るってのはどうなのか。やっぱりどこか、進行に問題があるような気がする。ちょっとひとこと言っておこう。あくまで参加者の意見として。

　それでも律りち儀ぎに列の後ろに。立ち止まっていると体力が回かい復ふくしてくる気がする。これなら帰りも行けますか！　そんな気持ちになってくる。

　二十人ほどの列ではあるが、想そう像ぞうよりは進みが速い。そして気になるのは、一度並ならんでいた人がもう一度並ぶという奇き妙みような現げん象しよう。なんだろこれ。『卵たまご３パックまで98円』をもう一回並んで買うとかそんな感じ──な訳わけは無いけど。

　列は進んで、ようやく次が俺の番。なんだか聞こえてくる声は、どこかで記き憶おくにあるもので──

「やあ藤倉くん」

　楽しげな笑みを向けてくるのは長峰さん。どうしてここに……!?　なんてことは今いま更さら聞くまい。受験大だい丈じよう夫ぶなんですか！　なんてことも言わずにおこう。

「ここで抜ぬければ20位前後かな？　まだなんとか間に合うかもしれないね」

「じゃ、長峰さん、チェックをお願い──」

「では藤倉くんに問題です」

　じゃじゃっ♪　と長峰さんは口で効こう果か音おんをつける。

　ちょっと待ったちょっと待った！　これっていわゆる──

「クイズがあるんですか？」

「そうだよ？　好きにしていいって言ったから」

　……大丈夫なのか新聞部。長峰さんをフリーにさせるとは、なんて度ど胸きようのある……！

　それでもこのくらいならまだマシなほうだろう。ぺこりと一礼で、

「じゃあ、お願いします」

「それでは問題。パンはパンでも食べられないパンって、ぱーんつ？」

　……

　…………ひっかけか？

「あの、長峰さん……？」

「あれ？　分からない？」

　長峰さんは少し困こまったような表ひよう情じようを浮うかべて、「サービスでもう一問だよ。答えは同じ。パンはパンでもいわゆる下着って、ぱーんつ？」

「あの、長峰さん……？」

　いいのかこんなんで。

「チャックを開けて丸見え。ぱーんつ？」

「パンツだ！」

　とりあえず言ってみよう。そうしないと話が進みそうにない。

「はい正せい解かい！　行っていいよ、藤倉くん」

　……あ、行っていいんだ。なんだか拍ひよう子し抜ぬけな気がする。長峰さんのことだから答えても答えても延えん々えんとループするようなことになっているかと思ったけど。

　長峰さんは手元の名めい簿ぼに○をつけて、「はい！　それじゃ次の人」と愉ゆ快かいそうな笑えみを浮かべている。あまり深く関かかわらないようにしよう。話し始めると長くなる。満足そうなら良しとしよう。

　少し離はなれたところでふと思う。ひょっとして長峰さんは──

　振ふり返れば、長峰さんはやはり他の参加者にもクイズを出していて、

「じゃじゃっ♪　地球磁じ場ばにとらえられた、陽子、電子からなる放ほう射しや線せん帯のことを何と言う？」

　俺を勝たせるために、こんなクイズを実行して、他の人には難むずかしい問題を──

「バンアレン帯！」

「はい正解！　行っていいよ」

　すごいなあ！　すごいなあこの学校！　急げ急げ急げ！　急げ！
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　危き機きというものはたいてい不意にやってくるもので、

「……藤倉、お前は『人類最強』を知ってるか？」

　人類……最強……？　なん……だと……？

　妙みような雰ふん囲い気きに圧おされてしまう。

　指定されたルート通りに進み、彼が待っていたのは第一校こう舎しやの五階。このまま駆かけ下りて時と計けい塔とうまで進めばゴールだが、そう簡かん単たんにはいかないらしい。

「……俺はな、『人類最強』に逢あったことがある」

　言いながら、男は一歩踏ふみ出してくる。必要なのは一定の距きよ離り。

　──こんなところで、終わる訳にはいかない。

　──何が、人類最強、だ。

「俺は本を持っていった」

「………本、だと？」

　何の本なんだ？　そんな言葉は、何な故ぜか口から出てこない。口にすると、この緊きん張ちよう感が一いつ瞬しゆんで解とけてしまう。そんな気がする。

「大ファンだからな。そしてサインもしてもらった」

「…………まさか、それは」

「そうだ。『人類最強』、彼の名は、畑正憲ムツゴロウ──」

　なんか教科書で読んだことあるよ！　熊くまとボクシングするやつ！　確たしかに人類最強かもしれない！　よっしゃ！　これでシリアス終しゆう了りよう！

「そんな訳わけで──ゆくぞ藤倉冬麻！　こちらは落語研究会のエース木きの下した！　そして俺は最強を目指す！　俺に充じゆう電でんしろ！　俺に充電しろ！」

　何言ってんだ！　という突つっ込こみより早く、木下は手にしたバズーカのレプリカを振り下ろす。床ゆかで鳴り響ひびく重そうな音。

「危あぶなっ……木下ちょっと待て！」

　ある意味シリアス終わってない！

「黙だまれ藤倉！　お前ばっかりお前ばっかりいい思いしやがって！　だいたいなあ！　ひとつでもチョコレートを貰もらえるようなやつはモテなんだよ！　なんだよあの新聞部のチラシ、ひとつも貰えない俺を馬ば鹿かにしてんのか!?　藤倉の二つ予想って充分だろ！　だいたい普ふ通つうは家族からのチョコレートも貰えなくなるんだよ！『チョコレート？　健けん吾ごが自分で買えば？　安いじゃん』なんだよ姉ちゃん！　俺も妹が欲ほしかった！　お前みたいな可愛かわいい妹が欲しかったですよ！　ちくしょう！　ちくしょうちくしょうちくしょう！　非ひモテは生きろ！　モテは死ね！」

　レプリカとはいえ木下の得え物ものは明らかに鈍どん器きであり、感じてしまうのは生命の危機。よく見れば足元にはいくつものハチマキが落ちている。おそらく木下の様子に危き険けんを感じて逃にげ出したんだろう。それは全くもって自然な反はん応のうで、正直こっちも逃げ出した──

　どん！

　バズーカからはもくもくと白はく煙えんが上がっていて、

「ちっ、外したか……」

「それ撃うてるの!?　撃てるのかよ！」

「今度は寝ね起おきに撃ってやろうか！」

「撃つなよ！」

「このいやしんぼめ！　欲しがり屋さんめ！」

　なんか聞いたことある台詞せりふだなあ！

　しかし危険度は更さらに増加。離れてもダメ。近付いてもダメ。八方塞ふさがりではあるが──ここは、あえて跳とび込む！　考えている時間は無い！　木下だってクラスメイトを傷きず付つけたりはしないはずだ！　だってクラス委員だし！

「甘あまいな藤倉」

「なっ──」

　バズーカを手にした木下の脇わきを走り抜ぬける。それは悪い作戦じゃないはずだった。

　レプリカとはいえ得物は重い。すぐに木下も対たい応おうできないはずだ。そこまでは予想通りで、木下は確たしかに動けなかった。ただ、すり抜けてすぐのところで地面に転がされてしまう。何があったのかはよく分からない。ただ、何かに引ひっ掛かかったような──

「こんなこともあろうかと」

　ふふん、と木下は怪あやしく微笑ほほえむ。よく見れば、進行方向とは垂すい直ちよくに一本のロープが張はられている。くそぅ、木下の動きに気を取られていたとはいえ……

「お前がモテだからいけないのだよ」

　見下ろす木下は、額ひたいにバズーカを押おし当ててくる。それで殴なぐられるのと撃たれるのとどちらが楽なのか。正直、どっちも嫌いやだなあ……

「じゃあさよならだ、藤倉冬麻。ラ・ヨダソウ・スティア──ぐごっ！」

　不意に現あらわれた黒い影かげに、木下は両足を刈かられ、そしてそのまま床に激げき突とつ。しかも手にしていたバズーカが脳のう天てんに直ちよく撃げき。起こり得うる最大のダメージを食らっている。目を回している様子から、当分立ち上がれないだろうことが分かる。これは念のため新聞部に連れん絡らくを入れておいたほうがいいのかもしれない。

　視し線せんを上へ。そこに居るのは──

「八千代ちゃん！」

　黒い和服に不ふ機き嫌げんそうな表ひよう情じよう。それはいつもの八千代ちゃんで、違ちがうところといえば、頭には赤いハチマキを巻まいているってこと。

　あえて参加して俺を守ってくれた。きっとそういうことなんだろう。こういうとき、いつも頼たよりになるのが八千代ちゃんで──

「都みやこ様に言われたから。それだけです。本当は藤倉様のことなんか──」

　言いかけて、ぷい、と横を向く。

　しまった、なんて表情から、その想おもいが伝わってくる。

「八千代ちゃん、口きいちゃったね」

「………………ただの事じ務む連絡です」

「ゴメン。昨日のこと、まだ怒おこってる？」

「………………………………」

　八千代ちゃんは横を向いたまま。それでも、ここで伝えておきたい。

「俺さ、やっぱり八千代ちゃんと仲良くしたいよ。俺が悪かったって分かってる。でも、これからは直すから。八千代ちゃんにも認みとめてもらえるように、がんばるから。つまりその、八千代ちゃんのこと、好きだから。だから──」

















「いいから早く行ってください！」

　だん！　と八千代ちゃんは床ゆかを鳴らして、ようやくこっちを向いてくれる。怒っているのだろう、その顔は真っ赤になっていて、

「早く行かないと間に合わないんですから！　このレースに藤倉様は勝つんです！　勝たなきゃいけないんです！　勝って宣せん言げんするんです！　それでおしまいなんです！　分かったら早く行ってください！」

「それじゃ行ってくる！　八千代ちゃん、この埋うめ合わせはぜったい──」

「いいから早く行け────────────！」

　その言葉を引き金に走り出す。八千代ちゃんだって応おう援えんしてくれる。それならいっそう負けられない。

　階かい段だんを下りる前に、ちらりと振ふり返ると、八千代ちゃんはその場にぺたんと座すわり込んでいる。急いで来てくれたんだろう。そんなところに、嬉うれしくなる。

「……ありがとね八千代ちゃん、おつかれさま」

　小さな呟つぶやきじゃ、きっと聞こえないけど──せめて、想うくらいはね。
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　階段を飛ばし飛ばしに駆かけ下りて、一気に一階まで辿たどり着く。

　ここまで来ればあと少し。校こう舎しやを出て、時と計けい塔とうまで走るのみ。ひょっとしたらもう一位は決まっているのかもしれないけど、ここまで来たらゴールしたい。階段のせいで膝ひざはがくがくになっているが、なんとかゴールまでは保もつはずだ。保つはずだ！　保つはずだ！　そんなふうに自分に言い聞かせる。心が折れなければなんとかなる。精せい神しん論ろんと言われてもそう信じるしかない。

　ただ、出口に続く廊ろう下かに立ちふさがっているのは──

「お、トーマスおつかれだな」

　ぐらり、と視界が歪ゆがんだ。

　──なんで、だよ。

　想いは言葉にならない。

　どこまでも、いつもと変わらない仕草で。

　どこまでも、いつもと変わらない調子で。

　どこまでも、いつもと変わらない笑顔で。

　秋あき月づき春太が立っている。いやまあ、何でって新聞部に頼たのまれたんだろうけど。スタートのときに居いなかったのも、そういう理由なんだろう。シリアスになるとこでもない。

「ちなみに、ここはまだ誰だれも抜ぬけて無いぞ？」

　第十三期《トップ３》にして親友である秋月春太。１９０センチオーバーの長身は見た目からも門番と呼よぶに相応ふさわしい。もちろん体たい格かくも迫はく力りよく充じゆう分ぶん。

　しかし誰も抜けてないってことは──来た人間を春太が全すべて食い止めたってことなんだろう。確たしかにそれだけの数のハチマキは床に散らばっている。ただ思う。どうしても思ってしまう。これはイベントごとなのだ。……春太、ちょっとは空気を読んでもいいんじゃないかな。せめて三人に一人は通すとか。

　さて、この場に居るのはもう一人。俺おれと春太ともう一人。もちろん額ひたいに巻まかれているのは参加者の赤いハチマキで──

「危あぶない！」

　そんな声とともに、もう一人の参加者に階かい段だんの踊おどり場までタックルで飛ばされる。

　まさかここでハチマキを奪うばうなんて──と思うがそんなことは無く、むしろ気になるのは春太が手にしているもので、

「春太！　お前なんでそんなもん持ってんだよ！」

　２メートルはあるそれはバットに似にている。武ぶ器きと呼んでもきっと問題無いだろう。

「大だい丈じよう夫ぶだ！　プラスチック製せいだから！」

「それなら安心──ってそんなことあるか！」

「カンナが持ってけって言ったからな！」

　プラスチック製であっても春太が持った瞬しゆん間かんそれは武器に変わっている。実じつ際さいのところ持ってくのはセーラー服ぐらいにして欲ほしいところだよね──なんて話はともかくとして、空間を削けずり取るようなスピードは何か物理法ほう則そくを無む視ししているような気さえする。直ちよく撃げきだと怪け我がは免まぬがれない。

　春太、お前のことはＳ棟とうの中でも常じよう識しきのあるほうだと思っていたのに……！（食べる量以外は……！）

　参加者のもう一人は、ふぅ、とひとつ息を吐はいて、

「お前、藤倉冬麻だろ？　長峰から聞いてる。俺の名前は神かん崎ざき正まさ人と。ハチマキを取るつもりは無い。安心してくれ」

　こくりと頷うなずく。『長峰』ってのは長峰さんのことなんだろう。ってことは──

「……三年生、ですか？」

「馬ば鹿かみたいだろ？　受験で忙いそがしいときに」

「そ、そんなことないです！　絶ぜつ対たい！」

　ぶんぶん首を振ふる。ちょっと意外だっただけで、馬鹿みたいなんて絶対に思わない。実際、長峰さんだって三年生なのに参加してる訳わけだし。

「なるほど。いいやつなんだなお前」

　神崎さんは小さく笑って、「このイベント知ってさ、これだ！　って思ったんだ。もうこれしかないって。もう俺ら卒業だからな。クリスマスん時は勇気が出なくって、後こう悔かいしたから。もう後悔するのは止やめようって」

　後悔してたってことは、要するに──

「好きな人が、その……そういう？」

　神崎さんは少し照れくさそうに頬ほおを掻かきながら、

「まあ、そういうことだな。陸上部のマネージャー。ベタだろ？　俺さ、優ゆう勝しようして、このイベントが終わったら、告白するんだ……」

　し、死なないですよね？　死んだりしないですよね？　ページをめくったら哀かなしいシーンになったりしてないですよね？

「分かりました神崎さん」

　そう言って立ち上がる。恋こいのために闘たたかおうじゃないか！　それが親友の春太であっても！　願わくは春太が空気を読んでくれることを期待します！

　神崎さんに耳打ちで、

「俺が春太にぶつかります！　その間に──駆かけ抜けてください！」

「ちょ、ちょっと待て藤倉──」

　言い終わる前に床ゆかを蹴ける。突とつ進しん、開始。こんなものは、決意がにぶらないうちがいい。悩なやんでいても始まらない。悩むくらいなら行動に移うつす！

「来いトーマス！」

　春太の表ひよう情じようはどこか嬉うれしそうに見える。なんだか嬉き々きとして他の参加者も薙なぎ倒たおしていったシーンが思い浮うかぶ。ストレス溜たまってるなら言ってくれよ春太……ゲームならいつでも付き合うから……。

　ぶん！　と風を切る音はバットの一いつ閃せん。プラスチック製とはいえ当たればゲームセット。ただこの攻こう撃げきは予想の範はん囲い内ない。重いぶん動きは単たん純じゆんで読みやすい。姿し勢せいを低くして跳び込こんだ──ところで不意に違い和わ感。

　直感で体を左に。春太の右足が空を切るが──それでも紙かみ一ひと重えの距きよ離りに背せ筋すじが震ふるえる。不要だと考えたのか、春太はバットを投げ捨すてている。失敗したな春太！　攻撃の範囲が狭せまくなれば、俺はともかく神崎さんが逃にげられる！

「どりゃあ！」

　見れば神崎さんがバットを拾い、春太に向かって投げつけている。

「なっ──」

　春太がバランスを崩くずす一いつ瞬しゆんを見み逃のがさない。しゃがみ込んで両足を払はらう！　そして春太の大きな体は、バランスを失ってそのまま床に──

「急げ藤倉！　行くぞ！」

　神崎さんが声をあげる。

「ありがとうございます！　でも、何で──」

　ひとりで行かなかったんですか？　そんな想おもいを見み透すかしたように、

「お前も好きな人が居いるんだろ？　それなのにほっとけるか！　行くぞ！　勝負は終わってない！　お前も走れ！」

　ぼやぼやしてると勝っちまうぞ！　言い残して神崎さんは走って行く。誠せい実じつな人なんだろう。その恋がうまくいって欲ほしいと思う。

「春太、怪け我がとかは──」

　振ふり返ると、「ま、俺の負けだな」なんて春太は苦笑いを浮かべる。怪我が無ければそれで良し。よっしゃ神崎さん待っててください！　あとは直線ストレート！
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　校こう舎しやを出たところで、耳に飛び込んでくる歓かん声せい。前方には神崎さんの背中が見える。あとはもう──ただ走るだけだ！

　最後の気力を振り絞しぼる。頭がくらくらしてくるのは酸さん素そ不足かランナーズハイか。心しん臓ぞうの鼓こ動どうは全身を覆おおい、何がなんだか分からなくなってくる。もう少し。もう少し。自分に言い聞かせながら走る。全力で。全身で。

「トーマさん、もうちょっとです！」

　これは泉ちゃんの声。もう少し。もう少し。手先の感覚が無くなってくる。

「お兄ちゃん、がんばって！　あと少し！」

　あと少し。あと少し。少しずつ神崎さんの背中が近付いてくる。スピードが勝まさっているのはこっちらしい。神崎さんもよっぽど疲つかれてるんだろう。

　勝てる。勝てる。勝てるのかもしれない。でも、本当に勝っていいのか？　どうなんだ？　神崎さんはいい人で、確たしかな目的がある。うんうんそうだそうだった。目的目的目的だ。それなら譲ゆずってもいいんじゃないか？　ここまでがんばったなら琴ちゃんも許ゆるしてくれるはずだ。許してくれる許してくれる。きっとそうだよそうだよな。

　その差はあと１メートル。ゴールまでもあとわずか。

　譲ってもいいよな。うん、譲ってもいい。何にもいらない欲しくない。別にいいんだ俺なんか。他の誰かが喜んでくれるなら、そのほうが──

「藤倉！　あと少し──」

　うあああああああああああああ！　と体を投げ出す。届とどけ！　届くか届いたか!?

　ゴールは確かく定てい。そのまま地面に倒たおれ込む。ひんやりした土は心地ここち好よく、このまま眠ねむってしまいたくなる。

　それから、かすかな沈ちん黙もくがあって──『おめでとうございます！　第一回チョコレート争そう奪だつレース！　結果が確定しました！』




『優ゆう勝しようは、藤倉冬麻さんです！』




　歓声が上がり、拍はく手しゆが聞こえる。

　ただ、地面を揺ゆらすほどの拍手の音も、どこか遠くで聞こえているような気がする。頭が真っ白で何も考えられない。

　勝った？　勝ったんだよな。それで、良かったんだよな？　なんだかよく分からない。よく分からないけど──それでも、何か満たされたような心地好さがある。走るってこと、実は向いているのかもしれない。

「藤倉っ…………お前っ……なんで陸上部入ってないんだよっ……」

　神崎さんの声が聞こえる。……何でだろ？　走るってこんなに気持ちいいのに。ちょっと検けん討とうしてみます、陸上部。

『おめでとうございます藤倉さん！』

　放送部の女の子──なのかな。急きゆう遽きよ用意したのかもしれない。

『いきなりですが、いま欲ほしいものってありますか』

「……み、水が……欲しいです……」

　口から出てくる答はそんなところで、会場はいっそう沸わいている。あれ、何かあったよな？　このレースが終わったら、こう──

『なるほどっ！　お疲れのようですが、もうひとことお願いします！　14日はバレンタインデーですが、誰からのチョコレートが欲しいですか？』

　そうだそうだバレンタインだ。チョコレート。バレンタイン。なんだろう。頭がもうぐるぐるして、よく、分からな──




「チョコレート。母さんのが、欲しいかな……」




　それよりも水、水を……

「トーマさん、お水です！」

　ありがとう泉ちゃん……でもこういうの、新聞部が前もって用意して欲しい……

「ゆっくりですよ？　ゆっくり飲んでください」

　ふぅ、ようやく生き返る。視し界かいもなんだかはっきりしてきて、心配そうな泉ちゃんの顔が見えてくる。

「よし！　もう大だい丈じよう夫ぶ──」

　と体を起こしたところで、会場の微び妙みような空気に気付く。

『まあその、藤倉さんは、お母様からのチョコレートが欲しい、ということで……』

　……言ったっけ？　って言った！　確たしかに言った！　ああ違うって違うんだ！（マザコン……）（マザコンだ……！）（ネタにしても……）（寒いよね……）（せっかく楽しみにしてきたのに……）そんなざわめきが心に痛いたい。

『あの、俺、二位なんですけど、言わせてください！』

　神崎さんは、放送部からマイクを受け取っていて、『この中には居いないはずですけど、言います！　３年Ｃ組木き村むら麻ま衣い子こ！　俺、麻衣子のことがずっとずっと好きだった！　だから付き合って欲しい！　これから、卒業してからも──』

　そこまで言ったところで、観かん衆しゆうの中からひとり、ショートカットの女子生徒が押おし出されてくる。静かなざわめきの中、その女子生徒は恥はずかしそうに俯うつむきながらで、

「あのね、私も、その、正人くんのことがずっと──」

　好き、でした。

　その言葉に、再ふたたび歓かん声せいが沸わき上がる。会場は熱気を取り戻もどし、割われんばかりの拍手が続いている。「おめでとう！」「おめでとう！」「いいなあ！」「うらやましい！」「バレンタイン万ばん歳ざい！」「お二人さん、いつまでも仲良くね！」祝福の声があちこちから飛んでいる。めでたく成立した三年生カップル二人は、少し恥ずかしそうに寄より添そって、それでもしっかりと手を繋つないでいる。大だい団だん円えんのもとイベント終しゆう了りよう。そう思える。明らかに優勝者おいてけぼりだけど──それはまあ、いいってことで。

「藤倉、おつかれさまでした」

　お嬢じよう様さまが姿し勢せいを低くして、濡ぬれたハンカチを額ひたいにあててくれる。「かっこよかったですよ。本当に。誰よりも」そんなふうに、綺き麗れいに微笑ほほえみかけてくる。全すべてがうまくはいかなかったけど──これでいいのかもしれない。都の笑みに、そう思う。
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「ここでいいよ。せっかく都さんが車を用意してくれるんだから」

　せめて駅まで、それが嫌いやなら校門まで──なんて主しゆ張ちようは琴ちゃんに拒こばまれてしまう。

　ところはＳ棟とう玄げん関かん前。まだ日は高いけど、琴ちゃんがバスで帰るにはぎりぎりの時間帯らしい。

「車にはスペースは充じゆう分ぶんありますから、お兄さんも乗れますけど──」

　巫城のお嬢様の申し出にも、琴ちゃんは首を振ふる。

　子こ供ども扱あつかいするな。そういうことなのかもしれない。ちなみに、車で家まで送る、という提てい案あんも断ことわられている。おそらく琴ちゃんなりにこだわりがあるんだろう。

「本当にお世話になりました」

　琴ちゃんが丁てい寧ねいに頭を下げて、「これからも、兄のこと、よろしくお願いします」

「また来てな。うちも、琴ぴょんおって楽しかった」

　やっぱ兄妹きようだいなんやなあ、とカンナが微笑む。

「い、いつでもぎでぐだざい……泉っ……はごどざんのごとばってばず……」

　涙なみだどころか鼻水でぐしゃぐしゃの泉ちゃんの顔を、「あらあら」とみどりさんがハンカチで拭ぬぐっている。もともと情じようが深いところはあるけど、短い出で逢あいであっても、泉ちゃんにはいろいろ想おもうところがあったのかもしれない。

「また来ますから！　そのときは──」

　ちらり、と琴ちゃんが視し線せんを向けてきて、「いい報ほう告こくが聞けたらいいなって思います」

　思わせぶりな台詞せりふには苦く笑しようするしかない。いい報告。藤倉冬麻、学年最下位脱だつ出しゆつに向けた取り組みは非ひ常じように順調──なんてのじゃダメなんだろね。そもそも順調なのかも分からないけど。

「あ！　そうだ忘わすれてた！」

　琴ちゃんは、大きな荷物の中をごそごそ探さがして、「あった！」と声をあげる。

　そして、じゃん！　と差し出してくるのは──

「チョコレートだよ。バレンタインには早いけど、お兄ちゃんに」

「あ、そっか」

　きっと用意して来てくれたんだろう。14日には会えないから。離はなれているから。

「その──ありがとう、琴ちゃん」

「お母さんからのチョコも、送るように言っとくからね」

　そう言って、琴ちゃんは楽しげに微笑む。

　うぅ、それには触ふれないで欲ほしかったかも……。「うんうん、家族ってすばらしいよね」頷うなずく長峰さんの言葉は、皮肉でないと思っておこう。

「それじゃお兄ちゃん、もう行くね。寒くなるけど、体には──」

　琴ちゃんが言いかけたところで、

「あ、あの！」

　いままで黙だまっていた八千代ちゃんが声をあげる。

　八千代ちゃんは、ゆっくりと前に出てきて、顔を真っ赤に俯うつむきながら、

「あ、あの……藤倉様の……いえ、お兄様の編あんでくださった、このマフラー、すっごくあったかいです。よくできていると思います。それで、その、とても……お兄様はとても優やさしい方で、私も……すごく、慕したって、いやその慕ってるというか、つまりお世話になってて……それだけは、言っておこうかと、思いまして」

　言い終えて、はぁ、と大きく息を吐はく。

　初めは、きょとん、としていた琴ちゃんも、

「ありがとうございます。八千代さんっ」

　明るい笑えみを浮うかべて、「それじゃあ──」八千代ちゃんに近付いて顔を寄よせると、小さく耳打ちする。

　八千代ちゃんの顔はもう耳まで真っ赤になっていて、

「…………………………ま、まぁその、そういうことも、ぁ」

　そのまま巻まいているマフラーに顔をうずめて、最後のあたりは何を言っているのか分からない。女同士の話、なんてとこなんだろうか。何を言ったかなんて、きっと教えてはくれないんだろう。

「それじゃ、今度こそ！　都さん、いろいろ本当にありがとうございました」

「また、いつでも遊びに来てくださいね。待ってますから」

「私も待ってます。都さんが家に来てくれるの」

　琴ちゃんはいたずらっぽく微笑ほほえんで、「お兄ちゃん、そのときはちゃんと案内しなきゃダメだよ？」なんて付け加える。

　そんな言葉に、思わず巫城のお嬢じよう様さまと視し線せんが合う。小さく微笑むお嬢様は『いいんですか？』なんて少し照れたような表ひよう情じようで、こっちまで顔が熱くなってくる。さすがは琴ちゃん、最後までなかなか手て強ごわいな……！

　荷物を春太がトランクに押し込こんで、琴ちゃんが後部座ざ席せきに乗り込む。

　最後に琴ちゃんは車の窓まどを開けて、

「ねえお兄ちゃん？　ちょっといい？」

　ちょいちょい、と手て招まねきをしてくる。

　さていったいなんだろう。急いで琴ちゃんに顔を近付ける。今までの展てん開かいからすると、言われることは想そう像ぞうがつく。心の準じゆん備びをしていれば、大たい概がいのことなら対たい応おう可か能のう──

「……今日のお兄ちゃん、すっごくかっこよかった」

「そう？　それなら良かった。最後はあんなだったけど──」

「だからね、琴からのごほうびだよ」

　そして、頬ほおに柔やわらかいものが触れる。それはいわゆるキスってやつで──

「ああ！　あのね琴ちゃんそういうことは、その──」

　動どう揺ようするのも仕方無い。そんな展開は予想してない！

　琴ちゃんは、えへへー、と少し恥はずかしそうに微笑んでから、

「それじゃあまたねお兄ちゃん！　みなさんも！　いろいろありがとうございました！」

　手を振ふる琴ちゃんが、だんだんと離はなれていく。

「追いかけるか？」

　なんて春太は楽しげな笑みを浮かべるけれど──さすがにそこまではね。しばらくすると窓も閉とじられ、車もすぐに見えなくなる。

「うぅ、いっぢゃいまじだ……はごどざん……」

















　泣いている泉ちゃんの小さな頭に、ぽんぽん、と手を置く。こんなふうに別れを惜おしんでくれるのは、家族としてもなかなか嬉うれしいところ。

「ええ子やったなー。ホンマええ子やった」

　初めに口を開いたのはカンナで、

「本当にそう思います。葉は琴ごとさんが居いたから、今の藤倉があるんでしょうね」

　巫城のお嬢様がそれに合わせる。

　この二人はもちろんとして、本当に、みんなには感かん謝しやしてもしきれない。

　だから──

「あのさ、その、感謝の気持ちっていう程ほどじゃないけど、みんなにご馳ち走そうしようかと思って。どうかな？」

　自分なりの、精せい一いつ杯ぱいのありがとうを込めて。

　もっとも、たいしたものなんて作れないけど──

「よっしゃ乗った！　せやったら『琴ぴょんええ子やったねパーティ』の開かい催さいやな！」

「はいでふ！　いずっ、いずみもざんぜいでふ！」

　……泉ちゃん、そんなに無理して言わなくても。思わずみんなに笑みがこぼれる。

「そうですね。会場はもう一度、藤倉の部屋にしましょうか？　葉琴さんの話も聞きたいですね」「では都様、私は料理の準じゆん備びと、部屋の片かたづけを」いいのに！　八千代ちゃんそんなこといいのに！「それじゃあ、私はデザートを用意しますね～」みどりさんまで！「じゃあ僕ぼくは監かん督とくをしようか」長峰さんまで！　ってそれ見てるだけじゃないですか！「カンナ、俺らは皿の用意か？」「せやな。あとはトークの用意！」「……無理を言うな無理を」「春やんあきらめたらあかん！　あきらめたらそこで──」「試合終しゆう了りようじゃよ？」「長峰はん惜しい！　ちょっと違ちがう！」「試合終了ですわよ？」「みどりはんも惜しい！──ってほら！　もうやっちんが動いとるで！　みなも続け！」

　これが結局のところいつものＳ棟とう。せめて何か一品は作ろう……！

　そして、みんなが寮りように入っていくところで──ぴりりりり、とメールの受信。

「葉琴さんですか？」

　足を止めるのは巫城のお嬢じよう様さまで、

「都も見てみる？」

「ええ!?　いやその、そういう訳わけには──」

「いいよ。都にはお世話になったから。本当に、感謝してる」

「でも、個こ人じん的なことが書いてあるかもしれませんし、その」

「大だい丈じよう夫ぶ。まずそうだったら、すぐ見せないようにするから」

「それなら──」

　お嬢様が遠えん慮りよがちに覗のぞき込んでくる。さて、メールの内ない容ようはといえば。











　お兄ちゃん、三日間いろいろお世話になりました。ホントに楽しかった！　みなさんにもよろしく伝えておいてください。

　実を言うと！　学校見学はオマケなのでした！　だって、遠くの学校に行ったらお父さんとお母さん哀かなしむもん。ごめんねホントにごめんなさい。春太さんとカンナさんにも謝あやまっておいてください。でもあの二人と居いるのすっごく楽しかった！　なんだか夫婦めおと漫まん才ざい聞いてるみたいで得した気分～。ああいうのお似合いのカップルっていうんだよね？　お兄ちゃんも、早くそうなるといいな。お兄ちゃんが誰だれかを大切だって想おもって、誰かを選ぶこと。そんな日が来たら、琴はとっても幸せです。

　そうそう、バレンタインのチョコは早めに食べてね。手作りなんだから。形はちょっと変だけど、味には自信があるのだ！

　春休みにはこっちに帰ってきてね。お父さんとお母さんも楽しみに待ってます。

　追つい伸しん。バレンタインのチョコ、琴とお母さんのを入れても、お兄ちゃんは８個こは貰もらえるんじゃないかな？　って思います。モテモテだね。だって琴のお兄ちゃんだもんね。でもでも、ナイフの子からは絶ぜつ対たいにもらっちゃダメだからね！













　読み終わったらしく、都と視し線せんが合って、小さく笑い合う。

　母さんと琴ちゃんを除のぞいて、残るは６個のチョコレート。泉ちゃんに美春ちゃん。それからカンナにみどりさんで──

「14日、楽しみにしていてくださいね」

　綺き麗れいに微笑ほほえんで、都が肩かたを寄よせてくる。胸むねは高鳴るけれど、それでも自然に受けいれられる。距きよ離りが近くなるってのは──きっとこういうことなんだろう。

「……今度、藤倉の家に、行ってみてもいいですか？」

　囁ささやくように、都が語りかけてくる。

　その答は、もちろん──








　エピローグ




　湖こ陵りよう銀行立て籠こもり事じ件けん。その被ひ害がい者しやで、たった二人の生せい存ぞん者しやのうちの一人。

　そんな厄やつ介かい者ものの俺おれを、何も関係の無い父さんと母さんが引き取ってくれたのは、奇き跡せきみたいなことだった。

　病院に居いたころとはまったく違ちがう世界。あたたかな会話に、くすぐったくなるようなやり取り。それをそのまま受け入れることは──すぐには出来なかった。

　自分はこの家の人間じゃない。ここに居るべきじゃない。邪じや魔まになりたくない。ひっそり消えてしまいたい。そんな想おもいはいつでもあって、迷めい惑わくばかりかけていたことを憶おぼえている。ふらふらと外に歩いて出ては、何度も連れ戻もどされて叱しかられる。自分のために怒おこってくれる人のことも、どこか遠くに感じていた。どこに行きたい、なんて想いは無かった。漠ばく然ぜんと、どこかに死んでしまった母さんが居いる気がしていた。こんなふうに歩いていたら、抱だき締しめてくれるんじゃないかって。そう思っていた。

　そんな馬ば鹿かげた家出の中で、自分で家に戻ったことが一度だけある。なんのことはない、後ろに琴ことちゃんが付いて来てるのに気付かなかった。それだけのことだった。こっちが10歳さいで、琴ちゃんが７歳。「ここどこ？」「おなかすいた」「もうあるけない」なんて泣き出した琴ちゃんを、必死に背せ負おって帰ったことを憶えている。暗くなった川沿ぞいの道で、背中の琴ちゃんを励はげましながら。「もうすぐだから」「だいじょうぶ」「お兄ちゃんがいるから、こわくないだろ？」そんなふうに言い続けて。

　琴ちゃんとの距離が近くなったのは、たぶん、その日からなんだろう。琴ちゃんはことあるごとに後ろをついてくるようになった。おかげで家出のときは、その姿すがたが無いことを何度も確かく認にんすることになった。そして、何度も確認して──琴ちゃんが居ないことを、寂さびしく思ったりもした。

　馬鹿げた家出が終わったのは、確たしか小学５年生のころ。そのころになって、琴ちゃんもようやく気付いたらしい。兄が夜な夜な居なくなること。そのとき家が大おお騒さわぎになること。そして連れ戻された俺が怒られていることに。そのころから、朝も昼も夜も、学校でも家でも、ほとんど琴ちゃんは一いつ緒しよだった。小さな琴ちゃんが、ずっと俺のことを守っていてくれた。今はそんなふうに思う。俺が家の手伝いを始めたのも、そのころからだった。琴ちゃんが俺の真ま似ねをしたがるから、というのがその理由で、休みの日も、部屋でうずくまっている訳わけにはいかなくなった。きっかけは、そんなささいなことだった。




　小さな頃ころの写真を見返すと、懐なつかしさよりも恥はずかしさや情なさけなさが先に来る。

　それはきっと、過か去このそうした馬鹿げた行こう為いを思い出すからで、恥ずかしく思えるってことは、きっと成長してるんだろう。少しずつ、少しずつ。病院から、藤倉の家に移うつったように。ひとり部屋で膝ひざを抱かかえているより、琴ちゃんと居ることを選んだように。

　だからこれからも、きっと距きよ離りは縮ちぢめていける。そんなふうに思う。家族だからって変に気を遣つかわないときがくるのかもしれない。血の繋つながりが無いなんて、何も思わないようになるのかもしれない。

　そして、家族を離はなれて──誰かと歩んで行く日が来るんだろう。自分の選んだ誰かと、肩かたを寄よせ合いながら。二人で支ささえ合いながら。選んだ大切な人との未来を、確たしかに紡つむいでいけるように。それはきっと──琴ちゃんが俺に、そうしてくれたように。








　あとがき




　はじめまして。あるいはお久しぶりです。壱いち乗じよう寺じかるたです。

　タイトルを『放課後トロイメライ』に改あらためまして、『トロイメライ』シリーズ最新刊をお届けいたします。

　前巻から一年とちょっとが経たってしまいました。申し訳わけ無いです。筆ふでが遅おそくてごめんなさい……。すみません……本当に。

　そして、のんびりぽやぽやしてる間に、『トロイメライ』シリーズは富士見ミステリー文庫から富士見ファンタジア文庫へ移動となりました。

　僕ぼくはとてもとても富士ミスが好きだったので、少々さみしくはあるのですが、ここは心しん機き一いつ転てんがんばっていきたいと思います。（富士ミスへの想いは、本作中で杉すぎ下した美み春はる嬢じように語ってもらいました。あまりこういうことをやるのはよくないと分かっているのですが……許していただけますと幸さいわいです。）

　さて、富士見ミステリー文庫と富士見ファンタジア文庫、二つのレーベル間の大きな違ちがいはご存知でしょうか？

　……そう！　その通り！　富士見ファンタジア文庫には、巻末の著ちよ者しや紹しよう介かいの欄らんが無いのです（既き刊かん紹介はありますので、厳げん密みつには、文章による著者紹介欄が無い、ということですね。）

　そんな訳で、『壱乗寺かるた』をよく知っていただくために、過去作品において使っていた著者紹介をあげていこうと思います。よろしくお願いします！　せめて顔と名前だけでも憶おぼえていってください！（……顔？）





【さよならトロイメライ１】

　サッカーをミーハーに愛し、某ぼうサッカーゲームにおいてはルックス重視で選手を獲かく得とく。

　それでもそれなりに強いチームに、やはり愛だよなあ、と思う日々。

　ならばミステリー愛を作品で！　と意気込むも、どうにも執しつ筆ぴつ速度がいまいちらしい。

　そんな訳なので貴方あなたの愛を分けて頂けると助かります。是非とも。念でも。






　記念すべき１冊目。なんだかコメントも初うい々ういしいです。なお、今でも貴方の愛は募集中です。もちろん念でも。





【さよならトロイメライ２】

　元々がミーハーな性質であり、詳くわしくも無いのに新選組の食しよく玩がんを集めてます。ずらりと並ぶ隊士たちを眺ながめていると、こちらまで雄お々おしい雰囲気に。ＢＧＭは蒲かま田た行進曲で。

　圧巻は、七名にもなる永なが倉くら新しん八ぱち（被かぶりました）。心躍おどる永倉だらけの一個小隊がここに！　なのに副長は何故か不在のままで。

　故ゆえに我が隊は、旗はたが無いまま行軍を続けているのでした。

　土ひじ方かたさん、おいどんはいったいどぎゃんしたら……（誰だ）。






　全員揃そろったころには、永倉がいっぱいでした。永倉が死んでも代かわりはいるもの。そんな声がどこからともなく……。





【さよならトロイメライ３】

　アテネ五輪すごかったですね！　スポーツ観戦好きの僕は寝不足の毎日でした。

　さて、亮りよう子こさんと佳よし知ともさん（谷夫ふう婦ふ。嫁よめは柔道、旦那だんなは野球）ではどちらが強いか、ということが友人と話題になりました。

「足首を痛めてあの豪ごう傑けつっぷり。亮子の優位は揺ゆらぐまい」と僕は主張するのですが、友人曰いわく、「待て。佳知にはバットがある」とのこと。

　よく分からない対戦が脳内を駆かけ巡めぐります。

「それでも勝つ！　バットは折る！」

　と言った自分もなんだかよく分かりません。折るのか。






　もうすぐ北京五輪、という現状に、時の流れを感じます。

　亮子さんなら勝てそうですよね。パンダとか。





【さよならトロイメライ　ノヴェレッテ（短編集）】

　冬です。カニの季節です。顔が、キャシャー！　ってなってるやつが良いと思います。カニの強さを体内に取り込む心地です。

　黙もく々もくと淡たん々たんと、カニの身をほじほじするのもまた楽しいのです。鼻歌まじりでらんららんです。カニがいっぱいらんららん。

　しかし、油断してもいられません。虎こ視し眈たん々たんと、我が家の三毛猫が、カニの身を──ああっ！　あー！　馬鹿ー！　キャシャー！（奇声カニパワー）






「カニが好きなんですよ～」などと話していたら、誕たん生じよう日びにカニのパネルを貰もらったことがあります。そういうことじゃない……！　そういうことじゃないんだ……！





【さよならトロイメライ４】

　なんとか時間を作って、愛・地球博に行ってみたいと思ってます。マスコットキャラのモリゾーとキッコロに心惹ひかれまくりです。「おじーちゃんっ」「なんじゃキッコロ」「何食べてるの？」「ああ、これかい？」

　モリゾー、毛をふさふさ揺らして遠い目で、

「ところでサッカー最終予選じゃが……（もしゃもしゃ）」

　そう、迷い込んだ人間を、モリゾーは……。

　ああモリゾー。ベリーナイス。もちろんこれはフィクションですが。






　モリゾーはときどき足がセクシーなのであなどれません。今は何やってるのかな、モリゾー、キッコロ……。





【さよならトロイメライ５】

　以前、自分は暑さに弱いのだと思っていました。夏の暑さにはいつもへろへろでした。最近、冬の寒さにも弱い自分に気付きました。こたつワールドからもはや逃れることができません。怠なまけ者すぎです。いっそ炙あぶられればいいのに。






　もはや　のがれることは　できんぞ！（こたつから）

　なんという　むせきにんな　いちじょうじだ！





【さよならトロイメライ６】

　グーテンモルゲン！　ワールドカップイヤーですよ。ミーハーなサッカー好きとしては、田た中なか誠まこと選手を応おう援えんなのです。

　ゲルググ！　ズゴック！　ザク！　サザビー！（うはー）

　赤い……。赤で揃えてきおった……！

　日本のゴールを守ってくれるに１０００点。倍率ドン。３倍です。






　北京五輪のサッカーも楽しみなのです。

　オススメの選手はといえば、『好きなモビルスーツは？』という質問に、『リ・ガズィ』『ザクⅢ改』『ハイゴック』と答えた小こ林ばやし祐ゆう三ぞう選手です。





【さよならトロイメライ７】

　ミーハーです。流は行やり言葉に弱いのです。「このフレーズかっこいい！」と思うと、すぐに使いたくなります。

　現に『さよならトロイメライ～メタボリックシンドローム～』というサブタイトルを考えていました。

　メタボリックシンドローム。調べました。見つかりました。

　内臓脂肪型肥満は、さまざまな病気の原因となります。……!?

　み、みなさんも充分に気をつけて……！（いろいろと）






　このときは思いもしなかったのです。

　まさか我が身に、メタボの魔まの手がやってこようとは……！





【待ってて、藤森くん！　１】

　朝の番組は「めざまし」派ですが、元気が欲しいときは「朝ズバ」です。

　みのの勇ゆう姿しに酔よいしれます。いっぱい仕事持ってるのに、この活いき活きとした姿……！

　１日２時間しか寝ていない、という噂うわさは本当なのでしょうか。いや、そうでなくとも凄いのですが。

　自分も頑張らねば！　そんな元気が出てくるのです。（ココアを飲みながら）。






　最近は、『とくダネ！』における小倉さんの、「アマタツ～！」でも元気がでます。アマタツさんなら天気予報外はずれても許せるよ！





【待ってて、藤森くん！　２】

　サッカー好きの壱乗寺は、ガイナーレ鳥取を応援しております。地元愛。

　バードスタジアムはサッカー専用であり、フィールドとの距きよ離りがとても近いのです。故に、ハーフタイムでちょこちょこと踊おどる、トリピー（ゆるキャラ界のカリスマ）をまじまじと見ることが出来るのです。

　先日も行ってきました！　がんばれガイナーレ！　がんばれトリピー！

　空気が抜ぬけ、顔がしわしわになっていくトリピー（緊急事態）は、とてもプリティーでした……






　トリピーの頭上に刺ささっているように見えるのは梨なしの枝であり、決して矢ではないと主張したいのですが、ここで主張したところで誰も分からないという、そんな話。





【待ってて、藤森くん！　３】

　炊すい飯はん器きの新調により、炊たきたてごはんの美お味いしさがパワーアップ。いやもうこれが凄すごいんですよ。『ごはんをおかずにごはんを食べていた。』な……何を言っているのか、わからねーと思うが、おれの心も炊きたてだった……。（ほっこりしたイメージ）






　壱乗寺かるたです。好きな言葉は『炊きたて』です。





【待ってて、藤森くん！　４】

　大おお橋はし卓たく弥やさん（スキマスイッチのアフロじゃないほう）の『はじまりの歌』のＰＶがとても良いのですよ。

　きゅーとな女の子たちのカンフーアクションに心ときめくこと限りなし。

　いいよねバナナ。おやつにバナナ。






　三人の女の子がバナナを取り合うという行動はまさしくメタファーとしての（検閲削除）







　……こんなところで、自己紹介に代かえさせていただきたいと思います。まあなんというかですね、女の子がバナナを咥くわえるという行為はつまり（検閲削除）

　最後に謝しや辞じを。




　担当さま。舞ぶ台たいがファンタジア文庫に変わりましたが、これからもよろしくお願いいたします。編集長様も、引き続きよろしくお願いします！

　イラストレーターの日ひ吉よし丸まる晃あきらさま。今回も素晴らしいイラストをありがとうございました。本作出版に関かかわった全ての方へ。これからも一いつ緒しよにがんばっていきましょう！

　そして、本作を手にとってくださった方へ。本当にありがとうございました！　これからも良いものを作り続けていきますので、どうかよろしくお願いします！　壱乗寺かるたでした！　それでは！




　追つい伸しん。

　次巻から、（今度こそ）急展開です。解かい禁きんです。とうとう真ま霜しも家のお話です。











放ほう課か後ごトロイメライ















壱いち乗じよう寺じかるた
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